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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム の 処 理 を 行 う 装 置 に 含 ま れ る コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ れ る  
プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る 受 付 部 と 、
　 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 を 有 す る オ ブ ジ ェ ク ト を 表 示 さ せ る 表 示  
制 御 部 と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 、 前 記 指 示 方 向 に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 に  
含 ま れ る か を 判 定 す る 判 定 部 と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸  
減 さ せ る 変 化 部 、
　 と し て 前 記 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ 、
　 前 記 表 示 制 御 部 は 、
　 前 記 指 示 子 を 、 前 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態 様 で 表 示 さ せ 、 前 記 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ  
せ て 前 記 指 示 子 の 表 示 態 様 を 変 化 さ せ 、
  前 記 方 向 範 囲 は 、 前 記 指 示 方 向 か ら 離 れ る に し た が っ て 段 階 的 に 複 数 の 方 向 範 囲 に 区 分  
さ れ 、
  前 記 判 定 部 は 、 前 記 操 作 方 向 が 、 前 記 複 数 に 区 分 さ れ た 方 向 範 囲 の い ず れ か に 含 ま れ る  
か 否 か を 判 定 し 、
  前 記 変 化 部 は 、 前 記 受 付 期 間 内 に お け る 時 間 経 過 に 応 じ て 、 前 記 複 数 に 区 分 さ れ た 方 向  

請求項の数　15　（全54頁）　最終頁に続く
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範 囲 の 一 部 ま た は 全 部 を 漸 減 さ せ 、
  前 記 表 示 制 御 部 は 、
  前 記 指 示 子 を 、 前 記 複 数 に 区 分 さ れ た 方 向 範 囲 の そ れ ぞ れ を 示 す 表 示 態 様 で 表 示 さ せ 、  
前 記 複 数 に 区 分 さ れ た 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ せ て 、 前 記 指 示 子 の 前 記 複 数 に 区 分 さ れ た  
方 向 範 囲 の そ れ ぞ れ を 示 す 表 示 態 様 の 少 な く と も 一 部 を 変 化 さ せ る 、
　 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム の 処 理 を 行 う 装 置 に 含 ま れ る コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ れ る  
プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る 受 付 部 と 、
　 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 を 有 す る オ ブ ジ ェ ク ト を 表 示 さ せ る 表 示  
制 御 部 と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 、 前 記 指 示 方 向 に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 に  
含 ま れ る か を 判 定 す る 判 定 部 と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸  
減 さ せ る 変 化 部 と 、
  前 記 判 定 部 の 判 定 結 果 に 基 づ い て 前 記 操 作 方 向 を 評 価 す る 評 価 部 、
　 と し て 前 記 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ 、
　 前 記 表 示 制 御 部 は 、
　 前 記 指 示 子 を 、 前 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態 様 で 表 示 さ せ 、 前 記 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ  
せ て 前 記 指 示 子 の 表 示 態 様 を 変 化 さ せ 、
  前 記 評 価 部 は 、 前 記 操 作 方 向 が 前 記 方 向 範 囲 に 含 ま れ な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 前 記 方 向  
範 囲 に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た と き よ り も 低 評 価 と す る 、
　 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 変 化 部 は 、
　 前 記 受 付 期 間 が 終 了 す る ま で に 前 記 方 向 範 囲 が ゼ ロ に な る よ う に 前 記 方 向 範 囲 を 漸 減 さ  
せ る 、
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ユ ー ザ の 操 作 に 関 連 す る ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト に は 、 ゲ ー ム の 進 行 に 影 響 を 及 ぼ す 第 １ パ  
ラ メ ー タ が 設 定 さ れ て お り 、
　 前 記 変 化 部 は 、
　 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ に 応 じ て 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る 際 の 漸 減 速 度 を 決 定 す る 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち 何 れ か １ 項 に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム の 処 理 を 行 う 装 置 に 含 ま れ る コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ れ る  
プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る 受 付 部 と 、
　 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 を 有 す る オ ブ ジ ェ ク ト を 表 示 さ せ る 表 示  
制 御 部 と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 、 前 記 指 示 方 向 に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 に  
含 ま れ る か を 判 定 す る 判 定 部 と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸  
減 さ せ る 変 化 部 、
　 と し て 前 記 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ 、
　 前 記 表 示 制 御 部 は 、
　 前 記 指 示 子 を 、 前 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態 様 で 表 示 さ せ 、 前 記 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ  
せ て 前 記 指 示 子 の 表 示 態 様 を 変 化 さ せ 、
  ユ ー ザ の 操 作 に 関 連 す る ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト と 対 峙 す る 相 手 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト が 存 在  



10

20

30

40

50

JP 7138951 B2 2022.9.20(3)

し 、
  前 記 相 手 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト に は 、 ゲ ー ム 進 行 に 影 響 を 及 ぼ す 第 ２ パ ラ メ ー タ が 設 定 さ  
れ て お り 、
  前 記 変 化 部 は 、
  前 記 第 ２ パ ラ メ ー タ に 応 じ て 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る 際 の 漸 減 速 度 を 決 定 す る 、
　 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ユ ー ザ の 操 作 に 関 連 す る ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト に は 、 ゲ ー ム の 進 行 に 影 響 を 及 ぼ す 第 １ パ  
ラ メ ー タ が 設 定 さ れ て お り 、
　 前 記 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト と 対 峙 す る 相 手 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト が 存 在 し 、
　 前 記 相 手 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト に は 、 ゲ ー ム 進 行 に 影 響 を 及 ぼ す 第 ２ パ ラ メ ー タ が 設 定 さ  
れ て お り 、
　 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ ま た は 前 記 第 ２ パ ラ メ ー タ の 少 な く と も ど ち ら か 一 方 に 基 づ い て 、  
前 記 方 向 範 囲 の 初 期 値 を 決 定 す る 初 期 設 定 部 と し て 、
　 前 記 コ ン ピ ュ ー タ を さ ら に 機 能 さ せ る 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち 何 れ か １ 項 に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム の 処 理 を 行 う 装 置 に 含 ま れ る コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ れ る  
プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る 受 付 部 と 、
　 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 を 有 す る オ ブ ジ ェ ク ト を 表 示 さ せ る 表 示  
制 御 部 と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 、 前 記 指 示 方 向 に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 に  
含 ま れ る か を 判 定 す る 判 定 部 と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸  
減 さ せ る 変 化 部 と 、
  １ 回 分 の 前 記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 前 記 受 付 期 間 を 含 む  
単 位 ゲ ー ム が 繰 り 返 し 複 数 回 行 わ れ 、 あ る 単 位 ゲ ー ム で の 結 果 に 基 づ い て 、 「 次 の 単 位 ゲ  
ー ム 」 ま た は 「 次 以 降 の 一 部 若 し く は 全 部 の 単 位 ゲ ー ム 」 に お い て 、 前 記 方 向 範 囲 の 初 期  
値 を 決 定 す る 初 期 設 定 部 、
　 と し て 前 記 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ 、
　 前 記 表 示 制 御 部 は 、
　 前 記 指 示 子 を 、 前 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態 様 で 表 示 さ せ 、 前 記 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ  
せ て 前 記 指 示 子 の 表 示 態 様 を 変 化 さ せ る 、
　 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム の 処 理 を 行 う 装 置 に 含 ま れ る コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ れ る  
プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る 受 付 部 と 、
　 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 を 有 す る オ ブ ジ ェ ク ト を 表 示 さ せ る 表 示  
制 御 部 と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 、 前 記 指 示 方 向 に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 に  
含 ま れ る か を 判 定 す る 判 定 部 と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸  
減 さ せ る 変 化 部 、
　 と し て 前 記 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ 、
　 前 記 表 示 制 御 部 は 、
　 前 記 指 示 子 を 、 前 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態 様 で 表 示 さ せ 、 前 記 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ  
せ て 前 記 指 示 子 の 表 示 態 様 を 変 化 さ せ 、
  １ 回 分 の 前 記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 前 記 受 付 期 間 を 含 む  
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単 位 ゲ ー ム が 繰 り 返 し 複 数 回 行 わ れ 、
  前 記 変 化 部 は 、
  あ る 単 位 ゲ ー ム で の 結 果 に 基 づ い て 、 「 次 の 単 位 ゲ ー ム 」 ま た は 「 次 以 降 の 一 部 若 し く  
は 全 部 の 単 位 ゲ ー ム 」 に お い て 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る 際 の 漸 減 速 度 を 決 定 す る 、
　 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム の 処 理 を 行 う 装 置 に 含 ま れ る コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ れ る  
プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る 受 付 部 と 、
　 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 を 有 す る オ ブ ジ ェ ク ト を 表 示 さ せ る 表 示  
制 御 部 と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 、 前 記 指 示 方 向 に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 に  
含 ま れ る か を 判 定 す る 判 定 部 と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸  
減 さ せ る 変 化 部 、
　 と し て 前 記 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ 、
　 前 記 表 示 制 御 部 は 、
　 前 記 指 示 子 を 、 前 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態 様 で 表 示 さ せ 、 前 記 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ  
せ て 前 記 指 示 子 の 表 示 態 様 を 変 化 さ せ 、
  １ 回 分 の 前 記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 前 記 受 付 期 間 を 含 む  
単 位 ゲ ー ム が 繰 り 返 し 複 数 回 行 わ れ 、
  単 位 ゲ ー ム 毎 に 指 示 さ れ る 前 記 指 示 方 向 は 、 あ ら か じ め 定 め ら れ た 複 数 の 方 向 か ら 任 意  
の 方 向 が 選 択 さ れ る 、
　 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 １ 回 分 の 前 記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 前 記 受 付 期 間 を 含 む  
単 位 ゲ ー ム が 繰 り 返 し 複 数 回 行 わ れ 、
　 前 記 評 価 部 は 、
　 前 記 複 数 回 の 単 位 ゲ ー ム に お い て 、 所 定 の 回 数 連 続 し て 所 定 の 評 価 を し た こ と に 応 じ て  
ボ ー ナ ス 評 価 を 付 与 し 、
　 前 記 変 化 部 は 、
　 「 次 の 単 位 ゲ ー ム 」 ま た は 「 次 以 降 の 一 部 若 し く は 全 部 の 単 位 ゲ ー ム 」 に お い て 、 前 記  
方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る 際 の 漸 減 速 度 を 速 め る 、
　 請 求 項 ２ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 １ 回 分 の 前 記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 前 記 受 付 期 間 を 含 む  
単 位 ゲ ー ム が 繰 り 返 し 複 数 回 行 わ れ 、
　 前 記 複 数 の 単 位 ゲ ー ム の そ れ ぞ れ に は 、 前 記 指 示 方 向 通 り に 操 作 す べ き 通 常 ゲ ー ム と 、  
前 記 指 示 方 向 通 り に 操 作 す べ き で な い 第 １ の 特 別 ゲ ー ム と が 含 ま れ 、
　 前 記 評 価 部 は 、
　 前 記 通 常 ゲ ー ム で は 発 生 し 得 な い 第 １ 告 知 が 発 生 し た 前 記 第 １ の 特 別 ゲ ー ム に お い て 、  
ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 前 記 指 示 方 向 と 反 対 で あ っ た 場 合 に 高 評 価 と す る
　 請 求 項 ２ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 １ 回 分 の 前 記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 前 記 受 付 期 間 を 含 む  
単 位 ゲ ー ム が 繰 り 返 し 複 数 回 行 わ れ 、
　 前 記 複 数 の 単 位 ゲ ー ム の そ れ ぞ れ に は 、 前 記 指 示 方 向 通 り に 操 作 す べ き 通 常 ゲ ー ム と 、  
何 も 操 作 す べ き で な い 第 ２ の 特 別 ゲ ー ム と が 含 ま れ 、
　 前 記 評 価 部 は 、
　 前 記 通 常 ゲ ー ム で は 発 生 し 得 な い 第 ２ 告 知 が 発 生 し た 前 記 第 ２ の 特 別 ゲ ー ム に お い て 、  
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前 記 受 付 期 間 に 前 記 受 付 部 が ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け な か っ た 場 合 に 高 評 価 と す る 、
　 請 求 項 ２ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト を ゲ ー ム 空 間 で 移 動 さ せ る ゲ ー ム に お い て 、
　 前 記 表 示 制 御 部 は 、
　 前 記 ゲ ー ム 空 間 上 の 接 地 面 に 前 記 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト が 接 地 し て い る 接 地 位 置 を 中 心 と  
し て 前 記 オ ブ ジ ェ ク ト を 表 示 さ せ 、
　 前 記 受 付 部 は 、
　 少 な く と も 前 記 接 地 位 置 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 で あ る 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ２ の う ち 何 れ か １ 項 に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム の 処 理 を 行 う 装 置 に 含 ま れ る コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ れ る  
ゲ ー ム 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る ス テ ッ プ と 、
　 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 を 有 す る オ ブ ジ ェ ク ト を 表 示 さ せ る ス テ  
ッ プ と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 、 前 記 指 示 方 向 に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 に  
含 ま れ る か を 判 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸  
減 さ せ る ス テ ッ プ と 、
  前 記 判 定 す る ス テ ッ プ に よ る 判 定 結 果 に 基 づ い て 前 記 操 作 方 向 を 評 価 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 表 示 さ せ る ス テ ッ プ に お い て 、
　 前 記 指 示 子 を 、 前 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態 様 で 表 示 さ せ 、 前 記 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ  
せ て 前 記 指 示 子 の 表 示 態 様 を 変 化 さ せ 、
  前 記 評 価 す る ス テ ッ プ に お い て 、
  前 記 操 作 方 向 が 前 記 方 向 範 囲 に 含 ま れ な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 前 記 方 向 範 囲 に 含 ま れ る  
と 判 定 さ れ た と き よ り も 低 評 価 と す る 、
　 ゲ ー ム 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム の 処 理 を 行 う ゲ ー ム 装 置 で あ っ て 、
　 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る 受 付 部 と 、
　 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 を 有 す る オ ブ ジ ェ ク ト を 表 示 さ せ る 表 示  
制 御 部 と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 、 前 記 指 示 方 向 に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 に  
含 ま れ る か を 判 定 す る 判 定 部 と 、
　 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸  
減 さ せ る 変 化 部 と 、
  前 記 判 定 部 の 判 定 結 果 に 基 づ い て 前 記 操 作 方 向 を 評 価 す る 評 価 部 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 表 示 制 御 部 は 、
　 前 記 指 示 子 を 、 前 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態 様 で 表 示 さ せ 、 前 記 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ  
せ て 前 記 指 示 子 の 表 示 態 様 を 変 化 さ せ 、
  前 記 評 価 部 は 、 前 記 操 作 方 向 が 前 記 方 向 範 囲 に 含 ま れ な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 前 記 方 向  
範 囲 に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た と き よ り も 低 評 価 と す る 、
　 ゲ ー ム 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 プ ロ グ ラ ム 、 ゲ ー ム 処 理 方 法 、 及 び ゲ ー ム 装 置 に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 野 球 ゲ ー ム に お い て 、 打 球 を 捕 ら え る た め に 野 手 を 打 球 の 到 達 方 向 に 移 動 さ せ る  
移 動 操 作 に あ た り 、 野 手 が 移 動 す べ き 方 向 を 指 定 す る 領 域 を 表 示 し 、 ユ ー ザ に よ り 行 わ れ  
た 移 動 操 作 の 成 功 度 合 い を 評 価 す る こ と が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 非 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 G a m e W i t h 、 ［ パ ワ プ ロ ア プ リ ］ 守 備 操 作 の コ ツ   チ ャ レ ス タ リ ー グ 3 ［ パ ワ プ ロ  
］ 、 ［ o n l i n e ］ 、 令 和 １ 年 ６ 月 ７ 日 、 パ ワ プ ロ 攻 略 班 、 ［ 令 和 １ 年   ８ 月 １ ９ 日 検 索 ］ 、  
イ ン タ ー ネ ッ ト 〈 U R L ： h t t p s : / / パ ワ プ ロ . g a m e w i t h . j p / a r t i c l e / s h o w / 1 0 5 9 4 8 〉
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 現 実 の 野 手 の プ レ イ と 照 ら し 合 わ せ る と 、 野 手 は 打 球 の 方 向 に で き る だ け 早 く 移  
動 す る こ と が 求 め ら れ る 。 こ の こ と を 考 慮 す る と 、 ゲ ー ム に お い て 、 バ ッ タ ー が 球 を 打 っ  
た タ イ ミ ン グ か ら で き る だ け 早 く 移 動 操 作 を 行 う こ と を ユ ー ザ に 要 求 す る よ う に し た ほ う  
が 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 が 高 め ら れ て 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 態 様 は 、 で き る だ け 早 い タ イ ミ ン グ で 移 動 操 作 を 行 う こ と を ユ ー ザ  
に 要 求 す る ゲ ー ム を 実 現 で き る よ う に す る こ と が で き る プ ロ グ ラ ム 、 ゲ ー ム 処 理 方 法 、 及  
び ゲ ー ム 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 の 一 つ と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 態 様 は 、 後 述 す る 実 施 形 態 に 記 載 し た 作 用 効 果 を 奏 す る こ と を 可 能  
に す る プ ロ グ ラ ム 、 ゲ ー ム 処 理 方 法 、 及 び ゲ ー ム 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 の 一 つ と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 一 態 様 は 、 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム の 処  
理 を 行 う 装 置 に 含 ま れ る コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ れ る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 ユ ー ザ の 操 作 を  
受 け 付 け る 受 付 部 と 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 を 有 す る オ ブ ジ ェ ク  
ト を 表 示 さ せ る 表 示 制 御 部 と 、 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 、 前 記 指 示 方 向  
に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 に 含 ま れ る か を 判 定 す る 判 定 部 と 、 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー  
ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る 変 化 部 、 と し て 前 記  
コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ 、 前 記 表 示 制 御 部 は 、 前 記 指 示 子 を 、 前 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態  
様 で 表 示 さ せ 、 前 記 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ せ て 前 記 指 示 子 の 表 示 態 様 を 変 化 さ せ る 、 プ  
ロ グ ラ ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム の 処 理 を 行 う 装 置 に 含 ま れ る コ ン ピ  
ュ ー タ で 実 行 さ れ る ゲ ー ム 処 理 方 法 で あ っ て 、 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る ス テ ッ プ と 、 ユ  
ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 を 有 す る オ ブ ジ ェ ク ト を 表 示 さ せ る ス テ ッ プ  
と 、 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 、 前 記 指 示 方 向 に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲  
に 含 ま れ る か を 判 定 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な  
受 付 期 間 の 中 で 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る ス テ ッ プ と 、 を 有 し 、 前 記 表 示 さ せ る ス テ ッ  
プ に お い て 、 前 記 指 示 子 を 、 前 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態 様 で 表 示 さ せ 、 前 記 方 向 範 囲 の 漸  
減 に 対 応 さ せ て 前 記 指 示 子 の 表 示 態 様 を 変 化 さ せ る 、 ゲ ー ム 処 理 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム の 処 理 を 行 う ゲ ー ム 装 置 で あ っ て 、  
ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る 受 付 部 と 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 を 有  
す る オ ブ ジ ェ ク ト を 表 示 さ せ る 表 示 制 御 部 と 、 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 方 向 が  
、 前 記 指 示 方 向 に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 に 含 ま れ る か を 判 定 す る 判 定 部 と 、 前 記 指 示 方  
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向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る 変 化  
部 と 、 を 備 え 、 前 記 表 示 制 御 部 は 、 前 記 指 示 子 を 、 前 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態 様 で 表 示 さ  
せ 、 前 記 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ せ て 前 記 指 示 子 の 表 示 態 様 を 変 化 さ せ る 、 ゲ ー ム 装 置 で  
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る ホ ー ム 画 面 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム の ゲ ー ム 画 像 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 方 向 領 域 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 領 域 の 時 間 経 過 に 応 じ た 変 化 の 態 様 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ゲ ー ム シ ス テ ム の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ６ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 端 末 装 置 の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 端 末 装 置 の 機 能 構 成 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る キ ャ ラ ク タ 情 報 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ９ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 方 向 領 域 設 定 情 報 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ０ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に 関 連 し て 実 行 す る 処 理 手 順 例 を 示 す  
フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ １ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に 関 連 し て 実 行 す る 処 理 手 順 例 を 示 す  
基 本 フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ２ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 通 常 ボ ー ル 処 理 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ３ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ジ ャ ン プ ボ ー ル 処 理 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ４ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ト ゲ ボ ー ル 処 理 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ５ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 動 く な ボ ー ル 処 理 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ６ 】 第 ２ 変 形 例 に 係 る 案 内 画 像 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ７ 】 第 ３ 変 形 例 に 係 る 案 内 画 像 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ８ 】 第 ４ 変 形 例 に 係 る 案 内 画 像 の 第 １ 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ９ 】 第 ４ 変 形 例 に 係 る 案 内 画 像 の 第 ２ 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ ０ 】 第 ４ 変 形 例 に 係 る 案 内 画 像 の 第 ３ 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ １ 】 第 ６ 変 形 例 に 係 る 円 弧 形 状 の 案 内 画 像 の 第 １ 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ ２ 】 第 ６ 変 形 例 に 係 る 円 弧 形 状 の 案 内 画 像 の 第 ２ 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ ３ 】 第 ６ 変 形 例 に 係 る 直 線 形 状 の 案 内 画 像 の 第 １ 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ ４ 】 第 ６ 変 形 例 に 係 る 直 線 形 状 の 案 内 画 像 の 第 ２ 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ ５ 】 第 ６ 変 形 例 に 係 る 直 線 形 状 の 案 内 画 像 の 第 ３ 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ ６ 】 第 ６ 変 形 例 に 係 る 直 線 形 状 の 案 内 画 像 の 第 ４ 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ ７ 】 第 ６ 変 形 例 に 係 る 多 角 形 の 案 内 画 像 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ ８ 】 第 ７ 変 形 例 に 係 る 案 内 画 像 の 変 化 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ ９ 】 第 ８ 変 形 例 に 係 る 案 内 画 像 の 変 化 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ ０ 】 第 ９ 変 形 例 に 係 る 案 内 画 像 の 変 化 の 第 １ 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ １ 】 第 ９ 変 形 例 に 係 る 案 内 画 像 の 変 化 の 第 ２ 例 を 示 す 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 ［ 第 １ の 実 施 形 態 ］
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 〔 １ ． ゲ ー ム の 概 要 〕
　 ま ず 、 本 実 施 形 態 に 係 る ゲ ー ム シ ス テ ム で 実 行 さ れ る ゲ ー ム の 一 例 に つ い て 、 そ の 概 要  
を 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 に 係 る ゲ ー ム は 、 複 数 の キ ャ ラ ク タ を 用 い て 行 う ゲ ー ム で あ る 。  
キ ャ ラ ク タ と は 、 ゲ ー ム に 登 場 す る 人 物 、 動 物 、 物 体 （ 例 え ば 、 乗 り 物 ） 等 の ゲ ー ム キ ャ  
ラ ク タ で あ り 、 ゲ ー ム 画 面 内 で 画 像 （ キ ャ ラ ク タ 画 像 ） と し て 表 示 さ れ る 。 具 体 的 に は 、  
本 実 施 形 態 に 係 る ゲ ー ム の 例 は 、 育 成 パ ー ト と 対 戦 パ ー ト と を 備 え る 野 球 ゲ ー ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 育 成 パ ー ト は 、 選 手 に 相 当 す る キ ャ ラ ク タ を 育 成 す る ゲ ー ム パ ー ト で あ る 。 育 成 パ ー ト  
で は 、 キ ャ ラ ク タ の 育 成 を 行 う こ と で キ ャ ラ ク タ の 能 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 対 戦 パ ー ト は 、 育 成 パ ー ト で 育 成 さ れ た キ ャ ラ ク タ を 選 手 と し て 含 む チ ー ム を 使 用 し て  
対 戦 相 手 の チ ー ム と 野 球 の 試 合 で 対 戦 を 行 う ゲ ー ム パ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 ホ ー ム 画 面 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 ホ ー ム 画 面 と は 、 こ の ゲ ー ム の 起 点 と な る  
メ イ ン メ ニ ュ ー に 相 当 す る ホ ー ム 画 像 が 表 示 さ れ る 画 面 で あ る 。 図 示 す る ホ ー ム 画 面 Ｇ １  
０ ０ に は 、 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る 操 作 子 と し て 機 能 す る ア イ コ ン Ｐ １ １ ０ 、 Ｐ １ ２ ０  
、 Ｐ １ ３ ０ 、 Ｐ １ ４ ０ 、 Ｐ １ ５ ０ 、 Ｐ １ ６ ０ 、 Ｐ １ ７ ０ 、 及 び Ｐ １ ８ ０ が 表 示 さ れ て い る  
。 各 ア イ コ ン の そ れ ぞ れ に は 、 ア イ コ ン を 選 択 す る 操 作 を 受 け 付 け た こ と に 応 じ て 実 行 す  
る 処 理 と 関 連 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ア イ コ ン Ｐ １ １ ０ に は 「 育 成 」 と 表 示 さ れ 、 育 成 パ ー ト に 関 す る 処 理 が 関 連 付 け ら れ て  
い る 。 ア イ コ ン Ｐ １ １ ０ が 選 択 さ れ た 場 合 、 育 成 パ ー ト の 処 理 が 実 行 さ れ る 。
　 ア イ コ ン Ｐ １ ２ ０ に は 「 試 合 」 と 表 示 さ れ 、 対 戦 パ ー ト に 関 す る 処 理 が 関 連 付 け ら れ て  
い る 。 ア イ コ ン Ｐ １ ２ ０ が 選 択 さ れ た 場 合 、 対 戦 パ ー ト の 処 理 が 実 行 さ れ る 。
　 ア イ コ ン Ｐ １ ３ ０ に は 「 キ ャ ラ ク タ 一 覧 」 と 表 示 さ れ 、 所 有 キ ャ ラ ク タ の 一 覧 を 表 示 す  
る た め の キ ャ ラ ク タ 一 表 示 処 理 が 関 連 付 け ら れ て い る 。 ユ ー ザ は 、 後 述 す る 抽 選 処 理 な ど  
で キ ャ ラ ク タ を 取 得 し て 所 有 す る こ と が で き る 。 ア イ コ ン Ｐ １ ３ ０ が 選 択 さ れ た 場 合 、 キ  
ャ ラ ク タ 一 表 示 処 理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ア イ コ ン Ｐ １ ４ ０ に は 「 マ イ チ ー ム 」 と 表 示 さ れ 、 ユ ー ザ が 育 成 パ ー ト で 育 成 し た チ ー  
ム 等 に 関 す る 情 報 の 表 示 や 当 該 チ ー ム に 対 す る 各 種 の 設 定 を 行 う チ ー ム 処 理 が 関 連 付 け ら  
れ て い る 。 ア イ コ ン Ｐ １ ４ ０ が 選 択 さ れ た 場 合 、 チ ー ム 処 理 が 実 行 さ れ る 。
　 ア イ コ ン Ｐ １ ５ ０ に は 「 抽 選 」 と 表 示 さ れ 、 ユ ー ザ が 取 得 す る キ ャ ラ ク タ を 抽 選 に よ り  
決 定 す る 抽 選 処 理 が 関 連 付 け ら れ て い る 。 ア イ コ ン Ｐ １ ５ ０ が 選 択 さ れ た 場 合 、 抽 選 処 理  
が 実 行 さ れ る 。
　 ア イ コ ン Ｐ １ ６ ０ に は 「 シ ョ ッ プ 」 と 表 示 さ れ 、 ポ イ ン ト 等 の 遊 技 価 値 を 消 費 す る こ と  
で ア イ テ ム 等 を 購 入 し て 取 得 す る た め の 購 入 処 理 が 関 連 付 け ら れ て い る 。 ア イ コ ン Ｐ １ ６  
０ が 選 択 さ れ た 場 合 、 購 入 処 理 が 実 行 さ れ る 。
　 な お 、 ゲ ー ム を 終 了 す る 操 作 が さ れ る と 、 ゲ ー ム が 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ア イ コ ン Ｐ １ ７ ０ に は 「 特 別 」 と 表 示 さ れ 、 ゲ ー ム の 一 部 を 構 成 す る 特 定 の ゲ ー ム を プ  
レ イ す る こ と が 可 能 な 特 別 パ ー ト の 処 理 が 実 行 さ れ る 。 例 え ば 、 特 別 パ ー ト に は 、 野 球 の  
中 の 特 定 の 要 素 に 絞 っ て ゲ ー ム 化 し た ゲ ー ム （ 例 え ば 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム な ど ） や 、 野 球  
の ル ー ル と は 直 接 的 に 関 係 し な い ゲ ー ム 性 （ ビ ン ゴ な ど ） と 組 み 合 わ せ た ゲ ー な ど が 含 ま  
れ る 。 こ の 特 別 パ ー ト の ゲ ー ム は 、 対 戦 パ ー ト や 育 成 パ ー ト に 比 較 し て 小 規 模 な ゲ ー ム （  
ミ ニ ゲ ー ム 、 ミ ニ バ ト ル ） で あ る 。 ア イ コ ン Ｐ １ ７ ０ が 選 択 さ れ た 場 合 、 特 別 パ ー ト の 処  
理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ア イ コ ン Ｐ １ ８ ０ に は 「 大 会 」 と 表 示 さ れ 、 大 会 で 対 戦 を 行 う 大 会 パ ー ト の 処 理 が 関 連  
付 け ら れ て い る 。 ア イ コ ン Ｐ １ ８ ０ が 選 択 さ れ た 場 合 、 大 会 パ ー ト の 処 理 が 実 行 さ れ る 。  
例 え ば 、 上 記 の 特 別 パ ー ト に お け る ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム な ど を プ レ イ し た 結 果 に 応 じ て プ レ  
イ ヤ が ラ ン ク 付 け さ れ （ 例 え ば 、 全 国 ラ ン キ ン グ ） 、 こ の 全 国 ラ ン キ ン グ の 上 位 に 入 る と  
、 大 会 へ の 出 場 権 が 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 〔 ２ ． ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に つ い て 〕
　 特 別 パ ー ト に は 、 ゲ ー ム の 一 部 と し て ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム が 含 ま れ る 。 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム  
で は 、 ユ ー ザ が 育 成 対 象 と し て 選 択 し た キ ャ ラ ク タ に ノ ッ ク 練 習 を 行 わ せ る 。 ノ ッ ク 練 習  
ゲ ー ム に お い て 、 ユ ー ザ は 、 育 成 対 象 と し て 選 択 さ れ た キ ャ ラ ク タ を 操 作 し て 、 ノ ッ カ ー  
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に よ り 打 た れ た ボ ー ル を 捕 球 さ せ る よ う に プ レ イ を 行 う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム の ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ の 一 例 を 示 し て い る 。
　 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に は 、 野 球 場 の グ ラ ウ ン ド を 模 し た ゲ ー ム 空 間 が 表 示 さ れ る 。 そ の  
ゲ ー ム 空 間 に 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ と ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ が 表 示 さ れ る 。 ゲ ー ム 空 間  
に 対 す る 視 点 は 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 後 方 か ら ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ を 視 る よ う に 設  
定 さ れ て い る 。 ゲ ー ム 空 間 に は 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ の 上 側 で あ っ て ゲ ー ム 空 間 の 奥 側 に  
バ ッ タ ー ボ ッ ク ス が 配 置 さ れ 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ の 下 側 で あ っ て ゲ ー ム 空 間 の 手 前 側 に  
守 備 エ リ ア が 配 置 さ れ る 。 換 言 す れ ば 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ は 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０  
の 上 側 に 表 示 さ れ 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ は 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ の 下 側 に 表 示 さ れ る 。 ノ  
ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ に よ り 打 た れ た ボ ー ル Ｂ は 、 ゲ ー ム 空 間 の 奥 側 か ら 手 前 側 に 、 す な  
わ ち 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ の 上 側 の ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の 方 向 か ら 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２  
０ ０ の 下 側 の 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 方 向 に 移 動 す る よ う に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に は 、 情 報 提 示 エ リ ア Ａ Ｒ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 情 報 提 示 エ リ ア  
Ａ Ｒ １ ０ に は 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に 関 連 す る ゲ ー ム 情 報 が 表 示 さ れ る 。 例 え ば 、 ゲ ー ム 情  
報 と し て 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム で あ る こ と を 示 す 情 報 と 、 ゲ ー ム で 獲 得 し た 獲 得 ポ イ ン ト と  
、 ゲ ー ム の 残 り 球 数 が 表 示 さ れ る 。 獲 得 ポ イ ン ト と は 、 ノ ッ ク さ れ た ボ ー ル Ｂ を 捕 ら せ る  
た め に ユ ー ザ が 行 っ た 操 作 に 対 す る 評 価 に 応 じ て 付 与 さ れ た ポ イ ン ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 情 報 提 示 エ リ ア Ａ Ｒ １ ０ は 、 例 え ば こ れ ま で の 捕 球 ご と の 評 価 に 応 じ て 付 与 さ れ  
た ポ イ ン ト の 累 積 値 （ ポ イ ン ト 累 積 値 ） が 表 示 さ れ て も よ い 。 ポ イ ン ト 累 積 値 は 、 野 手 キ  
ャ ラ ク タ Ｃ １ に 付 与 さ れ る も の で あ る が 、 ユ ー ザ が 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ を 操 作 し て い る こ  
と か ら 、 ユ ー ザ に 付 与 さ れ た パ ラ メ ー タ と し て み る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 残 り 球 数 と は 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に お い て 、 例 え ば 全 部 で ３ ０ 回 の ノ ッ ク を 受 け る こ と  
が で き る 中 で 、 こ れ か ら ノ ッ ク を 受 け る こ と の で き る 残 り の 回 数 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ が ノ ッ ク に よ り 打 た れ た ボ ー ル Ｂ の 到 来 方 向 は 、 例 え ば 野 手 キ  
ャ ラ ク タ Ｃ １ の 正 面 を 基 準 と し た 横 方 向 の 任 意 の 方 向 と な る 。 ボ ー ル Ｂ の 到 来 方 向 は 、 ノ  
ッ ク ご と に 、 例 え ば ラ ン ダ ム に 決 定 さ れ る 。
　 ユ ー ザ は 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ に よ り ボ ー ル Ｂ が 打 た れ た こ と に 応 じ て 、 ボ ー ル Ｂ  
の 到 来 方 向 を 判 断 す る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 ボ ー ル Ｂ を 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ に 捕 ら せ る た  
め の 操 作 と し て 、 ボ ー ル Ｂ の 到 来 方 向 に 応 じ て 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ を 移 動 さ せ る べ き 方 向  
を 指 定 す る 操 作 （ 移 動 操 作 ） を 行 う 。 移 動 操 作 は 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ に よ り ボ ー ル  
Ｂ が 打 た れ た こ と に 応 じ て 受 け 付 け 可 能 な 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 移 動 操 作 は 、 タ ッ チ パ ネ ル モ ニ タ に 表 示 さ れ た ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０  
０ に 対 す る フ リ ッ ク 操 作 で あ る 。 移 動 操 作 と し て は 、 フ リ ッ ク 操 作 以 外 で も よ く 、 ス ワ イ  
プ 操 作 や ス ラ イ ド 操 作 で も よ い 。 す な わ ち 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ を 移 動 さ せ る べ き 方 向 を  
指 定 す る 操 作 で あ れ ば 、 移 動 操 作 の 操 作 手 段 は 任 意 で あ る 。 フ リ ッ ク 操 作 等 の タ ッ チ 操 作  
の 操 作 起 点 は 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が 配 置 さ れ た 位 置 が 好 適 で あ る  
が 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が 配 置 さ れ た 位 置 と 異 な ら せ て も よ い し 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が  
配 置 さ れ た 位 置 及 び 当 該 位 置 と は 異 な る 位 置 の 両 方 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ に よ り 打 た れ た ボ ー ル Ｂ は 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２  
０ ０ の 上 側 か ら 下 側 の 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 方 向 に 移 動 す る よ う に 表 示 さ れ る た め 、 野 手  
キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が 配 置 さ れ た 位 置 を 起 点 と し た タ ッ チ 操 作 を 採 用 す れ ば 、 ユ ー ザ の タ ッ チ  
操 作 が ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ の 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 上 側 を 遮 る こ と が 軽 減 さ れ 、 ゲ ー ム 空  
間 を 移 動 す る ボ ー ル Ｂ の 表 示 の ユ ー ザ の 視 認 性 を 高 め る こ と が で き 、 結 果 的 に ゲ ー ム に 対  
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す る 操 作 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 移 動 操 作 に つ い て よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。 同 図 の ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ は 、 １ 回 の ノ ッ ク  
に お い て 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ に よ り ボ ー ル Ｂ が ノ ッ ク さ れ た タ イ ミ ン グ の 様 子 を 示  
し て い る 。
　 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ に よ り ボ ー ル Ｂ が ノ ッ ク さ れ て 、 ボ ー ル Ｂ が 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ  
１ 側 に 移 動 を 開 始 し た タ イ ミ ン グ で 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 足 元  
に 移 動 操 作 で 指 示 す べ き 方 向 を 案 内 す る た め の 案 内 画 像 Ｇ の 表 示 が 開 始 さ れ る 。
　 案 内 画 像 Ｇ は 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ に よ り 打 た れ た ボ ー ル Ｂ の 到 来 方 向 に 応 じ て 、  
移 動 操 作 に よ り 指 定 す る こ と が 要 求 さ れ る 方 向 （ 最 適 方 向 ） を 案 内 す る 。 案 内 画 像 Ｇ は 、  
野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 足 元 を 中 心 と し た 最 適 方 向 を 視 覚 的 に わ か り や す く す る た め 、 円 環  
状 （ ド ー ナ ッ ツ 状 ） の 形 態 を 有 し て い る 。 同 図 に お け る 、 案 内 画 像 Ｇ は 、 ゲ ー ム 空 間 に 対  
す る 視 点 の 関 係 に よ り 楕 円 形 で 表 示 さ れ る が 、 グ ラ ウ ン ド 面 に 対 し て 上 方 向 か ら み る と 円  
形 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ は 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て 配 置 さ れ る 案 内 画 像 Ｇ を 抜 き 出 し て グ ラ ウ ン ド 面  
に 対 し て 上 方 向 か ら み た 図 で あ る 。 案 内 画 像 Ｇ に は 、 円 環 状 （ ド ー ナ ッ ツ 状 ） の 円 周 を 区  
分 す る よ う に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ 、 及 び 第 ４ 領 域  
Ａ Ｒ １ ４ の ４ つ の 領 域 が 含 ま れ 、 各 領 域 が 色 分 け さ れ て い る 。 一 例 と し て 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ  
１ １ は 白 色 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ は 黄 色 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ は 緑 色 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ は 赤  
色 に よ り 色 分 け さ れ て い る 。 同 図 で は 、 色 分 け を 模 式 的 に 網 点 の 濃 さ で 表 現 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ は １ つ 配 置 さ れ る 。 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ を 両 側 か  
ら 挟 む よ う に し て ２ つ 配 置 さ れ る 。 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ と ２ つ の 第 ２  
領 域 Ａ Ｒ １ ２ に よ る 領 域 を 両 側 か ら 挟 む よ う に し て ２ つ 設 け ら れ る 。 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、  
第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の 少 な く と も 一 つ が 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示  
方 向 を 指 示 す る 指 示 子 と し て 表 示 さ れ る 。 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第  
３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ 以 外 の 案 内 画 像 Ｇ 内 の 領 域 が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ は 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ に よ り 打 た れ た ボ ー ル Ｂ の 到 来 方 向 に 対  
応 し て 、 中 心 点 Ｏ を 基 準 と し て 移 動 操 作 に よ り 指 定 す る こ と が 要 求 さ れ る 方 向 （ 最 適 方 向  
） を 示 す 領 域 で あ る 。
　 ユ ー ザ に よ る 移 動 操 作 に よ っ て 指 示 さ れ た 方 向 が 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ に 含 ま れ る 場 合 に  
は 、 最 も 良 い 状 態 で 捕 球 が 成 功 し た と 判 定 さ れ 、 移 動 操 作 に 係 る 評 価 （ 操 作 評 価 ） は ５ 段  
階 の う ち で 最 も 高 い 第 １ レ ベ ル と な る 。 こ の 場 合 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て 、 野 手 キ  
ャ ラ ク タ Ｃ １ が 、 例 え ば ボ ー ル Ｂ を 正 面 で 捕 る 様 子 を 模 し た 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。 す な  
わ ち 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ は 、 操 作 評 価 を 第 １ レ ベ ル と 判 断 す る 判 定 領 域 に 相 当 す る 。
　 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ に は 、 ５ 段 階 の う ち で 最 も 高 い ポ イ ン ト （ パ ラ メ ー タ の 一 例 ） が 割 り  
当 て ら れ て い る 。 移 動 操 作 に よ っ て 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ が 指 定 さ れ た こ と に 応 じ て 、 野 手 キ  
ャ ラ ク タ Ｃ １ に 対 し て 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ に 割 り 当 て ら れ た ポ イ ン ト が 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ は 、 最 適 方 向 か ら 外 れ た 方 向 と し て 、 最 適 方 向 に 対 し て 最 も 近 い 方 向  
を 示 す 領 域 で あ る 。
　 ユ ー ザ に よ る 移 動 操 作 に よ っ て 指 示 さ れ た 方 向 が 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ に 含 ま れ る 場 合 に  
は 、 ２ 番 目 に 良 い 状 態 で 捕 球 が 成 功 し た と 判 定 さ れ 、 操 作 評 価 は ５ 段 階 の う ち で ２ 番 目 に  
高 い 第 ２ レ ベ ル と な る 。 こ の 場 合 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が  
、 例 え ば ボ ー ル Ｂ を 飛 び つ い て 捕 る 様 子 を 模 し た 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 ２  
領 域 Ａ Ｒ １ ２ は 、 操 作 評 価 を 第 ２ レ ベ ル と 判 断 す る 判 定 領 域 に 相 当 す る 。
　 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ に は 、 ５ 段 階 の う ち で ２ 番 目 に 高 い ポ イ ン ト （ パ ラ メ ー タ の 一 例 ） が  
割 り 当 て ら れ て い る 。 移 動 操 作 に よ っ て 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ が 指 定 さ れ た こ と に 応 じ て 、 野  
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手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ に 対 し て 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ に 割 り 当 て ら れ た ポ イ ン ト が 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ は 、 最 適 方 向 か ら 外 れ た 方 向 と し て 、 最 適 方 向 に 対 し て 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ  
１ ２ が 示 す 方 向 の 次 に 近 い 方 向 を 示 す 領 域 で あ る 。
　 ユ ー ザ に よ る 移 動 操 作 に よ っ て 指 示 さ れ た 方 向 が 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ に 含 ま れ る 場 合 に  
は 、 捕 球 は 失 敗 し た が 惜 し か っ た と し て 判 定 さ れ 、 操 作 評 価 は ５ 段 階 の う ち で ３ 番 目 の 第  
３ レ ベ ル と な る 。 こ の 場 合 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が 、 例 え  
ば ボ ー ル Ｂ を 捕 球 で き ず に 前 に 落 と す 様 子 を 模 し た 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。 す な わ ち 、 第  
３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ は 、 操 作 評 価 を 第 ３ レ ベ ル と 判 断 す る 判 定 領 域 に 相 当 す る 。
　 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ に は 、 ５ 段 階 の う ち で ３ 番 目 の ポ イ ン ト （ パ ラ メ ー タ の 一 例 ） が 割 り  
当 て ら れ て い る 。 移 動 操 作 に よ っ て 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 指 定 さ れ た こ と に 応 じ て 、 野 手 キ  
ャ ラ ク タ Ｃ １ に 対 し て 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ に 割 り 当 て ら れ た ポ イ ン ト が 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ は 、 最 適 方 向 か ら 外 れ た 方 向 を 示 す 領 域 で あ る 。
　 ユ ー ザ に よ る 移 動 操 作 に よ っ て 指 示 さ れ た 方 向 が 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ に 含 ま れ る 場 合 に  
は 、 捕 球 は 完 全 に 失 敗 し た と し て 判 定 さ れ 、 操 作 評 価 は ５ 段 階 の う ち で ４ 番 目 の 第 ４ レ ベ  
ル と な る 。 こ の 場 合 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ は 、 例 え ば ボ ー  
ル Ｂ に 追 い つ く こ と が で き な い 様 子 を 模 し た 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 ４ 領 域  
Ａ Ｒ １ ４ は 、 操 作 評 価 を 第 ４ レ ベ ル と 判 断 す る 判 定 領 域 に 相 当 す る 。
　 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ に は 、 ５ 段 階 の う ち で ４ 番 目 の ポ イ ン ト （ パ ラ メ ー タ の 一 例 ） が 割 り  
当 て ら れ て い る 。 移 動 操 作 に よ っ て 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 指 定 さ れ た こ と に 応 じ て 、 野 手 キ  
ャ ラ ク タ Ｃ １ に 対 し て 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ に 割 り 当 て ら れ た ポ イ ン ト が 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ に よ り 打 た れ た ボ ー ル Ｂ の 到 来  
方 向 に 中 心 点 Ｏ か ら 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ へ の 方 向 の 中 心 が 向 く よ う に 、 案 内 画 像 Ｇ の 各 判 定  
領 域 が 設 定 さ れ る 。
　 例 え ば 、 ボ ー ル Ｂ の 到 来 方 向 が 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 右 側 で あ っ た 場 合 は 、 ゲ ー ム 画 面  
Ｇ ２ ０ ０ に お い て 、 中 心 点 Ｏ か ら 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ へ の 方 向 の 中 心 が ボ ー ル Ｂ の 到 来 方 向  
に 応 じ て 右 上 を 指 し 示 す よ う に 案 内 画 像 Ｇ の 各 判 定 領 域 が 設 定 さ れ る 。 ま た 、 ボ ー ル Ｂ の  
到 来 方 向 が 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 正 面 で あ っ た 場 合 は 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て 、 中  
心 点 Ｏ か ら 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ へ の 方 向 の 中 心 が 真 上 を 指 し 示 す よ う に 案 内 画 像 Ｇ の 各 判 定  
領 域 が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 移 動 操 作 に つ い て 制 限 時 間 （ 操 作 制 限 時 間 ） が 設 け ら れ  
て い る 。 こ の 操 作 制 限 時 間 は 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ に よ り ボ ー ル Ｂ が 打 た れ て か ら 、  
ボ ー ル Ｂ が 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 守 備 範 囲 を 通 り 過 ぎ る ま で の 時 間 に 相 当 す る 。 即 ち 、 操  
作 制 限 時 間 は 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ か ら の ボ ー ル Ｂ に 対 す る ユ ー ザ の 移 動 操 作 を 受 け  
付 け 可 能 な 受 付 期 間 で あ る 。
　 操 作 制 限 時 間 内 に 移 動 操 作 が 行 わ れ な か っ た 場 合 に は 、 操 作 評 価 は ５ 段 階 の う ち で 最 低  
の 第 ５ レ ベ ル と な る 。 操 作 制 限 時 間 内 に 移 動 操 作 が 行 わ れ な か っ た こ と に 対 し て は 、 ５ 段  
階 の う ち で 最 も 低 い ポ イ ン ト （ パ ラ メ ー タ の 一 例 ） が 割 り 当 て ら れ て い る 。 操 作 制 限 時 間  
内 に 移 動 操 作 が 行 わ れ な か っ た こ と に 応 じ て 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ に 対 し て 最 も 低 い ポ イ  
ン ト が 付 与 さ れ る 。 例 え ば 、 最 も 低 い ポ イ ン ト は 「 ゼ ロ 」 （ ポ イ ン ト 付 与 無 し ） と さ れ て  
よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 操 作 評 価 の 各 レ ベ ル に 対 す る 判 定 領 域 を 、 操 作 制 限 時  
間 内 に お け る 時 間 経 過 に 応 じ て 変 化 さ せ る よ う に す る 。 そ の た め 、 案 内 画 像 Ｇ に お け る 各  
領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ を 、 時 間 経 過 に 応 じ て 変 化 さ せ る 。 例 え ば 、 操 作 評 価 を 第 １ レ ベ  
ル と 判 断 す る 判 定 領 域 を 時 間 経 過 に 応 じ て 縮 小 す る こ と で 、 時 間 経 過 に 応 じ て 、 ユ ー ザ に  
よ る 移 動 操 作 に よ っ て 指 示 さ れ た 方 向 と 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 最 適 方 向 ） と が 一 致 す る こ  
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と が 難 し く な る 。 こ れ に よ り 、 時 間 が 経 過 す る ほ ど 、 最 適 方 向 を 指 定 す る 移 動 操 作 を 成 功  
さ せ る こ と の 難 易 度 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 第 ２ レ ベ ル と 判 断 す る 判 定 領 域 、 第 ３ レ ベ ル と 判 断 す る 判 定 領 域 を 、 時 間 経 過  
に 応 じ て 縮 小 す る よ う に し て よ い 。 こ の 場 合 、 第 ４ レ ベ ル と 判 断 す る 判 定 領 域 は 、 他 の 判  
定 領 域 が 縮 小 す る の に 伴 っ て 相 対 的 に 拡 大 す る 。 な お 、 判 定 領 域 の 縮 小 の 概 念 に は 、 判 定  
領 域 が 無 く な る （ 消 滅 す る ） こ と も 含 む 。 ま た 、 案 内 画 像 Ｇ １ に 対 し て 、 時 間 経 過 に 応 じ  
て 縮 小 す る 判 定 領 域 は 、 少 な く と も １ つ 含 ん で い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 下 の 説 明 は 、 案 内 画 像 Ｇ に お け る 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領  
域 Ａ Ｒ １ ３ を 、 時 間 経 過 に 応 じ て 縮 小 す る よ う に 変 化 さ せ る 形 態 例 で あ る 。 こ の 形 態 例 で  
は 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ は 、 時 間 経 過 に 応 じ て 、 他 の 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ３ が 縮 小 す る の  
に 伴 っ て 相 対 的 に 拡 大 す る よ う に 変 化 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ は 、 案 内 画 像 Ｇ に お け る 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ に つ い て の 、 操 作 制 限 時 間 内 に  
お け る 時 間 経 過 に 応 じ た 変 化 の 態 様 例 を 示 す 。 こ の 態 様 例 で は 、 時 系 列 に 変 化 す る ４ つ の  
案 内 画 像 Ｇ １ ～ Ｇ ５ が 示 さ れ て い る 。
　 案 内 画 像 Ｇ １ は 、 操 作 制 限 時 間 が 開 始 さ れ た 時 刻 ｔ ０ に お け る 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １  
４ の 状 態 を 示 す 。
　 案 内 画 像 Ｇ ２ は 、 操 作 制 限 時 間 が 開 始 さ れ た 時 刻 ｔ ０ か ら 或 る 時 刻 ｔ １ を 経 過 し た タ イ  
ミ ン グ に お け る 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の 状 態 を 示 す 。
　 案 内 画 像 Ｇ ３ は 、 時 刻 ｔ １ か ら さ ら に 或 る 時 間 を 経 過 し た 時 刻 ｔ ２ に お け る 各 領 域 Ａ Ｒ  
１ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の 状 態 を 示 す 。
　 案 内 画 像 Ｇ ４ は 、 時 刻 ｔ ２ か ら さ ら に 或 る 時 間 を 経 過 し た 時 刻 ｔ ３ に お け る 各 領 域 Ａ Ｒ  
１ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の 状 態 を 示 す 。
　 案 内 画 像 Ｇ ５ は 、 操 作 制 限 時 間 が 終 了 す る 時 刻 ｔ ４ に お け る 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４  
の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 時 刻 ｔ ０ か ら 時 刻 ｔ １ へ の 時 間 経 過 に 応 じ て 、 案 内 画 像 Ｇ １ の 状 態 か ら 案 内 画 像 Ｇ ２ の  
状 態 へ と 変 化 す る 。 す な わ ち 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３  
に つ い て は 、 最 適 方 向 を 中 心 と し て 徐 々 に 縮 小 す る よ う に 変 化 す る 。 一 方 で 、 残 る 第 ４ 領  
域 Ａ Ｒ １ ４ に つ い て は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の 縮 小  
に 伴 っ て 拡 大 す る よ う に 変 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 時 刻 ｔ １ か ら さ ら に 或 る 時 間 を 経 過 し た 時 刻 ｔ ２ に お い て は 、 案 内 画 像 Ｇ ３ と  
し て 示 す よ う に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ が 消 滅 し 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ 、 第  
４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 残 る 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 時 刻 ｔ ２ か ら 或 る 時 間 を 経 過 し た 時 刻 ｔ ３ に お い て は 、 案 内 画 像 Ｇ ４ と し て 示 す  
よ う に 、 さ ら に 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ が 消 滅 し 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 残 る  
状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 、 時 刻 ｔ ３ か ら 或 る 時 間 を 経 過 し て 操 作 制 限 時 間 が 終 了 す る 時 刻 ｔ ４ に 至 っ た 時  
点 で は 、 案 内 画 像 Ｇ ４ と し て 示 す よ う に 、 さ ら に 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 消 滅 し 、 第 ４ 領 域 Ａ  
Ｒ １ ４ の み が 残 る 状 態 と な る 。
　 こ の よ う に し て 操 作 制 限 時 間 内 の 時 間 経 過 に 応 じ て 操 作 評 価 に 寄 与 す る 判 定 領 域 が 漸 減  
し て い く こ と で 、 時 間 が 経 過 す る ほ ど 、 最 適 方 向 を 指 定 す る 移 動 操 作 を 成 功 さ せ る こ と の  
難 易 度 が 高 ま っ て い く 。 操 作 評 価 に 寄 与 す る 判 定 領 域 は 、 少 な く と も 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ を  
含 み 、 態 様 例 に よ っ て は 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ や 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 な お 、 同 図 に お い て は 、 操 作 制 限 時 間 の 終 了 時 点 に 至 る 以 前 の タ イ ミ ン グ で 第 １ 領 域 Ａ  
Ｒ １ １ が 消 滅 し て い る が 、 態 様 例 に よ っ て は 、 操 作 制 限 時 間 の 終 了 時 点 に 至 っ た タ イ ミ ン  
グ で 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ が 消 滅 し て も よ い し 、 消 滅 し な く て も よ い 。 ま た 、 操 作 制 限 時 間 の  
終 了 時 点 に 至 る 以 前 の タ イ ミ ン グ で 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ が 消 滅 す る 場 合 で も 、 消 滅 す る タ イ  
ミ ン グ は 、 任 意 に 定 め る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 場 合 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ が 消 滅 し た あ  
と は 、 残 る 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ を さ ら に 縮 小 さ せ 、 例 え ば 操 作 制 限 時  
間 の 終 了 時 点 に 至 っ た タ イ ミ ン グ で は 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ を 消 滅 さ せ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３  
と 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 残 る 状 態 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 説 明 し た 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ 、 及 び 第 ４ 領 域  
Ａ Ｒ １ ４ は 、 ユ ー ザ に よ る 移 動 操 作 に よ っ て 指 示 さ れ た 方 向 が 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示  
方 向 に 対 応 す る 方 向 範 囲 に 含 ま れ る か 否 か を 判 定 す る た め の 判 定 領 域 （ 操 作 方 向 を 判 定 す  
る 領 域 ） で あ る 。 上 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態 様 の 一 例 と し て 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 各 領 域  
Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ が 表 示 さ れ る 。 案 内 画 像 Ｇ の 円 周 が 複 数 の 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ に  
よ っ て 区 分 さ れ 、 こ の 領 域 区 分 に 対 応 し て 上 記 方 向 範 囲 が 複 数 に 区 分 さ れ る 。 換 言 す る と  
、 案 内 画 像 Ｇ に お い て 、 複 数 に 区 分 さ れ た 方 向 範 囲 の そ れ ぞ れ を 示 す 表 示 態 様 と し て 、 領  
域 区 分 さ れ た 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ が 表 示 さ れ る 。 以 下 で は 、 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ  
１ ４ の こ と を 、 方 向 範 囲 を 示 す 領 域 で あ る こ と か ら 「 方 向 領 域 」 と 称 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 〔 ３ ． 初 期 状 態 に お け る 方 向 領 域 の 領 域 区 分 の 設 定 に つ い て 〕
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 表 示 開 始 時 （ 初 期 状 態 ） の 案 内 画 像 Ｇ に お け る 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～  
Ａ Ｒ １ ４ の 領 域 区 分 の 設 定 に 関 し て 、 再 度 、 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ３ に お い て は 、 中 心 点 Ｏ を 基 準 と す る 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の そ れ ぞ れ に 対 応 す  
る 方 向 範 囲 と し て 、 中 心 角 θ １ 、 θ ２ 、 θ ３ 、 θ ４ が 示 さ れ て い る 。 中 心 角 θ １ は 、 案 内  
画 像 Ｇ の 円 周 上 に お け る 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 部 分 の 円 弧 に 対 応 す る 中 心 角 で あ る 。 中 心 角 θ  
２ は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ を 間 に 挟 む よ う に 配 置 さ れ た 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ を 連 続 し た 領 域 と  
し て み た と き の 円 弧 に 対 応 す る 中 心 角 で あ る 。 中 心 角 θ ３ は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 及 び 第 ２  
領 域 Ａ Ｒ １ ２ を 間 に 挟 む よ う に 配 置 さ れ た 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ を 連 続 し た 領 域 と し て み た と  
き の 円 弧 に 対 応 す る 中 心 角 で あ る 。 中 心 角 θ ４ は 、 案 内 画 像 Ｇ の 円 周 上 に お い て 中 心 角 θ  
１ 、 θ ２ 、 θ ３ の 何 れ も 含 ま な い 方 向 範 囲 で あ り 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ 部 分 の 円 弧 に 対 応 す  
る 中 心 角 で あ る 。 案 内 画 像 Ｇ の 初 期 状 態 （ 表 示 開 始 時 点 ） に お け る 方 向 領 域 の 領 域 区 分 の  
設 定 と し て は 、 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の 中 心 角 θ １ 、 θ ２ 、 θ ３ 、 θ ４ の 初 期 値 が 設  
定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 例 え ば 、 中 心 角 θ １ の 初 期 値 は 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の キ ャ ラ ク タ 情 報 の う ち の 基 本 能  
力 及 び 特 殊 能 力 と 、 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 （ 操 作 に つ い て の 結 果 の 一 例 ） と を 算 出  
用 の パ ラ メ ー タ と し て 用 い て 算 出 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 基 本 能 力 に お け る 守 備 力 と 捕 球 と  
の 合 計 値 に 基 づ い て 設 定 さ れ る 倍 率 と 、 特 殊 能 力 に 応 じ て 設 定 さ れ る 倍 率 と 、 連 続 し て 捕  
球 が 成 功 し た 回 数 に 応 じ て 設 定 さ れ る 倍 率 と を ３ ６ ０ ° に 乗 算 し て 求 め ら れ る 値 が 、 中 心  
角 θ １ の 初 期 値 と し て 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 中 心 角 θ ２ の 初 期 値 の 算 出 に あ た っ て は 、 基 本 能 力 に お け る 守 備 力 と 走 力 に 基 づ い て 設  
定 さ れ る 倍 率 と 、 特 殊 能 力 に 応 じ て 設 定 さ れ る 倍 率 と 、 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 に 応  
じ て 設 定 さ れ る 倍 率 と を ３ ６ ０ ° に 乗 算 し て 求 め ら れ る 値 が 、 中 心 角 θ ２ の 初 期 値 と し て  
設 定 さ れ る 。 さ ら に 、 中 心 角 θ ３ の 初 期 値 の 算 出 に あ た っ て は 、 守 備 力 と 走 力 に 基 づ い て  
設 定 さ れ る 倍 率 と 、 特 殊 能 力 に 応 じ て 設 定 さ れ る 倍 率 と 、 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 に  
応 じ て 設 定 さ れ る 倍 率 と を ３ ６ ０ ° に 乗 算 し て 求 め ら れ る 値 が 、 中 心 角 θ ３ の 初 期 値 と し  
て 設 定 さ れ る 。
　 な お 、 中 心 角 θ １ 、 θ ２ 、 θ ３ の 初 期 値 の 少 な く と も １ つ に つ い て 、 他 の 初 期 値 の 場 合  
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と 異 な る パ ラ メ ー タ を 用 い て 算 出 さ れ る よ う に し て も よ い 。 中 心 角 θ ４ の 初 期 値 は 、 ３ ６  
０ ° か ら 中 心 角 θ ３ の 値 を 減 算 し て 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 中 心 角 θ １ 、 θ ２ 、 θ ３ の い ず れ に 関 し て も 、 基 本 能 力 が 高 い ほ ど 、 設 定 さ れ る  
倍 率 は 高 く な る よ う に さ れ て い る 。
　 ま た 、 中 心 角 θ １ 、 θ ２ 、 θ ３ の い ず れ に 関 し て も 、 高 い 特 殊 能 力 を 有 し て い る ほ ど 、  
設 定 さ れ る 倍 率 は 高 く な る よ う に さ れ て い る 。
　 ま た 、 中 心 角 θ １ 、 θ ２ 、 θ ３ の い ず れ に 関 し て も 、 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 に 応  
じ て 設 定 さ れ る 倍 率 は 、 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 の 増 加 に 応 じ て 低 く な っ て い く よ う  
に 設 定 さ れ る 。
　 つ ま り 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ と し て 、 基 本 能 力 が 高 く 、 ま た 、 特 殊 能 力 が 高 い ほ ど 、 初  
期 状 態 に お け る 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 広 く 設 定 さ れ  
、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ は 狭 く 設 定 さ れ る の で 、 捕 球 が 成 功 し や す い 設 定 と な る 。
　 一 方 で 、 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 が 多 く な っ て い く ほ ど 、 初 期 状 態 に お け る 領 域 Ａ  
Ｒ １ １ 、 Ａ Ｒ １ ２ 、 Ａ Ｒ １ ３ が 狭 く 設 定 さ れ る の で 、 捕 球 が 成 功 し に く く な り 難 易 度 が 高  
く な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 〔 ４ ． 方 向 領 域 の 変 化 速 度 の 設 定 に つ い て 〕
　 図 ４ を 参 照 し て 説 明 し た よ う に 、 案 内 画 像 Ｇ は 、 操 作 制 限 時 間 内 に お け る 時 間 経 過 に 応  
じ て 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ （ 即 ち 、 中 心 角 θ １ 、 θ  
２ 、 θ ３ ） が 縮 小 し 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 即 ち 、 中 心 角 θ ４ ） が 拡 大 し て い く よ う に し て  
、 操 作 評 価 に 寄 与 す る 方 向 領 域 （ 方 向 範 囲 ） が 漸 減 す る 。
　 さ ら に 、 時 間 経 過 に 応 じ て 操 作 評 価 に 寄 与 す る 方 向 領 域 （ 方 向 範 囲 ） が 漸 減 す る 速 度 （  
領 域 変 化 速 度 ） は 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ に 設 定 さ れ た 所 定 の パ ラ メ ー タ （ 例 え ば 、 能 力 パ  
ラ メ ー タ ） に 応 じ て 設 定 さ れ る 。 領 域 変 化 速 度 は 、 単 位 時 間 あ た り の 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ  
Ｒ １ ４ ご と の 中 心 角 の 変 化 量 と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 例 え ば 、 領 域 変 化 速 度 は 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 所 定 の 基 本 能 力 と 、 連 続 し て 捕 球 が 成  
功 し た 回 数 と に 応 じ て 変 更 さ れ る 。 一 具 体 例 と し て 、 領 域 変 化 速 度 は 、 以 下 の よ う に 設 定  
さ れ る 。 基 本 能 力 に お け る 守 備 力 、 走 力 、 肩 力 の 合 計 値 に 基 づ い て 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の 領  
域 変 化 速 度 が 算 出 さ れ る 。 こ れ を 基 本 拡 大 速 度 と し 、 そ の う え で 、 基 本 拡 大 速 度 に 、 連 続  
し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 に 応 じ て 設 定 さ れ る 倍 率 （ 係 数 ） を 乗 算 し た 値 が 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ  
１ ４ の 拡 大 速 度 と し て 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 操 作 制 限 時 間 の 開 始 時 以 降 に お い て 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ は 算 出 さ れ た 拡 大 速 度 に 従 っ て  
中 心 角 θ ４ を 拡 大 さ せ て い く よ う に し て 変 化 す る 。 こ の よ う な 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の 変 化 に  
対 し て 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ は 一 様 に 中 心 角 θ １ 、  
θ ２ 、 θ ３ を 縮 小 し て い く よ う に 変 化 し て い く よ う に さ れ て よ い 。 つ ま り 、 中 心 角 θ ４ が  
３ ° 拡 大 す る の に 応 じ て 、 中 心 角 θ １ 、 θ ２ 、 θ ３ が そ れ ぞ れ ３ ° 縮 小 し て い く よ う に さ  
れ て よ い 。
　 つ ま り 、 単 位 時 間 あ た り の 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の 中 心 角 の 変 化 量 で あ る 領 域 変 化  
速 度 は 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の 拡 大 速 度 に よ っ て 決 ま る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 領 域 変 化 速 度 が 変 更 さ れ る こ と に よ っ て は 、 操 作 制 限 時 間 も 変 更 さ れ る こ と  
に な る 。 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に お い て 、 こ の よ う に 操 作 制 限 時 間 が 変 更 さ れ る こ と に よ っ て  
は 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ に よ り 打 た れ た ボ ー ル Ｂ の 移 動 速 度 が 変 化 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 〔 ５ ． ゲ ー ム シ ス テ ム の 構 成 〕
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る ゲ ー ム シ ス テ ム １ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る ゲ ー ム シ ス テ ム １ の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 ゲ  
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ー ム シ ス テ ム １ は 、 複 数 の 端 末 装 置 １ ０ － １ 、 １ ０ － ２ 、 ・ ・ ・ 、 １ ０ － ｎ （ ｎ は 自 然 数  
） と 、 サ ー バ 装 置 ３ ０ か ら 構 成 さ れ て お り 、 こ れ ら の 装 置 は 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ を 介 し  
て 接 続 さ れ る 。 端 末 装 置 １ ０ － １ 、 １ ０ － ２ 、 ・ ・ ・ 、 １ ０ － ｎ は 同 様 の 構 成 で あ る た め  
、 特 に 区 別 し な い 場 合 に は 単 に 端 末 装 置 １ ０ と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 端 末 装 置 １ ０ は 、 ゲ ー ム 制 御 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ り ゲ ー ム 装 置 と し て 機 能 す  
る 。 例 え ば 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 ユ ー ザ が 利 用 す る コ ン ピ ュ ー タ 装 置 で あ り 、 ゲ ー ム 機 、 Ｐ  
Ｃ （ Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｌ   Ｃ ｏ ｍ ｐ ｕ ｔ ｅ ｒ ） 、 タ ブ レ ッ ト Ｐ Ｃ 、 ス マ ー ト フ ォ ン や フ ィ ー  
チ ャ ー フ ォ ン 等 の 携 帯 電 話 機 等 が 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 サ ー バ 装 置 ３ ０ は 、 端 末 装 置 １ ０ で ゲ ー ム 制 御 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る た め に 必 要 な ゲ ー  
ム デ ー タ や ゲ ー ム 制 御 プ ロ グ ラ ム を 管 理 す る 。 例 え ば 、 サ ー バ 装 置 ３ ０ は 、 ゲ ー ム 運 営 会  
社 が 管 理 す る コ ン ピ ュ ー タ 装 置 で あ り 、 複 数 の サ ー バ マ シ ン 、 ス ト レ ー ジ 、 ネ ッ ト ワ ー ク  
ス イ ッ チ 、 ル ー タ ー ・ フ ァ イ ア ウ ォ ー ル 等 で 構 成 さ れ た シ ス テ ム と し て 捉 え る こ と も で き  
る 。
　 サ ー バ 装 置 ３ ０ で 管 理 す る ゲ ー ム デ ー タ は 、 端 末 装 置 １ ０ で ゲ ー ム 制 御 プ ロ グ ラ ム を 実  
行 す る 場 合 に 利 用 さ れ た り 、 予 め 端 末 装 置 １ ０ に 送 信 し て 利 用 さ れ た り す る 。
　 ま た 、 ゲ ー ム デ ー タ に は 、 ゲ ー ム 中 に 表 示 さ れ る 広 告 デ ー タ （ 他 の ゲ ー ム の 情 報 ） が 含  
ま れ て も 良 い 。 例 え ば 、 端 末 装 置 １ ０ の 画 面 に 表 示 さ れ る 画 像 は 、 ゲ ー ム デ ー タ の 一 部 で  
あ る 。
　 サ ー バ 装 置 ３ ０ で 管 理 す る ゲ ー ム 制 御 プ ロ グ ラ ム は 、 ゲ ー ム 制 御 の 一 部 の プ ロ グ ラ ム が  
含 ま れ る 。 ゲ ー ム 制 御 プ ロ グ ラ ム に は 、 ゲ ー ム 開 始 前 に 端 末 装 置 １ ０ に ダ ウ ン ロ ー ド さ れ  
る も の だ け な く 、 ゲ ー ム 開 始 後 に 端 末 装 置 １ ０ に ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る も の を 含 む 。
　 な お 、 ゲ ー ム 開 始 前 に 端 末 装 置 １ ０ に ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る ゲ ー ム 制 御 プ ロ グ ラ ム は 、 サ  
ー バ 装 置 ３ ０ で な く 、 端 末 装 置 １ ０ で 動 作 す る プ ロ グ ラ ム を 配 信 し て い る サ ー バ 装 置 で 管  
理 さ れ て い る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 〔 ５ － １ ． ゲ ー ム 端 末 の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 〕
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 端 末 装 置 １ ０ の 構 成 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
　 図 ６ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 端 末 装 置 １ ０ の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 端  
末 装 置 １ ０ は 、 例 え ば 、 通 信 部 １ １ と 、 入 力 部 １ ２ と 、 表 示 部 １ ３ と 、 音 声 出 力 部 １ ４ と  
、 記 憶 部 １ ５ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ａ ｌ   Ｐ ｒ ｏ ｃ ｅ ｓ ｓ ｉ ｎ ｇ   Ｕ ｎ ｉ ｔ ） １ ６ を 含 ん  
で 構 成 さ れ る 。 端 末 装 置 １ ０ は 、 汎 用 的 な ス マ ー ト フ ォ ン を 利 用 で き 、 Ｃ Ｐ Ｕ の 処 理 能 力  
を 問 わ な け れ ば 、 ゲ ー ム 制 御 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る た め の 特 別 な ハ ー ド ウ ェ ア を 必 要 と し  
な い 。 す な わ ち 、 ゲ ー ム 制 御 プ ロ グ ラ ム が 実 行 さ れ る 端 末 装 置 １ ０ の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 に  
合 わ せ て 適 正 に 作 成 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 用 い れ ば 、 ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 の 一 部 が 本 実 施 形 態  
と 異 な っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 通 信 部 １ １ は 、 端 末 装 置 １ ０ と サ ー バ 装 置 ３ ０ が 通 信 可 能 な 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 、 有 線 Ｌ Ａ Ｎ 、  
移 動 体 通 信 （ Ｌ Ｔ Ｅ ） 等 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ の 通 信 規 格 に 対 応 し た 通 信 を 行 う デ バ イ  
ス で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 入 力 部 １ ２ は 、 ゲ ー ム 実 行 中 に イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な 情 報 を 受 取 る こ と が 可 能 な デ バ イ ス  
で あ る 。 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な 情 報 と は 、 例 え ば 、 端 末 装 置 １ ０ に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 情 報  
で あ る 。 入 力 部 １ ２ と し て 、 ボ タ ン 、 キ ー ボ ー ド 、 レ バ ー な ど の 機 械 的 操 作 に よ る 物 理 デ  
バ イ ス 、 Ｇ Ｕ Ｉ に よ る ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス （ マ ウ ス や タ ッ チ パ ネ ル ） 、 音 声 や ジ ェ ス  
チ ャ に よ る 認 識 デ バ イ ス （ マ イ ク 、 カ メ ラ ） が 例 示 で き る 。 入 力 部 １ ２ は 、 端 末 装 置 １ ０  
と 一 体 に 構 成 さ れ て も よ い し 、 有 線 ま た は 無 線 で 接 続 さ れ る 別 体 と し て 構 成 さ れ て も よ い  
。 入 力 部 １ ２ は 、 操 作 に 基 づ い て 入 力 さ れ た 操 作 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
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　 表 示 部 １ ３ は 、 画 像 や テ キ ス ト 等 の 情 報 を 表 示 す る デ ィ ス プ レ イ で あ り 、 例 え ば 、 液 晶  
デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 、 有 機 Ｅ Ｌ （ Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ Ｌ ｕ ｍ ｉ ｎ ｅ ｓ ｃ ｅ ｎ ｃ ｅ ） デ ィ ス プ レ  
イ パ ネ ル な ど を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 な お 、 表 示 部 １ ３ は 端 末 装 置 １ ０ と 別 体 と し て 構 成 さ  
れ て も よ く 、 例 え ば 、 テ レ ビ 、 外 付 け モ ニ タ ー 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ （ Ｈ Ｍ Ｄ ）  
で も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 音 声 出 力 部 １ ４ は 、 例 え ば 、 ス ピ ー カ や 、 ヘ ッ ド フ ォ ン 等 に 音 声 を 出 力 す る 音 声 出 力 端  
子 な ど を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 記 憶 部 １ ５ は 、 例 え ば 、 Ｈ Ｄ Ｄ （ Ｈ ａ ｒ ｄ   Ｄ ｉ ｓ ｋ   Ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ ） や Ｓ Ｓ Ｄ （ Ｓ ｏ ｌ ｉ  
ｄ   Ｓ ｔ ａ ｔ ｅ   Ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ ） 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ （ Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｉ ｃ ａ ｌ ｌ ｙ   Ｅ ｒ ａ ｓ ａ ｂ  
ｌ ｅ   Ｐ ｒ ｏ ｇ ｒ ａ ｍ ｍ ａ ｂ ｌ ｅ   Ｒ ｅ ａ ｄ － Ｏ ｎ ｌ ｙ   Ｍ ｅ ｍ ｏ ｒ ｙ ） 、 Ｒ Ｏ Ｍ （ Ｒ ｅ ａ  
ｄ － Ｏ ｎ ｌ ｙ   Ｍ ｅ ｍ ｏ ｒ ｙ ） 、 Ｒ Ａ Ｍ （ Ｒ ａ ｎ ｄ ｏ ｍ   Ａ ｃ ｃ ｅ ｓ ｓ   Ｍ ｅ ｍ ｏ ｒ ｙ ） な  
ど を 含 み 、 端 末 装 置 １ ０ が 処 理 に 用 い る 各 種 情 報 や 画 像 、 プ ロ グ ラ ム 等 を 記 憶 す る 。 な お  
、 記 憶 部 １ ５ は 、 端 末 装 置 １ ０ に 内 蔵 さ れ る も の に 限 ら ず 、 Ｕ Ｓ Ｂ 等 の デ ジ タ ル 入 出 力 ポ  
ー ト 等 に よ っ て 接 続 さ れ た 外 付 け 型 の 記 憶 装 置 で も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ れ た 各 種 プ ロ グ ラ ム を 実 行 し 、 端 末 装 置 １ ０ の 各 部  
を 制 御 す る 。 な お 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 端 末 装 置 １ ０ で 処 理 を 実 行 す る プ ロ セ ッ サ の 一 例 で あ  
る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 不 図 示 の カ メ ラ 、 ジ ャ イ ロ セ ン サ 、 Ｇ Ｐ Ｓ （ Ｇ ｌ ｏ ｂ ａ ｌ   Ｐ  
ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ｉ ｎ ｇ   Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） チ ッ プ 、 加 速 度 セ ン サ 、 磁 気 セ ン サ 、 環 境 光 セ ン  
サ 、 近 接 セ ン サ 、 指 紋 セ ン サ を 含 ん で 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 〔 ５ － ２ ． ゲ ー ム 端 末 の 機 能 構 成 〕
　 図 ７ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 端 末 装 置 １ ０ の 機 能 構 成 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 こ の 図 で は  
、 端 末 装 置 １ ０ の 機 能 構 成 と し て 、 デ ー タ 記 憶 部 １ ５ ０ と 、 制 御 部 １ ６ ０ と を 示 し て い る  
。 デ ー タ 記 憶 部 １ ５ ０ は 、 図 ７ に 示 す 記 憶 部 １ ５ に 対 応 す る 機 能 構 成 で あ る 。 制 御 部 １ ６  
０ は 、 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ れ て い る ゲ ー ム 制 御 プ ロ グ ラ ム を Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ が 実 行 す る こ と に  
よ り 実 現 さ れ る 機 能 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 デ ー タ 記 憶 部 １ ５ ０ は 、 本 実 施 形 態 の ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に 対 応 す る ゲ ー ム 処 理 を 実 行 す  
る 際 に 必 要 な 情 報 を 記 憶 す る 部 位 と し て 、 キ ャ ラ ク タ 情 報 記 憶 部 １ ５ １ と 、 領 域 情 報 記 憶  
部 １ ５ ２ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 キ ャ ラ ク タ 情 報 記 憶 部 １ ５ １ は 、 ゲ ー ム で 利 用 可 能 な 複 数 の キ ャ ラ ク タ の 情 報 を 記 憶 す  
る 。
　 図 ８ は 、 キ ャ ラ ク タ 情 報 記 憶 部 １ ５ １ が 記 憶 す る キ ャ ラ ク タ 情 報 Ｄ １ ５ １ の 一 例 を 示 し  
て い る 。
　 キ ャ ラ ク タ 情 報 Ｄ １ ５ １ に は 、 キ ャ ラ ク タ Ｉ Ｄ 、 キ ャ ラ ク タ 名 、 キ ャ ラ ク タ の 能 力 を 示  
す デ ー タ 等 が 関 連 付 け ら れ て い る 。
　 キ ャ ラ ク タ Ｉ Ｄ は 、 各 キ ャ ラ ク タ を 識 別 す る 識 別 情 報 で あ る 。 キ ャ ラ ク タ 名 は 、 キ ャ ラ  
ク タ の 名 称 で あ る 。 キ ャ ラ ク タ の 能 力 を 示 す デ ー タ と し て 、 「 基 本 能 力 」 を 示 す 基 本 能 力  
デ ー タ 、 「 特 殊 能 力 」 を 示 す 特 殊 能 力 デ ー タ 等 が 含 ま れ る 。
　 「 基 本 能 力 」 は 、 キ ャ ラ ク タ が 有 す る 基 本 的 な 能 力 で あ る 。 基 本 能 力 デ ー タ に は 、 「 守  
備 力 」 、 「 走 力 」 、 「 肩 力 」 、 「 捕 球 」 等 に 対 応 す る 「 ラ ン ク 」 と 「 能 力 値 」 の そ れ ぞ れ  
の 能 力 パ ラ メ ー タ が 含 ま れ る 。 「 守 備 力 」 は 、 守 備 に 関 す る 能 力 で あ る 。 例 え ば 、 守 備 力  
の 能 力 値 が 高 い ほ ど 、 キ ャ ラ ク タ が 捕 球 や 投 球 を 素 早 く 行 え る よ う に な る 。 「 走 力 」 は 、  
走 る 速 さ で あ る 。 例 え ば 「 走 力 」 の 能 力 値 が 高 い ほ ど 走 る 速 度 が 高 く な っ て 、 攻 撃 に お い  
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て は 内 野 安 打 と な る 確 率 や 盗 塁 の 成 功 率 が 高 く な っ て 進 塁 し や す く な り 、 守 備 に お い て は  
守 備 範 囲 が 広 く な る 。 「 肩 力 」 は 、 肩 の 強 さ で あ る 。 例 え ば 、 「 肩 力 」 の 能 力 値 が 高 い ほ  
ど 、 キ ャ ラ ク タ が 投 げ る ボ ー ル の 速 度 が 高 く な っ た り 、 距 離 が 長 く な っ た り す る 。 「 捕 球  
」 は 、 エ ラ ー を 回 避 す る 能 力 で あ る 。 「 捕 球 」 の 能 力 値 が 高 い ほ ど エ ラ ー を し に く く な る 。
　 「 特 殊 能 力 」 は 、 キ ャ ラ ク タ が 基 本 能 力 以 外 で 有 す る こ と の で き る 能 力 で あ る 。 特 殊 能  
力 デ ー タ に は 、 「 特 殊 能 力 ＃ １ 」 、 「 特 殊 能 力 ＃ ２ 」 、 「 特 殊 能 力 ＃ ３ 」 等 と し て 示 さ れ  
る よ う に 、 所 定 の 特 殊 能 力 ご と に キ ャ ラ ク タ が 有 し て い る か 否 か を 示 す 能 力 パ ラ メ ー タ が  
含 ま れ る 。 こ れ ら の 能 力 パ ラ メ ー タ は 、 ゲ ー ム 進 行 に 影 響 を 及 ぼ す パ ラ メ ー タ で あ る 。
　 な お 、 こ れ ら の 情 報 は 一 例 で あ っ て 、 キ ャ ラ ク タ 情 報 Ｄ １ ５ １ に は 、 各 キ ャ ラ ク タ の キ  
ャ ラ ク タ 画 像 や 、 守 備 位 置 、 フ ォ ー ム 等 の 各 種 の キ ャ ラ ク タ に 関 す る 情 報 が 関 連 付 け ら れ  
て い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 説 明 を 図 ７ に 戻 す 。
　 領 域 情 報 記 憶 部 １ ５ ２ は 、 領 域 設 定 情 報 を 記 憶 す る 。 領 域 設 定 情 報 は 、 案 内 画 像 Ｇ に 関  
す る 設 定 に 関 連 し て 利 用 さ れ る 情 報 で あ る 。 こ こ で の 案 内 画 像 Ｇ に 関 す る 設 定 は 、 案 内 画  
像 Ｇ に お け る 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の 初 期 状 態 の 設 定 と 、 操 作 制 限 時 間 に お け る 領 域  
変 化 速 度 の 設 定 と を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ９ は 、 領 域 情 報 記 憶 部 １ ５ ２ が 記 憶 す る 領 域 設 定 情 報 Ｄ １ ５ ２ の 一 例 を 示 し て い る 。
　 同 図 の 領 域 設 定 情 報 Ｄ １ ５ ２ は 、 第 １ 領 域 設 定 情 報 、 第 ２ 領 域 設 定 情 報 、 第 ３ 領 域 設 定  
情 報 、 及 び 第 ４ 領 域 設 定 情 報 を 含 む 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 第 １ 領 域 設 定 情 報 は 、 案 内 画 像 Ｇ の 初 期 状 態 に お け る 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ の 中 心 角 θ １ の  
設 定 に 利 用 さ れ る 情 報 で あ る 。 第 １ 領 域 設 定 情 報 は 、 連 続 倍 率 情 報 、 基 本 倍 率 情 報 、 及 び  
特 殊 倍 率 情 報 を 含 む 。
　 連 続 倍 率 情 報 は 、 中 心 角 θ １ の 設 定 に あ た り 、 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 に 応 じ て 設  
定 さ れ る 倍 率 を 示 す 情 報 で あ る 。
　 基 本 倍 率 情 報 は 、 中 心 角 θ １ の 設 定 に あ た り 、 キ ャ ラ ク タ 情 報 に お け る 所 定 の 基 本 能 力  
（ 守 備 力 、 捕 球 ） に 応 じ て 設 定 さ れ る 倍 率 を 示 す 情 報 で あ る 。 基 本 倍 率 情 報 に は 、 所 定 の  
基 本 能 力 を 変 数 と し て 利 用 し て 倍 率 を 算 出 す る た め の 演 算 式 が 示 さ れ て よ い 。
　 特 殊 倍 率 情 報 は 、 中 心 角 θ １ の 設 定 に あ た り 、 キ ャ ラ ク タ 情 報 に お け る 特 殊 能 力 に 応 じ  
て 設 定 さ れ る 倍 率 を 示 す 情 報 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 第 ２ 領 域 設 定 情 報 は 、 案 内 画 像 Ｇ の 初 期 状 態 に お け る 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ の 中 心 角 θ ２ の  
設 定 に 利 用 さ れ る 情 報 で あ る 。 第 ２ 領 域 設 定 情 報 は 、 連 続 倍 率 情 報 、 基 本 倍 率 情 報 、 及 び  
特 殊 倍 率 情 報 を 含 む 。
　 連 続 倍 率 情 報 は 、 中 心 角 θ ２ の 設 定 に あ た り 、 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 に 応 じ て 設  
定 さ れ る 倍 率 を 示 す 情 報 で あ る 。
　 基 本 倍 率 情 報 は 、 中 心 角 θ ２ の 設 定 に あ た り 、 キ ャ ラ ク タ 情 報 に お け る 所 定 の 基 本 能 力  
（ 守 備 力 、 走 力 ） に 応 じ て 設 定 さ れ る 倍 率 を 示 す 情 報 で あ る 。 基 本 倍 率 情 報 に は 、 所 定 の  
基 本 能 力 を 変 数 と し て 利 用 し て 倍 率 を 算 出 す る た め の 演 算 式 が 示 さ れ て よ い 。
　 特 殊 倍 率 情 報 は 、 中 心 角 θ ２ の 設 定 に あ た り 、 キ ャ ラ ク タ 情 報 に お け る 特 殊 能 力 に 応 じ  
て 設 定 さ れ る 倍 率 を 示 す 情 報 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 第 ３ 領 域 設 定 情 報 は 、 案 内 画 像 Ｇ の 初 期 状 態 に お け る 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の 中 心 角 θ ３ の  
設 定 に 利 用 さ れ る 情 報 で あ る 。 第 ３ 領 域 設 定 情 報 は 、 連 続 倍 率 情 報 、 基 本 倍 率 情 報 、 及 び  
特 殊 倍 率 情 報 を 含 む 。
　 連 続 倍 率 情 報 は 、 中 心 角 θ ３ の 設 定 に あ た り 、 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 に 応 じ て 設  
定 さ れ る 倍 率 を 示 す 情 報 で あ る 。
　 基 本 倍 率 情 報 は 、 中 心 角 θ ３ の 設 定 に あ た り 、 キ ャ ラ ク タ 情 報 に お け る 所 定 の 基 本 能 力  
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（ 守 備 力 、 走 力 ） に 応 じ て 設 定 さ れ る 倍 率 を 示 す 情 報 で あ る 。 基 本 倍 率 情 報 に は 、 所 定 の  
基 本 能 力 を 変 数 と し て 利 用 し て 倍 率 を 算 出 す る た め の 演 算 式 が 示 さ れ て よ い 。
　 特 殊 倍 率 情 報 は 、 中 心 角 θ ３ の 設 定 に あ た り 、 キ ャ ラ ク タ 情 報 に お け る 特 殊 能 力 に 応 じ  
て 設 定 さ れ る 倍 率 を 示 す 情 報 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 案 内 画 像 Ｇ の 初 期 状 態 に お け る 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の 中 心 角 θ ４ の 設 定 は 、 中 心 角 θ １ 、  
θ ２ 、 θ ３ が 設 定 さ れ る こ と に よ っ て 相 対 的 に 決 ま る 。
　 第 ４ 領 域 設 定 情 報 は 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の 拡 大 速 度 の 設 定 に 利 用 さ れ る 情 報 で あ る 。 第  
４ 領 域 設 定 情 報 は 、 拡 大 速 度 情 報 と 倍 率 設 定 情 報 と を 含 む 。
　 拡 大 速 度 情 報 は 、 基 本 拡 大 速 度 を 設 定 す る 情 報 で あ る 。 拡 大 速 度 情 報 は 、 例 え ば キ ャ ラ  
ク タ 情 報 に お け る 所 定 の 基 本 能 力 （ 守 備 力 、 走 力 、 肩 力 ） を 変 数 と し て 基 本 拡 大 速 度 を 算  
出 す る 演 算 式 が 示 さ れ て よ い 。
　 倍 率 設 定 情 報 は 、 算 出 さ れ た 基 本 拡 大 速 度 に 対 し て 乗 算 す る 倍 率 を 設 定 す る 情 報 で あ る  
。 倍 率 設 定 情 報 は 、 例 え ば 、 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 に 所 定 の 倍 率 の 値 を 対 応 付 け た  
情 報 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 説 明 を 図 ７ に 戻 す 。 制 御 部 １ ６ ０ は 、 本 実 施 形 態 の ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に 対 応 す る ゲ ー ム  
処 理 を 実 現 す る 機 能 部 と し て 、 操 作 受 付 部 １ ６ １ と 、 初 期 設 定 部 １ ６ ２ と 、 表 示 制 御 部 １  
６ ３ と 、 判 定 部 １ ６ ４ と 、 評 価 部 １ ６ ５ と 、 変 化 部 １ ６ ６ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 操 作 受 付 部 １ ６ １ は 、 入 力 部 １ ２ に 対 す る 操 作 を 受 け 付 け る 。 操 作 受 付 部 １ ６ １ は 、 前  
述 し た 各 種 の ゲ ー ム 画 面 に お け る ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て 、 入 力 部 １ ２ に 対 し て 入 力 さ れ  
た 操 作 信 号 を 取 得 す る 。 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム の ゲ ー ム 処 理 に 対 応 し て 、 操 作 受 付 部 １ ６ １ は  
、 移 動 操 作 を 受 け 付 け る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 初 期 設 定 部 １ ６ ２ は 、 案 内 画 像 Ｇ の 初 期 状 態 に お け る 方 向 領 域 を 設 定 す る 。 例 え ば 、 初  
期 設 定 部 １ ６ ２ は 、 キ ャ ラ ク タ 情 報 Ｄ １ ５ １ （ 図 ８ 参 照 ） と 領 域 設 定 情 報 Ｄ １ ５ ２ （ 図 ９  
参 照 ） を 参 照 し て 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の キ ャ ラ ク タ 情 報 の う ち の 基 本 能 力 及 び 特 殊 能 力  
等 の 能 力 パ ラ メ ー タ に 基 づ い て 、 方 向 領 域 初 期 値 を 決 定 す る 。 具 体 例 と し て は 図 ３ を 参 照  
し て 前 述 し た よ う に 、 初 期 設 定 部 １ ６ ２ は 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 基 本 能 力 及 び 特 殊 能 力  
と 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 等 に 基 づ い て 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及  
び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の そ れ ぞ れ の 中 心 角 θ １ 、 θ ２ 、 θ ３ の 初 期 値 を 決 定 す る 。 ま た 、 初  
期 設 定 部 １ ６ ２ は 、 決 定 し た 中 心 角 θ １ 、 θ ２ 、 θ ３ の 初 期 値 に 基 づ い て 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １  
４ の 中 心 角 θ ４ の 初 期 値 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 表 示 制 御 部 １ ６ ３ は 、 前 述 し た ホ ー ム 画 面 Ｇ １ ０ ０ や ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ （ 図 １ 、 ２ 参  
照 ） 等 に 対 応 す る 画 像 を 表 示 部 １ ３ に 表 示 さ せ る 。 例 え ば 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 表 示 制 御  
部 １ ６ ３ は 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に 対 応 す る 画 像 と し て 、 案 内 画 像 Ｇ を 含 む ノ ッ ク 練 習 ゲ  
ー ム の 画 像 を 表 示 部 １ ３ に 表 示 さ せ る 。 前 述 し た よ う に 、 案 内 画 像 Ｇ は 、 ユ ー ザ が 操 作 す  
べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 と し て の 方 向 領 域 を 有 す る オ ブ ジ ェ ク ト と し て 表 示 さ れ る  
も の で あ る 。 表 示 制 御 部 １ ６ ３ は 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 に 対 応 す る 方 向 範 囲 を 示  
す 表 示 態 様 の 一 例 と し て 方 向 領 域 を 含 む 案 内 画 像 Ｇ を 表 示 さ せ る 。 例 え ば 、 表 示 制 御 部 １  
６ ３ は 、 中 心 角 θ １ 、 θ ２ 、 θ ３ 、 θ ４ に 基 づ い て 複 数 に 区 分 さ れ た 方 向 範 囲 の そ れ ぞ れ  
を 示 す 複 数 の 方 向 領 域 （ 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ 、 及 び  
第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ ） を 、 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ こ で 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ に 対 応 す る 方 向 範 囲 は 、 中 心 角 θ １ に 対 応 す る 方 向 範 囲 で あ  
る 。 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ に 対 応 す る 方 向 範 囲 は 、 中 心 角 θ ２ か ら 中 心 角 θ １ を 除 い た 残 り に  
対 応 す る 方 向 範 囲 で あ る 。 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ に 対 応 す る 方 向 範 囲 は 、 中 心 角 θ ３ か ら 中 心  
角 θ ２ を 除 い た 残 り に 対 応 す る 方 向 範 囲 で あ る 。 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ に 対 応 す る 方 向 範 囲 は  
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、 中 心 角 θ ４ に 対 応 す る 方 向 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 判 定 部 １ ６ ４ は 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 方 向 （ 移 動 操 作 の  
操 作 方 向 ） が 、 当 該 指 示 方 向 に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 に 含 ま れ る か を 判 定 す る 。 例 え ば  
、 所 定 の 方 向 範 囲 と は 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 に 対 応 す る 方 向 範 囲 で あ り 、 第 １ 領  
域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の 少 な く と も い ず れ か に 対 応 す る  
方 向 範 囲 で あ る 。 例 え ば 、 判 定 部 １ ６ ４ は 、 ユ ー ザ に よ る 移 動 操 作 に よ っ て 指 示 さ れ た 方  
向 が 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ 、 及 び 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４  
の 何 れ の 領 域 に 含 ま れ る か を 判 定 す る こ と に よ り 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 に 対 す る  
ユ ー ザ の 操 作 方 向 を 判 定 す る 。 ま た 、 判 定 部 １ ６ ４ は 、 操 作 制 限 時 間 内 に 移 動 操 作 が 行 わ  
れ た か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 評 価 部 １ ６ ５ は 、 判 定 部 １ ６ ４ の 判 定 結 果 に 基 づ い て 、 ユ ー ザ に よ る 移 動 操 作 の 操 作 方  
向 を 評 価 す る 。 評 価 部 １ ６ ５ は 、 ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ に 含 ま れ な い と 判  
定 さ れ た 場 合 、 こ の 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た と き よ り も 低 評 価 と す る 。  
第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ に 含 ま れ な い と 判 定 さ れ た 場 合 と は 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ  
１ ３ 、 ま た は 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た 場 合 で あ る 。
　 ま た 、 評 価 部 １ ６ ５ は 、 ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 及 び 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ に  
含 ま れ な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 こ の 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 及 び 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ に 含 ま れ る と  
判 定 さ れ た と き よ り も 低 評 価 と す る 。 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 及 び 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ の い ず れ か  
に 含 ま れ な い と 判 定 さ れ た 場 合 と は 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ ま た は 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ に 含 ま れ  
る と 判 定 さ れ た 場 合 で あ る 。
　 さ ら に 、 評 価 部 １ ６ ５ は 、 ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、  
及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ に 含 ま れ な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 こ の 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域  
Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の い ず れ か に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た と き よ り も 低 評 価 と  
す る 。 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ に 含 ま れ な い と 判 定  
さ れ た 場 合 と は 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 つ ま り 、 評 価 部 １ ６ ５ は 、 ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ に 含 ま れ る と 判 定 さ れ  
た 場 合 、 最 も 高 い 評 価 （ 第 １ レ ベ ル ） と す る 。 ま た 、 評 価 部 １ ６ ５ は 、 ユ ー ザ の 操 作 方 向  
が 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ５ 段 階 の う ち で ２ 番 目 に 高 い 評 価 （ 第  
２ レ ベ ル ） と す る 。 ま た 、 評 価 部 １ ６ ５ は 、 ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ に 含 ま  
れ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ５ 段 階 の う ち で ３ 番 目 に 高 い 評 価 （ 第 ３ レ ベ ル ） と す る 。 ま た 、  
評 価 部 １ ６ ５ は 、 ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ５  
段 階 の う ち で ４ 番 目 に 高 い 評 価 （ 第 ４ レ ベ ル ） と す る 。 ま た 、 評 価 部 １ ６ ５ は 、 判 定 部 １  
６ ４ に よ り 、 操 作 制 限 時 間 内 に 移 動 操 作 が 行 わ れ な か っ た と 判 定 さ れ た 場 合 、 ５ 段 階 の う  
ち で 最 低 の 評 価 （ 第 ５ レ ベ ル ） と す る 。 例 え ば 、 評 価 部 １ ６ ５ は 、 こ れ ら の 評 価 結 果 に 応  
じ て 、 高 い 評 価 で あ る ほ ど 高 価 値 の ポ イ ン ト を 、 低 い 評 価 で あ る ほ ど 低 価 値 の ポ イ ン ト を  
ユ ー ザ に 付 与 す る 。 な お 、 評 価 部 １ ６ ５ は 、 最 低 の 評 価 （ 第 ５ レ ベ ル ） の 場 合 に は 、 ポ イ  
ン ト が 「 ゼ ロ 」 で あ っ て も よ い 。 即 ち 、 評 価 部 １ ６ ５ は 、 最 低 の 評 価 （ 第 ５ レ ベ ル ） の 場  
合 に は 、 ポ イ ン ト を 付 与 し な く て も よ い 。 ま た 、 評 価 部 １ ６ ５ は 、 ４ 番 目 に 高 い 評 価 （ 第  
４ レ ベ ル ） の 場 合 と 最 低 の 評 価 （ 第 ５ レ ベ ル ） の 場 合 に は 、 双 方 と も 捕 球 に 失 敗 し て い る  
こ と か ら 同 じ 評 価 と し 、 低 価 値 の ポ イ ン ト を ユ ー ザ に 付 与 、 ま た は 、 付 与 す る ポ イ ン ト が  
「 ゼ ロ 」 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 な お 、 ポ イ ン ト は 、 操 作 評 価 に 応 じ て ユ ー ザ に 付 与 さ れ る 報 酬 の 一 例 で あ っ て 、 ポ イ ン  
ト 以 外 の パ ラ メ ー タ で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 操 作 評 価 に 応 じ て ユ ー ザ に 付 与 さ れ る 報 酬  
は 、 ポ イ ン ト に 代 え て 、 得 点 や コ イ ン 等 の パ ラ メ ー タ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 変 化 部 １ ６ ６ は 、 案 内 画 像 Ｇ に お け る 表 示 態 様 の 変 化 に 関 す る 制 御 を 実 行 す る 。 例 え ば  
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、 変 化 部 １ ６ ６ は 、 案 内 画 像 Ｇ に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 （ 移 動 操 作 ） を 受 付 け 可 能 な 操 作 制  
限 時 間 （ 受 付 期 間 ） の 中 で 、 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る 。 具 体 的 に は 、 変 化 部 １ ６ ６ は 、 操 作  
制 限 時 間 内 に お け る 時 間 経 過 に 応 じ て 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 及 び 中 心 角 θ ３ の 一 部  
ま た は 全 部 を 漸 減 さ せ る 。 例 え ば 、 変 化 部 １ ６ ６ は 、 操 作 制 限 時 間 が 終 了 す る ま で に 中 心  
角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 及 び 中 心 角 θ ３ の い ず れ か ま た は 全 て の 角 度 が ゼ ロ に な る よ う に 漸  
減 さ せ る 、 ま た 、 変 化 部 １ ６ ６ は 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 及 び 中 心 角 θ ３ の 一 部 ま た  
は 全 部 の 漸 減 に 対 応 さ せ て 中 心 角 θ ４ を 漸 増 さ せ る 。 例 え ば 、 変 化 部 １ ６ ６ は 、 領 域 設 定  
情 報 Ｄ １ ５ ２ （ 図 ９ ） の 第 ４ 領 域 設 定 情 報 に 設 定 さ れ て い る 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の 拡 大 速 度  
情 報 に 基 づ い て 、 当 該 拡 大 速 度 に 応 じ た 速 度 で 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 及 び 中 心 角 θ  
３ の 一 部 ま た は 全 部 の 漸 減 、 及 び 中 心 角 θ ４ の 漸 増 を 制 御 す る 。 こ こ で 、 変 化 部 １ ６ ６ は  
、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の キ ャ ラ ク タ 情 報 の う ち の 基 本 能 力 及 び 特 殊 能 力 等 の 能 力 パ ラ メ ー  
タ に 基 づ い て 、 拡 大 速 度 情 報 に 設 定 す る 拡 大 速 度 の 値 を 決 定 す る 。 な お 、 こ の 拡 大 速 度 （  
中 心 角 θ ４ の 漸 増 速 度 ） と 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 及 び 中 心 角 θ ３ の 漸 減 速 度 （ 領 域  
変 化 速 度 ） と が 対 応 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 表 示 制 御 部 １ ６ ３ は 、 操 作 制 限 時 間 内 に お け る 時 間 経 過 に 応 じ て 、 上 記 変 化 部 １  
６ ６ に よ る 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ せ て 、 各 方 向 領 域 の 表 示 態 様 を 変 化 さ せ る （ 図 ４ 参 照  
） 。 例 え ば 、 表 示 制 御 部 １ ６ ３ は 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 及 び 中 心 角 θ ３ の 一 部 ま た  
は 全 部 の 漸 減 に 対 応 さ せ て 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １  
３ の 少 な く と も 一 部 が 縮 小 す る よ う に 変 化 さ せ る 。 ま た 、 表 示 制 御 部 １ ６ ３ は 、 中 心 角 θ  
４ の 漸 減 に 対 応 さ せ て 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ を 拡 大 す る よ う に 変 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 〔 ６ ． 処 理 手 順 例 〕
　 図 １ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 の 端 末 装 置 １ ０ が ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に  
関 連 し て 実 行 す る 処 理 手 順 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 例 え ば 、 ユ ー ザ が 端 末 装 置 １ ０ に 対 し て ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に よ る ゲ ー ム の 実 行 を 指 示 す  
る 所 定 操 作 を 行 っ た こ と に 応 じ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 表 示 部 １ ３ に ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に 対 応  
す る ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ を 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ） 。
　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に お い て ノ ッ ク が 行 わ れ た 回 数 を 示 す 変 数 ｎ に  
つ い て 初 期 値 と し て 「 １ 」 を 代 入 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が ノ ッ ク を 待 機 し て い  
る 様 子 が 表 示 さ れ る よ う に 制 御 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ ） 。 こ の 際 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ  
１ は 、 例 え ば グ ラ ウ ン ド に お け る 所 定 の 守 備 位 置 に 存 在 す る よ う に さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 初 期 状 態 の 案 内 画 像 Ｇ の 画 像 を 生 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ ） 。 こ の 際  
、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 キ ャ ラ ク タ 情 報 Ｄ １ ５ １ に 格 納 さ れ る 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 基 本 能 力 に  
お け る 所 定 の パ ラ メ ー タ や 特 殊 能 力 の 情 報 を 取 得 す る 。 ま た 、 こ れ ま で の 今 回 の ノ ッ ク 練  
習 ゲ ー ム に お い て 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 を 取 得 す る 。
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 取 得 し た こ れ ら の 情 報 と 領 域 設 定 情 報 Ｄ １ ５ ２ と に 基 づ い て 、 初 期 状 態  
の 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ を 決 定 す る た め の 中 心 角 θ １  
、 θ ２ 、 θ ３ の 初 期 値 を 算 出 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 中 心 角 θ １ 、 θ ２ 、 θ ３ の 初 期 値 を 利  
用 し て 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の 中 心 角 θ ４ を 算 出 す る 。
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 上 記 の よ う に 算 出 し た 中 心 角 θ １ 、 θ ２ 、 θ ３ 、 θ ４ に 基 づ い て 、 案 内  
画 像 Ｇ の 画 像 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 領 域 変 化 速 度 を 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ３ ） 。 前 述 の よ う に 、 領 域 変  
化 速 度 は 、 単 位 時 間 あ た り の 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ そ れ ぞ れ に 対 応 す る 中 心 角 の 変 化  
量 で あ り 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の 拡 大 速 度 に よ っ て 決 ま る 。 つ ま り 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 領 域 変  
化 速 度 を 設 定 す る に あ た り 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の 拡 大 速 度 を 算 出 す る 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １  
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６ は 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の キ ャ ラ ク タ 情 報 に 格 納 さ れ る 所 定 の 基 本 能 力 （ 守 備 力 、 走 力  
、 肩 力 ） の 合 計 値 と 、 領 域 設 定 情 報 Ｄ １ ５ ２ と に 基 づ い て 基 本 拡 大 速 度 を 算 出 す る 。 Ｃ Ｐ  
Ｕ １ ６ は 、 算 出 さ れ た 基 本 拡 大 速 度 に 、 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 に 応 じ た 倍 率 （ 領 域  
設 定 情 報 Ｄ １ ５ ２ に お い て 示 さ れ る ） を 乗 算 し て 拡 大 速 度 を 算 出 す る 。
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ と ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ３ は 、 処 理 の 順 序 が 変 更 さ れ て よ い 。 あ る い  
は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ と ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ３ の 処 理 は 並 行 し て 実 行 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 ユ ー ザ の 移 動 操 作 を 受 け 付 け る 操 作 制 限 時 間 を 開 始 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ  
１ ２ ５ ） 。 操 作 制 限 時 間 の カ ウ ン ト 開 始 に あ た り 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 操 作 制 限 時 間 を 算 出 す  
る 。
　 操 作 制 限 時 間 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ に よ り 算 出 さ れ た 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の 中 心 角 θ ４ の  
初 期 値 と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ３ に て 算 出 さ れ た 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の 拡 大 速 度 と に 基 づ い て 算  
出 さ れ て よ い 。
　 つ ま り 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 中 心 角 θ ４ の 初 期 値 と 拡 大 速 度 と に よ り 、 案 内 画 像 Ｇ が 初 期 状  
態 か ら 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の み と な る ま で の 時 間 を 算 出 す る 。 こ の よ う に 算 出 さ れ る 時 間 が  
操 作 制 限 時 間 と な る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 ボ ー ル Ｂ の 移 動 表 示 を 開 始 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ７ ） 。 こ の 際  
、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 ボ ー ル Ｂ の 移 動 方 向 （ 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ か ら み た 場 合 に は 、 ボ ー ル Ｂ  
の 到 来 方 向 ） を 決 定 す る と と も に 、 ボ ー ル Ｂ の 移 動 速 度 を 算 出 す る 。
　 ボ ー ル Ｂ の 移 動 方 向 は 、 予 め ノ ッ ク 回 数 ご と に 応 じ て 定 め ら れ て い て も よ い し 、 例 え ば  
ラ ン ダ ム に 決 定 さ れ て も よ い 。
　 ボ ー ル Ｂ の 移 動 速 度 は 、 例 え ば 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ５ に 対 応 し て 算 出 さ れ た 操 作 制 限 時 間  
と 、 決 定 さ れ た 移 動 方 向 に 応 じ て 定 ま る 、 ボ ー ル Ｂ が ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の 位 置 か ら  
野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 守 備 範 囲 を 通 り 過 ぎ る ま で の 距 離 と に 基 づ い て 算 出 す る こ と が で き  
る 。
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 上 記 の よ う に 決 定 さ れ た 移 動 方 向 と 算 出 さ れ た 移 動 速 度 と に よ り ボ ー ル  
Ｂ が 移 動 さ れ る よ う に し て 、 ボ ー ル Ｂ の 移 動 表 示 を 開 始 さ せ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 案 内 画 像 Ｇ の 表 示 を 開 始 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ９ ） 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、  
ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ に よ り 生 成 さ れ た 初 期 状 態 の 案 内 画 像 Ｇ を 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ に  
対 応 さ せ た 位 置 に 配 置 す る よ う に し て 表 示 さ せ る 。 こ の 際 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ 領 域 Ａ  
Ｒ １ １ が ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お い て 決 定 さ れ た ボ ー ル Ｂ の 移 動 方 向 を 示 す よ う に し て 初 期  
状 態 の 案 内 画 像 Ｇ を 配 置 さ せ る 。
　 そ の う え で 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 初 期 状 態 の 案 内 画 像 Ｇ を 配 置 さ せ た 後 、 案 内 画 像 Ｇ に お け  
る 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ に つ い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ３ に よ り 設 定 さ れ た 領 域 変 化 速 度  
に よ り 縮 小 、 拡 大 さ れ る よ う に 表 示 を 行 う 。
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ７ と ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ９ は 、 処 理 の 順 序 が 変 更 さ れ て よ い 。 あ る い  
は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ７ と ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ９ の 処 理 は 並 行 し て 実 行 さ れ て よ い 。 ゲ ー ム 画 面  
Ｇ ２ ０ ０ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ７ に よ り ボ ー ル Ｂ の 移 動 が 開 始 さ れ る タ イ ミ ン グ と 、  
ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ９ に よ り 案 内 画 像 Ｇ の 表 示 が 開 始 さ れ る タ イ ミ ン グ は 、 ユ ー ザ か ら は 同 時  
で あ る と 認 識 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 上 記 の よ う に ボ ー ル Ｂ の 移 動 と 案 内 画 像 Ｇ の 表 示 と が 開 始 さ れ て 以 降 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、  
移 動 操 作 が 行 わ れ た か 否 か に つ い て 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ １ ） 。
　 移 動 操 作 が 行 わ れ な い と 判 定 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ １ ： Ｎ Ｏ ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、  
ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ５ に よ り 開 始 さ れ た 操 作 制 限 時 間 が 終 了 し た か 否 か に つ い て 判 定 す る （ ス  
テ ッ プ Ｓ １ ４ ３ ） 。 操 作 制 限 時 間 が 終 了 し て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ３  
： Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ １ の 処 理 に 戻 る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
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　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ５ に よ り 開 始 さ れ た 操 作 制 限 時 間 が 終 了 し た か 否 の 判 定 に 代 え て  
、 案 内 画 像 Ｇ の 方 向 領 域 の 全 て が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ） に な っ た か 否 か を 判 定  
し て も よ い 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ３ の 処 理 で は 、 案 内 画 像 Ｇ の 方 向 領 域 が 全 て 第 ４ 領 域  
Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ） に な っ た こ と を 、 操 作 制 限 時 間 が 終 了 と 同 様 の タ イ ミ ン グ と し て  
判 定 し て も よ い 。 ま た 、 案 内 画 像 Ｇ の 方 向 領 域 の う ち 所 定 の 割 合 以 上 が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４  
（ 赤 色 の 領 域 ） に な っ た こ と を 、 操 作 制 限 時 間 が 終 了 と 同 様 の タ イ ミ ン グ と し て 判 定 し て  
も よ い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 移 動 操 作 が 行 わ れ た と 判 定 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ １ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、  
移 動 操 作 に よ り 指 定 さ れ た 方 向 領 域 を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ７ ） 。 即 ち 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６  
は 、 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 、 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の ど の 領 域 に 含 ま れ る か を 判  
定 す る 。 こ の 際 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 移 動 操 作 が 行 わ れ た タ イ ミ ン グ で の 案 内 画 像 Ｇ に お け る  
各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の 配 置 状 態 に お い て 、 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 、 各 領 域 Ａ Ｒ  
１ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の う ち の い ず れ の 領 域 に 含 ま れ る か を 判 定 す る 。 こ れ に よ り 、 移 動 操 作 に  
よ り 指 定 さ れ た 方 向 領 域 が 判 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ７ に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が ど の 方 向 領 域 に  
含 ま れ る か の 判 定 と と も に 、 判 定 結 果 に 基 づ い て 、 ユ ー ザ に よ る 移 動 操 作 の 操 作 方 向 を 評  
価 す る 。 例 え ば 、 前 述 の よ う に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 操 作 方 向 が 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ に 含 ま れ る  
と 判 定 し た 場 合 に は 第 １ レ ベ ル の 評 価 と し 、 操 作 方 向 が 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ に 含 ま れ る と 判  
定 し た 場 合 に は 第 ２ レ ベ ル の 評 価 と す る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 操 作 方 向 が 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ  
１ ３ に 含 ま れ る と 判 定 し た 場 合 に は 第 ３ レ ベ ル の 評 価 と し 、 操 作 方 向 が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４  
に 含 ま れ る と 判 定 し た 場 合 に は 第 ４ レ ベ ル の 評 価 と す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ７ の 判 定 結 果 （ 即 ち 、 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 ） に 応 じ  
た 捕 球 画 像 を 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ １ ） 。 捕 球 画 像 は 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い  
て 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が ボ ー ル Ｂ を 捕 球 す る 様 子 の 画 像 で あ る 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は  
、 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ に 含 ま れ る と 判 定 し た 場 合 、 ボ ー ル Ｂ を 正  
面 で 捕 る 様 子 （ 捕 球 成 功 ） の 捕 球 画 像 を 表 示 さ せ る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 移 動 操 作 に よ  
る 操 作 方 向 が 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ に 含 ま れ る と 判 定 し た 場 合 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が ボ ー ル  
Ｂ に 飛 び つ い て 捕 る 様 子 （ 捕 球 成 功 ） の 捕 球 画 像 を 表 示 さ せ る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 移  
動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ に 含 ま れ る と 判 定 し た 場 合 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ  
１ が ボ ー ル Ｂ を 捕 り 損 な っ て 手 前 に 落 と し た 様 子 （ 捕 球 失 敗 ） の 捕 球 画 像 を 表 示 さ せ る 。  
ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ に 含 ま れ る と 判 定 し た  
場 合 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が ボ ー ル Ｂ に 追 い つ く こ と が で き ず 、 捕 球 で き な か っ た 様 子 （  
捕 球 失 敗 ） の 捕 球 画 像 を 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ７ の 操 作 方 向 の 判 定 結 果 に 基 づ く 評 価 に 応 じ て ユ  
ー ザ に ポ イ ン ト を 付 与 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ３ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 高 い 評 価 で あ  
る ほ ど 高 い ポ イ ン ト を 付 与 し 、 低 い 評 価 で あ る ほ ど 低 い ポ イ ン ト を 付 与 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６  
は 、 ユ ー ザ に 付 与 す る ポ イ ン ト の 値 を 、 当 該 ユ ー ザ の こ れ ま で の ポ イ ン ト 累 積 値 に 加 算 し  
て 、 ポ イ ン ト 累 積 値 を 更 新 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ３ に て 操 作 制 限 時 間 が 終 了 し た と 判 定 さ れ た 場 合 に は （ ス テ ッ プ  
Ｓ １ ４ ３ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 操 作 制 限 時 間 内 に 移 動 操 作 が 行 わ れ た か っ た こ と に な る 。 こ の 場 合  
、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 移 動 操 作 が ミ ス （ 捕 球 失 敗 ） で あ る と 評 価 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ５ ） 。  
例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 移 動 操 作 が ミ ス （ 捕 球 失 敗 ） で あ る こ と を 示 す 情 報 を 表 示 さ せ 、  
ポ イ ン ト を 付 与 し な い 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 今 回 の ノ ッ ク に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 に 応 じ て 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お  
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い て 配 置 さ れ る 情 報 提 示 エ リ ア Ａ Ｒ １ ０ の 表 示 を 更 新 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ７ １ ） 。 具 体 的  
に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 情 報 提 示 エ リ ア Ａ Ｒ １ ０ に お け る ポ イ ン ト 及 び 残 り 球 数 の 表 示 内 容 を  
、 今 回 の ノ ッ ク に 応 じ て 変 更 す る 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ３ に お い て 更  
新 さ れ た ポ イ ン ト の 値 に 表 示 内 容 を 変 更 す る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 残 り 球 数 を １ つ 減 少  
さ せ る よ う に 表 示 内 容 を 変 更 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 変 数 ｎ を イ ン ク リ メ ン ト す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ １ ） 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 ス  
テ ッ プ Ｓ ６ ０ １ に よ り イ ン ク リ メ ン ト さ れ た 変 数 ｎ に つ い て 最 大 値 よ り 大 き い か 否 か に つ  
い て 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ３ ） 。 変 数 ｎ の 最 大 値 は 、 ノ ッ ク 練 習 回 数 が 対 応 す る 。
　 変 数 ｎ が 最 大 値 以 下 で あ る 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ３ ： Ｎ Ｏ ） 、 ま だ ノ ッ ク さ れ る 球 数 が  
残 っ て い る 。 こ の 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ の 処 理 に 戻 る 。
　 一 方 、 変 数 ｎ が 最 大 値 よ り 大 き い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ３ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 同 図 の 処 理 が 終  
了 さ れ る 。 こ の 場 合 に は 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム が 終 了 さ れ て よ い 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 〔 ７ ． 第 １ 実 施 形 態 の ま と め 〕
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 端 末 装 置 １ ０ （ ゲ ー ム 装 置 の 一 例 ） は 、 操 作 受  
付 部 １ ６ １ （ 受 付 部 の 一 例 ） と 、 表 示 制 御 部 １ ６ ３ と 、 判 定 部 １ ６ ４ と 、 変 化 部 １ ６ ６ と  
を 備 え て い る 。 操 作 受 付 部 １ ６ １ は 、 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る 。 表 示 制 御 部 １ ６ ３ は 、  
ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 の 一 例 で あ る 方 向 領 域 （ 例 え ば 、 第 １ 領 域  
Ａ Ｒ １ １ ） を 有 す る 案 内 画 像 Ｇ （ オ ブ ジ ェ ク ト の 一 例 ） を 表 示 さ せ る 。 判 定 部 １ ６ ４ は 、  
上 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 方 向 （ 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 ） が 、 当 該 指 示 方 向 に  
対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ ） に 含 ま れ る か を 判 定 す る 。 変 化 部 １ ６ ６  
は 、 上 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 で あ る 操 作 制 限 時 間 の 中  
で 、 上 記 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ ） を 漸 減 さ せ る 。 表 示 制 御 部 １ ６ ３ は 、 上 記 方 向  
領 域 （ 例 え ば 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ） を 、 上 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態 様 で 表 示 さ せ 、 当 該 方  
向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ せ て 上 記 方 向 領 域 （ 例 え ば 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ） の 表 示 態 様 を 変 化  
さ せ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 ユ  
ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 に 対 応 す る 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る と と も に 、 方 向 範 囲 の 漸 減 に  
対 応 さ せ て 方 向 範 囲 を 示 す 方 向 領 域 （ 例 え ば 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ） を 変 化 さ せ る た め 、 ユ  
ー ザ の 移 動 操 作 の 難 度 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 移  
動 操 作 に よ り 操 作 す べ き 操 作 方 向 の 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る こ と で 、 で き る だ け 早 い タ イ ミ  
ン グ で 移 動 操 作 を 行 う こ と を ユ ー ザ に 要 求 す る ゲ ー ム を 実 現 で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 上 記 方 向 範 囲 は 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 か ら 離 れ る に し た が っ て 段 階 的  
に 複 数 の 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 中 心 角 θ ３ に 基 づ く 方 向 範 囲 ） に  
区 分 さ れ て い る 。 判 定 部 １ ６ ４ は 、 ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 、 複 数 に 区 分 さ れ た 方 向 範 囲 の い  
ず れ か に 含 ま れ る か 否 か を 判 定 す る 。 変 化 部 １ ６ ６ は 、 ユ ー ザ の 操 作 （ 移 動 操 作 ） を 受 付  
け 可 能 な 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） 内 に お け る 時 間 経 過 に 応 じ て 、 複 数 に 区 分 さ  
れ た 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 中 心 角 θ ３ に 基 づ く 方 向 範 囲 ） の 一 部  
ま た は 全 部 を 漸 減 さ せ る 。 こ の と き 、 表 示 制 御 部 は 、 複 数 に 区 分 さ れ た 方 向 範 囲 の そ れ ぞ  
れ を 示 す 表 示 態 様 と し て 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３  
（ 指 示 子 の 一 例 ） を 表 示 さ せ 、 複 数 に 区 分 さ れ た 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ せ て 、 第 １ 領 域  
Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の 少 な く と も 一 部 を 変 化 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 ユ ー ザ の 操 作 （ 移 動 操 作 ） を 受 付 け 可 能 な 受 付 期  
間 の 中 で 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 か ら 離 れ る に し た が っ て 段 階 的 に 区 分 さ れ た 複 数  
の 方 向 範 囲 を 時 間 経 過 に 応 じ て 漸 減 さ せ る と と も に 、 こ の 漸 減 に 対 応 さ せ て 複 数 の 方 向 範  
囲 の そ れ ぞ れ を 示 す 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の 少 な  
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く と も 一 部 を 時 間 経 過 に 応 じ て 変 化 さ せ る た め 、 ユ ー ザ の 移 動 操 作 の 難 度 を 変 化 さ せ る こ  
と が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 移 動 操 作 に よ り 操 作 す べ き 操 作 方 向 の 方  
向 範 囲 を 時 間 経 過 に 応 じ て 漸 減 さ せ る こ と で 、 で き る だ け 早 い タ イ ミ ン グ で 移 動 操 作 を 行  
う こ と を ユ ー ザ に 要 求 す る ゲ ー ム を 実 現 で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ま た 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 判 定 部 １ ６ ４ の 判 定 結 果 に 基 づ い て 操 作 方 向 （ 移 動 操 作 に よ る  
操 作 方 向 ） を 評 価 す る 評 価 部 １ ６ ５ を 備 え て い る 。 評 価 部 １ ６ ５ は 、 上 記 操 作 方 向 が 上 記  
方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ ） に 含 ま れ な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 上 記 方 向 範 囲 に 含 ま れ  
る と 判 定 さ れ た と き よ り も 低 評 価 と す る 。 例 え ば 、 評 価 部 １ ６ ５ は 、 上 記 操 作 方 向 が 第 １  
領 域 Ａ Ｒ １ １ に 含 ま れ な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た  
と き よ り も 低 評 価 と す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 ユ ー ザ の 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 、 ユ ー ザ が 操  
作 す べ き 指 示 方 向 （ 最 適 方 向 ） か ら 離 れ る に し た が っ て 低 評 価 と す る た め 、 ユ ー ザ は な る  
べ く 最 適 方 向 に 対 応 す る 方 向 範 囲 が 広 い う ち に 移 動 操 作 を 行 う 方 が 、 高 評 価 が 得 ら れ や す  
い 。 よ っ て 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 で き る だ け 早 い タ イ ミ ン グ で 移 動 操 作 を 行 う こ と を ユ ー ザ  
に 要 求 す る ゲ ー ム を 実 現 で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 例 え ば 、 変 化 部 １ ６ ６ は 、 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） が 終 了 す る ま で に 上 記 方  
向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ ） が ゼ ロ に な る よ う に 上 記 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る 。 例 え ば 、  
変 化 部 １ ６ ６ は 、 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） が 終 了 す る ま で に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １  
１ が ゼ ロ に な る よ う に 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ を 漸 減 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 ユ ー ザ の 移 動 操 作 が 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限  
時 間 ） を 超 え た 場 合 に は 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 （ 最 適 方 向 ） に 対 応 す る 方 向 範 囲  
が 無 く な る た め 、 で き る だ け 早 い タ イ ミ ン グ で 移 動 操 作 を 行 う こ と を ユ ー ザ に 要 求 す る ゲ  
ー ム を 実 現 で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ま た 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ （ ユ ー ザ の 操 作 に 関 連 す る ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト の 一 例 ） に は  
、 ゲ ー ム の 進 行 に 影 響 を 及 ぼ す 能 力 パ ラ メ ー タ （ 第 １ パ ラ メ ー タ の 一 例 ） が 設 定 さ れ て い  
る 。 変 化 部 １ ６ ６ は 、 上 記 能 力 パ ラ メ ー タ に 応 じ て 、 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 中  
心 角 θ ２ 、 及 び 中 心 角 θ ３ の 少 な く と も 一 部 ） を 漸 減 さ せ る 際 の 漸 減 速 度 を 決 定 す る 。 例  
え ば 、 変 化 部 １ ６ ６ は 、 上 記 能 力 パ ラ メ ー タ に 応 じ て 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ  
１ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の 少 な く と も 一 部 を 漸 減 さ せ る 際 の 領 域 変 化 速 度 を 決 定 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 能 力 が 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ ） を 漸  
減 さ せ る 際 の 漸 減 速 度 に 影 響 す る 。 こ れ に よ り 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の  
育 成 結 果 に よ っ て ゲ ー ム の 難 易 度 が 変 わ る た め 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な  
る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 ま た 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 初 期 設 定 部 １ ６ ２ を 備 え て い る 。 初 期 設 定 部 １ ６ ２ は 、 野 手 キ  
ャ ラ ク タ Ｃ １ の 能 力 パ ラ メ ー タ に 基 づ い て 、 上 記 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角  
θ ２ 、 及 び 中 心 角 θ ３ の 少 な く と も 一 部 ） の 初 期 値 を 決 定 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 能 力 が 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 中 心  
角 θ ２ 、 及 び 中 心 角 θ ３ の 少 な く と も 一 部 ） の 初 期 値 に 影 響 す る 。 こ れ に よ り 、 端 末 装 置  
１ ０ は 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 育 成 結 果 に よ っ て ゲ ー ム の 難 易 度 が 変 わ る た め 、 ゲ ー ム の  
興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ま た 、 １ 回 分 の 上 記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 （ 例  



10

20

30

40

50

JP 7138951 B2 2022.9.20(25)

え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） を 含 む 単 位 ゲ ー ム （ 例 え ば 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に お け る １ 回 の ノ ッ  
ク ） が 繰 り 返 し 複 数 回 行 わ れ 、 初 期 設 定 部 １ ６ ２ は 、 あ る 単 位 ゲ ー ム で の 結 果 に 基 づ い て  
、 「 次 の 単 位 ゲ ー ム 」 ま た は 「 次 以 降 の 一 部 若 し く は 全 部 の 単 位 ゲ ー ム 」 に お い て 、 上 記  
方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 及 び 中 心 角 θ ３ の 少 な く と も 一 部 ） の 初 期  
値 を 決 定 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 ユ ー ザ の 操 作 結 果 （ 例 え ば 、 捕 球 結 果 ） に 応 じ て  
次 回 以 降 の 方 向 範 囲 の 初 期 値 が 変 わ る た め 、 ユ ー ザ の 操 作 結 果 に 応 じ て ゲ ー ム の 難 易 度 を  
変 更 す る こ と が 可 能 と な り 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ま た 、 １ 回 分 の 上 記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 （ 例  
え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） を 含 む 単 位 ゲ ー ム （ 例 え ば 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に お け る １ 回 の ノ ッ  
ク ） が 繰 り 返 し 複 数 回 行 わ れ 、 変 化 部 １ ６ ６ は 、 あ る 単 位 ゲ ー ム で の 結 果 に 基 づ い て 、 「  
次 の 単 位 ゲ ー ム 」 ま た は 「 次 以 降 の 一 部 若 し く は 全 部 の 単 位 ゲ ー ム 」 に お い て 、 上 記 方 向  
範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 及 び 中 心 角 θ ３ の 少 な く と も 一 部 ） を 漸 減 さ せ  
る 際 の 漸 減 速 度 を 決 定 す る 。 例 え ば 、 変 化 部 １ ６ ６ は 、 あ る 単 位 ゲ ー ム で の 結 果 に 基 づ い  
て 、 「 次 の 単 位 ゲ ー ム 」 ま た は 「 次 以 降 の 一 部 若 し く は 全 部 の 単 位 ゲ ー ム 」 に お い て 、 第  
１ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の 少 な く も 一 部 を 漸 減 さ せ る  
際 の 領 域 変 化 速 度 を 決 定 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 ユ ー ザ の 操 作 結 果 （ 例 え ば 、 捕 球 結 果 ） に 応 じ て  
次 回 以 降 の 方 向 範 囲 の 漸 減 速 度 が 変 わ る た め 、 ユ ー ザ の 操 作 結 果 に 応 じ て ゲ ー ム の 難 易 度  
を 変 更 す る こ と が 可 能 と な り 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ま た 、 １ 回 分 の 上 記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 （ 例  
え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） を 含 む 単 位 ゲ ー ム （ 例 え ば 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に お け る １ 回 の ノ ッ  
ク ） が 繰 り 返 し 複 数 回 行 わ れ 、 単 位 ゲ ー ム 毎 に 指 示 さ れ る 上 記 指 示 方 向 は 、 あ ら か じ め 定  
め ら れ た 複 数 の 方 向 か ら 任 意 の 方 向 が 選 択 さ れ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 方 向 （ ボ ー ル Ｂ が 到 来 す る 方  
向 ） を 毎 回 ラ ン ダ ム に 決 定 す る た め 、 そ の 都 度 、 ユ ー ザ は 操 作 す べ き 方 向 を 瞬 時 に 判 断 す  
る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ま た 、 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ （ ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト の 一 例 ） を ゲ  
ー ム 空 間 （ 例 え ば 、 野 球 場 ） で 移 動 さ せ る ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム （ ゲ ー ム の 一 例 ） に お い て 、  
表 示 制 御 部 １ ６ ３ は 、 ゲ ー ム 空 間 上 の 接 地 面 （ 例 え ば 、 グ ラ ウ ン ド ） に 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ  
１ が 接 地 し て い る 接 地 位 置 を 中 心 と し て 案 内 画 像 Ｇ （ オ ブ ジ ェ ク ト の 一 例 ） を 表 示 さ せ る  
。 操 作 受 付 部 １ ６ １ は 、 少 な く と も 上 記 接 地 位 置 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 （ 移 動 操 作 ） を 受  
付 け 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 ユ ー ザ の 操 作 対 象 と な る 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が 接  
地 し て い る 接 地 位 置 を 中 心 と し て 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 示 す 。 例 え ば 、 案 内 画  
像 Ｇ が 表 示 さ れ る た め 、 ユ ー ザ が 直 感 的 に 操 作 す る こ と が で き 、 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と  
が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 ［ 第 ２ の 実 施 形 態 ］
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 、 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム の 詳 細 例 に つ い て 説 明 す る 。 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム で は  
、 ノ ッ カ ー に よ り 打 た れ た ボ ー ル の 種 類 や 捕 球 の 制 限 等 に よ っ て 、 操 作 す べ き 操 作 内 容 が  
異 な る 複 数 種 類 の ノ ッ ク 練 習 が 含 ま れ て も よ い 。 第 １ の 実 施 形 態 で 説 明 し た よ う に 、 ノ ッ  
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カ ー に よ り 打 た れ た ボ ー ル を 、 そ の ボ ー ル の 到 来 方 向 へ 移 動 操 作 す る こ と に よ っ て 捕 球 す  
る ノ ッ ク 練 習 を 「 通 常 ボ ー ル 」 の ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム と い う 。 本 実 施 形 態 の ノ ッ ク 練 習 ゲ ー  
ム で は 、 「 通 常 ボ ー ル 」 に 加 え て 、 「 ジ ャ ン プ ボ ー ル 」 、 「 ト ゲ ボ ー ル 」 、 及 び 「 動 く な  
ボ ー ル 」 の ３ 種 類 が あ る 。 「 ジ ャ ン プ ボ ー ル 」 は 、 ノ ッ カ ー に よ り 打 た れ た ボ ー ル が ジ ャ  
ン プ し て 捕 球 す る ボ ー ル で あ り 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 移 動 操 作 の 方 向 が 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １  
の み に 限 定 さ れ る 。 「 ト ゲ ボ ー ル 」 は 、 ノ ッ カ ー に よ り 打 た れ た ボ ー ル に ト ゲ が あ り 、 到  
来 す る ボ ー ル か ら よ け る 必 要 が あ る 。 即 ち 、 「 ト ゲ ボ ー ル 」 は 、 操 作 す べ き 方 向 が 「 通 常  
ボ ー ル 」 と 逆 転 し 、 ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 指 示 方 向 と 反 対 で あ っ た 場 合 に 高 評 価 と な る 。 「  
動 く な ボ ー ル 」 は 、 ノ ッ カ ー に よ り 打 た れ た ボ ー ル が 到 来 す る ま で の 所 定 時 間 、 野 手 キ ャ  
ラ ク タ Ｃ １ が 動 い て は い け な い 。 即 ち 、 「 動 く な ボ ー ル 」 で は 、 ボ ー ル が 到 来 し て も ユ ー  
ザ が 操 作 し な い こ と が 高 評 価 と な り 、 操 作 し て し ま う と 低 評 価 （ ミ ス ） と な る 。 ユ ー ザ は  
、 ノ ッ カ ー に よ り 打 た れ た ボ ー ル が 「 通 常 ボ ー ル 」 、 「 ジ ャ ン プ ボ ー ル 」 、 「 ト ゲ ボ ー ル  
」 、 及 び 「 動 く な ボ ー ル 」 の い ず れ で あ る か を 事 前 に 知 る こ と が で き な い た め 、 ノ ッ カ ー  
か ら 到 来 す る ボ ー ル の 種 類 を 瞬 時 に 判 断 し て 、 適 切 な 対 応 を す る 必 要 が あ る 。 こ れ に よ り  
、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム が 単 調 に な ら な い よ う に 興 趣 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 図 １ １ ～ 図 １ ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 の 端 末 装 置 １ ０ が ノ ッ ク 練 習  
ゲ ー ム に 関 連 し て 実 行 す る 処 理 手 順 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 〔 基 本 フ ロ ー 〕
　 図 １ １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム の 基 本 フ ロ ー チ ャ ー ト の 一 例 を 示 す 。 本  
図 の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ 、 Ｓ １ ０ ３ 、 Ｓ １ ０ ５ 、 Ｓ ６ ０ １ 、 Ｓ ６ ０ ３ の 処 理 は 、 図 １ ０ の 同  
一 の 符 号 を 付 し た 処 理 と 同 様 で あ り 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 ノ ッ カ ー に よ り 打 た れ る ボ ー ル の 種 類 を 選 択 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ ）  
。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 「 通 常 ボ ー ル 」 、 「 ジ ャ ン プ ボ ー ル 」 、 「 ト ゲ ボ ー ル 」 、 及 び  
「 動 く な ボ ー ル 」 の う ち か ら ラ ン ダ ム に 選 択 す る 。
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 選 択 し た ボ ー ル が 「 ジ ャ ン プ ボ ー ル 」 、 「 ト ゲ ボ ー ル 」 、 及 び 「 動 く な  
ボ ー ル 」 の い ず れ で も な い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ３ 、 Ｓ １ １ ５ 、 Ｓ １ １ ７ ： Ｎ Ｏ ） 、 「 通  
常 ボ ー ル 」 が 選 択 さ れ た と し て 、 通 常 ボ ー ル 処 理 を 実 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ０ ） 。
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 「 ジ ャ ン プ ボ ー ル 」 が 選 択 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ３ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、  
ジ ャ ン プ ボ ー ル 処 理 を 実 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ０ ） 。
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 「 ト ゲ ボ ー ル 」 が 選 択 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ５ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 ト ゲ  
ボ ー ル 処 理 を 実 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０ ） 。
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 「 動 く な ボ ー ル 」 が 選 択 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ７ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 動  
く な ボ ー ル 処 理 を 実 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ） 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 〔 通 常 ボ ー ル 処 理 フ ロ ー 〕
　 図 １ ２ は 、 通 常 ボ ー ル 処 理 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ０ ） の 詳 細 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る  
。 こ の 図 の ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ 、 Ｓ ２ ２ ３ 、 Ｓ ２ ２ ５ 、 Ｓ ２ ２ ７ 、 Ｓ ２ ２ ９ の 処 理 は 、 図 １  
０ の ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ 、 Ｓ １ ２ ３ 、 Ｓ １ ２ ５ 、 Ｓ １ ２ ７ 、 Ｓ １ ２ ９ の 処 理 に 対 応 し 、 同 様  
の 処 理 で あ る た め 説 明 を 省 略 す る 。 通 常 ボ ー ル 処 理 で 表 示 さ れ る 案 内 画 像 Ｇ に は 、 第 １ 領  
域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ 、 及 び 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 含 ま れ る （  
図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ま た 、 図 １ ２ の ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ １ 、 Ｓ ２ ４ ３ 、 Ｓ ２ ４ ５ 、 Ｓ ２ ４ ７ の 処 理 は 、 図 １ ０ の  
ス テ ッ プ Ｓ １ ４ １ 、 Ｓ １ ４ ３ 、 Ｓ １ ４ ５ 、 Ｓ １ ４ ７ の 処 理 に 対 応 す る 。
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 移 動 操 作 が 行 わ れ た と 判 定 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ １ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、  
移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 、 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の ど の 領 域 に 含 ま れ る か を 判 定 す  
る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ７ ） 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 判 定 結 果 に 基 づ い て 、 ユ ー ザ に よ る 移 動  
操 作 の 操 作 方 向 を 評 価 す る 。 例 え ば 、 前 述 の よ う に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 操 作 方 向 が 第 １ 領 域  
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Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領 域 ） に 含 ま れ る と 判 定 し た 場 合 に は 第 １ レ ベ ル の 評 価 と し 、 操 作 方 向  
が 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ （ 黄 色 の 領 域 ） に 含 ま れ る と 判 定 し た 場 合 に は 第 ２ レ ベ ル の 評 価 と す  
る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 操 作 方 向 が 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ （ 緑 色 の 領 域 ） に 含 ま れ る と 判 定  
し た 場 合 に は 第 ３ レ ベ ル の 評 価 と し 、 操 作 方 向 が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ） に 含 ま  
れ る と 判 定 し た 場 合 に は 第 ４ レ ベ ル の 評 価 と す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領 域 ） に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た 場  
合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ７ ： 第 １ 領 域 （ 白 ） ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領  
域 ） に 応 じ た 捕 球 画 像 を 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ １ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 捕 球  
画 像 と し て 、 ボ ー ル Ｂ を 正 面 で 捕 る 様 子 （ 捕 球 成 功 ） を 表 示 さ せ る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は  
、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領 域 ） に 応 じ た ポ イ ン ト を ユ ー ザ に 付 与 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２  
５ ３ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ レ ベ ル に 応 じ た 最 高 の ポ イ ン ト を 付 与 し 、 ポ イ ン ト  
累 積 値 を 更 新 す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ （ 黄 色 の 領 域 ） に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た 場  
合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ７ ： 第 ２ 領 域 （ 黄 ） ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ （ 黄 色 の 領  
域 ） に 応 じ た 捕 球 画 像 を 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ ５ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 捕 球  
画 像 と し て 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が ボ ー ル Ｂ に 飛 び つ い て 捕 る 様 子 （ 捕 球 成 功 ） を 表 示 さ  
せ る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ （ 黄 色 の 領 域 ） に 応 じ た ポ イ ン ト を ユ ー ザ  
に 付 与 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ ７ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 ２ レ ベ ル に 応 じ た ２ 番 目 に  
高 い ポ イ ン ト を 付 与 し 、 ポ イ ン ト 累 積 値 を 更 新 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ （ 緑 色 の 領 域 ） に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た 場  
合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ７ ： 第 ３ 領 域 （ 緑 ） ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ （ 緑 色 の 領  
域 ） に 応 じ た 捕 球 画 像 を 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ ９ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 捕 球  
画 像 と し て 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が ボ ー ル Ｂ を 捕 り 損 な っ て 手 前 に 落 と し た 様 子 （ 捕 球 失  
敗 ） を 表 示 さ せ る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ （ 緑 色 の 領 域 ） に 応 じ た ポ イ  
ン ト を ユ ー ザ に 付 与 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ １ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 ３ レ ベ ル に 応  
じ た ３ 番 目 に 高 い ポ イ ン ト を 付 与 し 、 ポ イ ン ト 累 積 値 を 更 新 す る 。
　 な お 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 捕 球 失 敗 で あ る こ と か ら ポ イ ン ト を 付 与 し な く て も よ い 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ） に 応 じ た 捕 球 画 像 を 表 示 さ  
せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ ３ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 捕 球 画 像 と に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た  
場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ７ ： 第 ４ 領 域 （ 赤 ） ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の  
領 域 ） に 応 じ た 捕 球 画 像 を 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ ３ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 捕  
球 画 像 と し て 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が ボ ー ル Ｂ に 追 い つ く こ と が で き ず 、 捕 球 で き な か っ  
た 様 子 （ 捕 球 失 敗 ） を 表 示 さ せ る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域  
） に 応 じ た ポ イ ン ト を ユ ー ザ に 付 与 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ ５ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、  
第 ４ レ ベ ル に 応 じ た ４ 番 目 に 高 い ポ イ ン ト を 付 与 し 、 ポ イ ン ト 累 積 値 を 更 新 す る 。
　 な お 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 捕 球 失 敗 で あ る こ と か ら ポ イ ン ト を 付 与 し な く て も よ い 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ３ に て 操 作 制 限 時 間 が 終 了 し た と 判 定 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２  
４ ３ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 即 ち 操 作 制 限 時 間 内 に 移 動 操 作 が 行 わ れ た か っ た 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、  
移 動 操 作 が ミ ス （ 捕 球 失 敗 ） で あ る と 評 価 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ５ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １  
６ は 、 移 動 操 作 が ミ ス （ 捕 球 失 敗 ） で あ る こ と を 示 す 情 報 （ 例 え ば 、 「 タ イ ミ ン グ 遅 い 」  
） を 表 示 さ せ 、 ポ イ ン ト を 付 与 し な い 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ５ に よ り 開 始 さ れ た 操 作 制 限 時 間 が 終 了 し た か 否 の 判 定 に 代 え て  
、 案 内 画 像 Ｇ の 方 向 領 域 の 全 て が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ） に な っ た か 否 か を 判 定  
し て も よ い 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ３ の 処 理 で は 、 案 内 画 像 Ｇ の 方 向 領 域 の 全 て が 第 ４ 領  



10

20

30

40

50

JP 7138951 B2 2022.9.20(28)

域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ） に な っ た こ と を 、 操 作 制 限 時 間 が 終 了 と 同 様 の タ イ ミ ン グ と し  
て 判 定 し て も よ い 。 ま た 、 案 内 画 像 Ｇ の 方 向 領 域 の う ち 所 定 の 割 合 以 上 が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １  
４ （ 赤 色 の 領 域 ） に な っ た こ と を 、 操 作 制 限 時 間 が 終 了 と 同 様 の タ イ ミ ン グ と し て 判 定 し  
て も よ い 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ １ の 処 理 は 、 図 １ ０ の ス テ ッ プ Ｓ １ ７ １ の 処 理 に 対 応 し 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は  
、 今 回 の ノ ッ ク に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 に 応 じ て 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て 配 置 さ れ る  
情 報 提 示 エ リ ア Ａ Ｒ １ ０ の 表 示 を 更 新 す る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 〔 ジ ャ ン プ ボ ー ル 処 理 フ ロ ー 〕
　 図 １ ３ は 、 ジ ャ ン プ ボ ー ル 処 理 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ０ ） の 詳 細 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で  
あ る 。 こ の 図 の ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ １ 、 Ｓ ３ ２ ３ 、 Ｓ ３ ２ ５ 、 Ｓ ３ ２ ７ 、 Ｓ ３ ２ ９ の 処 理 は 、  
図 １ ０ の ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ 、 Ｓ １ ２ ３ 、 Ｓ １ ２ ５ 、 Ｓ １ ２ ７ 、 Ｓ １ ２ ９ の 処 理 に 対 応 す る  
。 ジ ャ ン プ ボ ー ル 処 理 で 表 示 さ れ る 案 内 画 像 Ｇ に は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ と 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １  
４ の み が 含 ま れ る 。 例 え ば 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ は 、 図 ３ に 示 す 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領  
域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の う ち の 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ も 白  
色 に 変 更 し て 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の 全 て を 含  
む 領 域 と し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 ジ ャ ン プ ボ ー ル 処 理 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 「 ジ ャ ン プ ボ ー ル 」 で あ る こ と を ユ ー ザ に 認  
識 さ せ る た め の ジ ャ ン プ ア イ コ ン を ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ １  
） 。 ジ ャ ン プ ア イ コ ン は 、 「 ジ ャ ン プ 」 と 表 示 さ れ る ア イ コ ン で あ る 。 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ  
３ ２ ７ と ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ９ と ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ １ の 処 理 は 、 処 理 の 順 序 が 変 更 さ れ て よ い 。  
あ る い は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ７ と ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ９ と ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ １ の 処 理 は 、 並 行 し て  
実 行 さ れ て よ い 。 例 え ば 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て 、 ジ ャ ン プ ア イ コ ン を 表 示 さ せ る  
タ イ ミ ン グ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ７ に よ り ボ ー ル Ｂ の 移 動 が 開 始 さ れ る タ イ ミ ン グ 、 及 び ス  
テ ッ プ Ｓ ３ ２ ９ に よ り 案 内 画 像 Ｇ の 表 示 が 開 始 さ れ る タ イ ミ ン グ と 、 ユ ー ザ か ら は 同 時 で  
あ る と 認 識 さ れ る タ イ ミ ン グ で あ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 ま た 、 図 １ ３ の ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ １ 、 Ｓ ３ ４ ３ 、 Ｓ ３ ４ ５ 、 Ｓ ３ ４ ７ の 処 理 は 、 図 １ ０ の  
ス テ ッ プ Ｓ １ ４ １ 、 Ｓ １ ４ ３ 、 Ｓ １ ４ ５ 、 Ｓ １ ４ ７ の 処 理 に 対 応 す る 。
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 移 動 操 作 が 行 わ れ た と 判 定 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ １ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、  
移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ と 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の ど の 領 域 に 含 ま れ る  
か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ ７ ） 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 判 定 結 果 に 基 づ い て 、 ユ ー ザ  
に よ る 移 動 操 作 の 操 作 方 向 を 評 価 す る 。 例 え ば 、 前 述 の よ う に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 操 作 方 向  
が 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領 域 ） に 含 ま れ る と 判 定 し た 場 合 に は 第 １ レ ベ ル の 評 価 と し  
、 操 作 方 向 が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ） に 含 ま れ る と 判 定 し た 場 合 に は 第 ４ レ ベ ル  
の 評 価 と す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領 域 ） に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た 場  
合 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ ７ ： 第 １ 領 域 （ 白 ） ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領  
域 ） に 応 じ た 捕 球 画 像 を 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ １ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 捕 球  
画 像 と し て 、 ボ ー ル Ｂ を 正 面 で 捕 る 様 子 （ 捕 球 成 功 ） を 表 示 さ せ る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は  
、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領 域 ） に 応 じ た ポ イ ン ト を ユ ー ザ に 付 与 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３  
５ ３ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ レ ベ ル に 応 じ た ポ イ ン ト を 付 与 し 、 ポ イ ン ト 累 積 値  
を 更 新 す る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ） に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た 場  
合 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ ７ ： 第 ４ 領 域 （ 赤 ） ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領  
域 ） に 応 じ た 捕 球 画 像 を 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ ３ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 捕 球  
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画 像 と し て 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が ボ ー ル Ｂ に 追 い つ く こ と が で き ず 、 捕 球 で き な か っ た  
様 子 （ 捕 球 失 敗 ） を 表 示 さ せ る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ）  
に 応 じ た ポ イ ン ト を ユ ー ザ に 付 与 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ ５ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第  
４ レ ベ ル に 応 じ た ポ イ ン ト を 付 与 し 、 ポ イ ン ト 累 積 値 を 更 新 す る 。
　 な お 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 捕 球 失 敗 で あ る こ と か ら ポ イ ン ト を 付 与 し な く て も よ い 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ ３ に て 操 作 制 限 時 間 が 終 了 し た と 判 定 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ３  
４ ３ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 即 ち 操 作 制 限 時 間 内 に 移 動 操 作 が 行 わ れ た か っ た 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、  
移 動 操 作 が ミ ス （ 捕 球 失 敗 ） で あ る と 評 価 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ ５ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １  
６ は 、 移 動 操 作 が ミ ス （ 捕 球 失 敗 ） で あ る こ と を 示 す 情 報 （ 例 え ば 、 「 タ イ ミ ン グ 遅 い 」  
） を 表 示 さ せ 、 ポ イ ン ト を 付 与 し な い 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ５ に よ り 開 始 さ れ た 操 作 制 限 時 間 が 終 了 し た か 否 の 判 定 に 代 え て  
、 案 内 画 像 Ｇ の 方 向 領 域 の 全 て が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ） に な っ た か 否 か を 判 定  
し て も よ い 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ ３ の 処 理 で は 、 案 内 画 像 Ｇ の 方 向 領 域 の 全 て が 第 ４ 領  
域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ） に な っ た こ と を 、 操 作 制 限 時 間 が 終 了 と 同 様 の タ イ ミ ン グ と し  
て 判 定 し て も よ い 。 ま た 、 案 内 画 像 Ｇ の 方 向 領 域 の う ち 所 定 の 割 合 以 上 が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １  
４ （ 赤 色 の 領 域 ） に な っ た こ と を 、 操 作 制 限 時 間 が 終 了 と 同 様 の タ イ ミ ン グ と し て 判 定 し  
て も よ い 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ １ の 処 理 は 、 図 １ ０ の ス テ ッ プ Ｓ １ ７ １ の 処 理 に 対 応 し 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は  
、 今 回 の ノ ッ ク に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 に 応 じ て 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て 配 置 さ れ る  
情 報 提 示 エ リ ア Ａ Ｒ １ ０ の 表 示 を 更 新 す る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 な お 、 通 常 ボ ー ル 処 理 と 同 様 に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ  
１ ３ 、 及 び 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 含 ま れ る 案 内 画 像 Ｇ を 表 示 さ せ て お き 、 移 動 操 作 に よ る 操  
作 方 向 を 判 定 及 び 評 価 す る 際 に 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ も 第 １ 領 域 Ａ Ｒ  
１ １ （ 白 色 の 領 域 ） と し て 判 定 及 び 評 価 し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 〔 ト ゲ ボ ー ル 処 理 フ ロ ー 〕
　 図 １ ４ は 、 ト ゲ ボ ー ル 処 理 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０ ） の 詳 細 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る  
。 こ の 図 の ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ １ 、 Ｓ ４ ２ ３ 、 Ｓ ４ ２ ５ 、 Ｓ ４ ２ ７ 、 Ｓ ４ ２ ９ の 処 理 は 、 図 １  
０ の ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ 、 Ｓ １ ２ ３ 、 Ｓ １ ２ ５ 、 Ｓ １ ２ ７ 、 Ｓ １ ２ ９ の 処 理 に 対 応 す る 。 ト  
ゲ ボ ー ル 処 理 で 表 示 さ れ る 案 内 画 像 Ｇ に は 、 通 常 ボ ー ル 処 理 と 同 様 に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １  
、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ 、 及 び 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 含 ま れ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 ト ゲ ボ ー ル 処 理 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 「 ト ゲ ボ ー ル 」 で あ る こ と を ユ ー ザ に 認 識 さ せ る  
た め の ト ゲ ボ ー ル ア イ コ ン を ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ １ ） 。 ト  
ゲ ボ ー ル ア イ コ ン は 、 ボ ー ル に ト ゲ が あ る 「 ト ゲ ボ ー ル 」 の 画 像 が 表 示 さ れ る ア イ コ ン で  
あ る 。 ま た 、 ト ゲ ボ ー ル 処 理 で は 、 ノ ッ カ ー か ら 到 来 す る ボ ー ル Ｂ に ト ゲ が あ る こ と で も  
ユ ー ザ は 認 識 可 能 で あ る 。 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ７ と ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ９ と ス テ ッ プ Ｓ ４ ３  
１ の 処 理 は 、 処 理 の 順 序 が 変 更 さ れ て よ い 。 あ る い は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ７ と ス テ ッ プ Ｓ ４  
２ ９ と ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ １ の 処 理 は 、 並 行 し て 実 行 さ れ て よ い 。 例 え ば 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０  
０ に お い て 、 ト ゲ ボ ー ル ア イ コ ン を 表 示 さ せ る タ イ ミ ン グ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ７ に よ り ボ  
ー ル Ｂ （ ト ゲ が あ る ボ ー ル ） の 移 動 が 開 始 さ れ る タ イ ミ ン グ 、 及 び ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ９ に よ  
り 案 内 画 像 Ｇ の 表 示 が 開 始 さ れ る タ イ ミ ン グ と 、 ユ ー ザ か ら は 同 時 で あ る と 認 識 さ れ る タ  
イ ミ ン グ で あ る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 ま た 、 図 １ ４ の ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ １ 、 Ｓ ４ ４ ３ 、 Ｓ ４ ４ ５ 、 Ｓ ４ ４ ７ の 処 理 は 、 図 １ ０ の  
ス テ ッ プ Ｓ １ ４ １ 、 Ｓ １ ４ ３ 、 Ｓ １ ４ ５ 、 Ｓ １ ４ ７ の 処 理 に 対 応 す る 。
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　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 移 動 操 作 が 行 わ れ た と 判 定 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ １ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、  
移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 、 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の ど の 領 域 に 含 ま れ る か を 判 定 す  
る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ ７ ） 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 判 定 結 果 に 基 づ い て 、 ユ ー ザ に よ る 移 動  
操 作 の 操 作 方 向 を 評 価 す る 。 ト ゲ ボ ー ル 処 理 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 操 作 方 向 が 第 １ 領 域 Ａ  
Ｒ １ １ （ 白 色 の 領 域 ） 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ （ 黄 色 の 領 域 ） 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ （ 緑 色  
の 領 域 ） の い ず れ か に 含 ま れ る と 判 定 し た 場 合 に は 第 ４ レ ベ ル の 評 価 と し 、 操 作 方 向 が 第  
４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ） に 含 ま れ る と 判 定 し た 場 合 に は 第 １ レ ベ ル の 評 価 と す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領 域 ） 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ （ 黄 色  
の 領 域 ） 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ （ 緑 色 の 領 域 ） の い ず れ か に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た 場 合  
（ ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ ７ ： 第 １ 領 域 （ 白 ） ｏ ｒ 第 ２ 領 域 ( 黄 ） ｏ ｒ 第 ３ 領 域 ( 緑 ） ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １  
６ は 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ） に 応 じ た 画 像 を 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ １ ）  
。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 ボ ー ル Ｂ （ ト ゲ ボ ー ル ） が 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ に ぶ つ か る 様 子  
（ 逃 避 失 敗 ） を 表 す 画 像 を 表 示 さ せ る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の  
領 域 ） に 応 じ た ポ イ ン ト を ユ ー ザ に 付 与 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ ３ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６  
は 、 第 ４ レ ベ ル に 応 じ た ポ イ ン ト を 付 与 し 、 ポ イ ン ト 累 積 値 を 更 新 す る 。 な お 、 Ｃ Ｐ Ｕ １  
６ は 、 逃 避 失 敗 で あ る こ と か ら ポ イ ン ト を 付 与 し な く て も よ い 。 ま た は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、  
逃 避 失 敗 で あ る こ と か ら 累 積 ポ イ ン ト か ら マ イ ナ ス し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 移 動 操 作 に よ る 操 作 方 向 が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ  
４ ４ ７ ： 第 ４ 領 域 （ 赤 ） ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領 域 ） に 応 じ た 画  
像 を 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ６ ３ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が ボ  
ー ル Ｂ （ ト ゲ ボ ー ル ） を 避 け る こ と が で き た 様 子 （ 逃 避 成 功 ） を 表 す 画 像 を 表 示 さ せ る 。  
ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領 域 ） に 応 じ た ポ イ ン ト を ユ ー ザ に 付 与  
す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ６ ５ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ レ ベ ル に 応 じ た ポ イ ン ト を 付 与  
し 、 ポ イ ン ト 累 積 値 を 更 新 す る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ ３ に て 操 作 制 限 時 間 が 終 了 し た と 判 定 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ４  
４ ３ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 即 ち 操 作 制 限 時 間 内 に 移 動 操 作 が 行 わ れ な か っ た 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、  
移 動 操 作 が ミ ス （ 逃 避 失 敗 ） で あ る と 評 価 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ ５ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １  
６ は 、 移 動 操 作 が ミ ス （ 逃 避 失 敗 ） で あ る こ と を 示 す 情 報 （ 例 え ば 、 「 タ イ ミ ン グ 遅 い 」  
） と 、 ボ ー ル Ｂ （ ト ゲ ボ ー ル ） が 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ に ぶ つ か る 様 子 を 表 す 画 像 を 表 示 さ  
せ 、 ポ イ ン ト を 付 与 し な い 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ５ に よ り 開 始 さ れ た 操 作 制 限 時 間 が 終 了 し た か 否 の 判 定 に 代 え て  
、 案 内 画 像 Ｇ の 方 向 領 域 の 全 て が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ） に な っ た か 否 か を 判 定  
し て も よ い 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ ３ の 処 理 で は 、 案 内 画 像 Ｇ の 方 向 領 域 の 全 て が 第 ４ 領  
域 Ａ Ｒ １ ４ （ 赤 色 の 領 域 ） に な っ た こ と を 、 操 作 制 限 時 間 が 終 了 と 同 様 の タ イ ミ ン グ と し  
て 判 定 し て も よ い 。 ま た 、 案 内 画 像 Ｇ の 方 向 領 域 の う ち 所 定 の 割 合 以 上 が 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １  
４ （ 赤 色 の 領 域 ） に な っ た こ と を 、 操 作 制 限 時 間 が 終 了 と 同 様 の タ イ ミ ン グ と し て 判 定 し  
て も よ い 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ７ １ の 処 理 は 、 図 １ ０ の ス テ ッ プ Ｓ １ ７ １ の 処 理 に 対 応 し 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は  
、 今 回 の ノ ッ ク に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 に 応 じ て 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て 配 置 さ れ る  
情 報 提 示 エ リ ア Ａ Ｒ １ ０ の 表 示 を 更 新 す る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 〔 動 く な ボ ー ル 処 理 フ ロ ー 〕
　 図 １ ５ は 、 動 く な ボ ー ル 処 理 （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ） の 詳 細 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ  
る 。 こ の 図 の ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ １ 、 Ｓ ５ ２ ３ 、 Ｓ ５ ２ ５ 、 Ｓ ５ ２ ７ 、 Ｓ ５ ２ ９ の 処 理 は 、 図  
１ ０ の ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ 、 Ｓ １ ２ ３ 、 Ｓ １ ２ ５ 、 Ｓ １ ２ ７ 、 Ｓ １ ２ ９ の 処 理 に 対 応 す る 。  
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動 く な ボ ー ル 処 理 で 表 示 さ れ る 案 内 画 像 Ｇ に は 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の み が 含 ま れ る 。 例 え  
ば 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ は 、 図 ３ に 示 す 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領  
域 Ａ Ｒ １ ３ も 白 色 赤 色 に 変 更 し た 案 内 画 像 Ｇ の 円 周 の 全 て の 領 域 と し て も よ い 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 動 く な ボ ー ル 処 理 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 「 動 く な ボ ー ル 」 で あ る こ と を ユ ー ザ に 認 識 さ  
せ る た め の 動 く な ア イ コ ン を ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ １ ） 。 動  
く な ア イ コ ン は 、 「 動 く な 」 と 表 示 さ れ る ア イ コ ン で あ る 。 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ７ と ス  
テ ッ プ Ｓ ５ ２ ９ と ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ １ の 処 理 は 、 処 理 の 順 序 が 変 更 さ れ て よ い 。 あ る い は 、  
ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ７ と ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ９ と ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ １ の 処 理 は 、 並 行 し て 実 行 さ れ て  
よ い 。 例 え ば 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て 、 動 く な ア イ コ ン を 表 示 さ せ る タ イ ミ ン グ は  
、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ７ に よ り ボ ー ル Ｂ の 移 動 が 開 始 さ れ る タ イ ミ ン グ 、 及 び ス テ ッ プ Ｓ ５ ２  
９ に よ り 案 内 画 像 Ｇ の 表 示 が 開 始 さ れ る タ イ ミ ン グ と 、 ユ ー ザ か ら は 同 時 で あ る と 認 識 さ  
れ る タ イ ミ ン グ で あ る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 ま た 、 図 １ ５ の ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ １ の 処 理 は 、 図 １ ０ の ス テ ッ プ Ｓ １ ４ １ の 処 理 に 対 応 す  
る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 移 動 操 作 が 行 わ れ た と 判 定 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ １ ： Ｙ Ｅ Ｓ ）  
、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ が 動 い て し ま っ た こ と か ら 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 移 動 操 作 が ミ ス （ 捕 球  
失 敗 ） で あ る と 評 価 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ ５ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 移 動 操 作 が ミ ス  
（ 捕 球 失 敗 ） で あ る こ と を 示 す 情 報 （ 例 え ば 、 「 ミ ス 」 ） を 表 示 さ せ 、 ポ イ ン ト を 付 与 し  
な い 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ １ に お い て 移 動 操 作 が 行 わ れ て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 （ ス テ ッ  
プ Ｓ ５ ４ １ ： Ｎ Ｏ ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 案 内 画 像 Ｇ を 表 示 さ せ て か ら 一 定 時 間 が 経 過 し た か  
否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ ９ ） 。 一 定 時 間 が 経 過 し て い な い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ４  
９ ： Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ １ の 処 理 に 戻 る 。 一 定 時 間 が 経 過 し た と 判 定 さ れ た 場 合 （ ス  
テ ッ プ Ｓ ５ ４ ９ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 判 定 結 果 に 基 づ い て 第 １ レ ベ ル の 評 価 と し 、  
第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領 域 ） に 応 じ た 捕 球 画 像 を 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ １ ） 。  
例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 捕 球 画 像 と し て 、 ボ ー ル Ｂ を 正 面 で 捕 る 様 子 （ 捕 球 成 功 ） を 表 示  
さ せ る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領 域 ） に 応 じ た ポ イ ン ト を ユ ー  
ザ に 付 与 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ ３ ） 。 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 第 １ レ ベ ル に 応 じ た ポ イ ン  
ト を 付 与 し 、 ポ イ ン ト 累 積 値 を 更 新 す る 。 こ こ で 、 一 定 時 間 は 操 作 制 限 時 間 で あ っ て も よ  
い 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ １ の 処 理 は 、 図 １ ０ の ス テ ッ プ Ｓ １ ７ １ の 処 理 に 対 応 し 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は  
、 今 回 の ノ ッ ク に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 に 応 じ て 、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て 配 置 さ れ る  
情 報 提 示 エ リ ア Ａ Ｒ １ ０ の 表 示 を 更 新 す る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 な お 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ は 、 通 常 ボ ー ル 処 理 と 同 様 に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２  
、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ 、 及 び 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 含 ま れ る 案 内 画 像 Ｇ を 表 示 さ せ て お き 、 案  
内 画 像 Ｇ を 表 示 さ せ て か ら 移 動 操 作 が 行 わ れ な い ま ま 一 定 時 間 が 経 過 し た 場 合 、 第 １ レ ベ  
ル と 評 価 し 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領 域 ） に 応 じ た 捕 球 画 像 の 表 示 及 び ポ イ ン ト 付 与  
を 行 っ て も よ い 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 端 末 装 置 １ ０ で は 、 １ 回 分 の ユ ー ザ が 操 作 す べ  
き 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間  
） を 含 む 単 位 ゲ ー ム （ 例 え ば 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に お け る １ 回 の ノ ッ ク ） が 繰 り 返 し 複 数  
回 行 わ れ 、 複 数 の 単 位 ゲ ー ム の そ れ ぞ れ に は 、 上 記 指 示 方 向 通 り に 操 作 す べ き 「 通 常 ボ ー  
ル 」 （ 通 常 ゲ ー ム の 一 例 ） と 、 上 記 指 示 方 向 通 り に 操 作 す べ き で な い 「 ト ゲ ボ ー ル 」 （ 第  
１ の 特 別 ゲ ー ム の 一 例 ） と が 含 ま れ る 。 評 価 部 １ ６ ５ は 、 「 通 常 ボ ー ル 」 で は 発 生 し 得 な  
い ト ゲ ボ ー ル ア イ コ ン の 表 示 （ 第 １ 告 知 の 一 例 ） が 発 生 し た 「 ト ゲ ボ ー ル 」 に お い て 、 ユ  
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ー ザ の 操 作 方 向 が 上 記 指 示 方 向 と 反 対 で あ っ た 場 合 に 高 評 価 と す る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 指 示 方 向 通 り に 操 作 す べ き 「 通 常 ボ ー ル 」 だ け で  
な く 、 ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 指 示 方 向 と 反 対 で あ っ た 場 合 に 高 評 価 と な る 「 ト ゲ ボ ー ル 」 が  
含 ま れ る た め 、 多 様 性 の 高 い ゲ ー ム と す る こ と が で き 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可  
能 に な る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 ま た 、 上 記 複 数 の 単 位 ゲ ー ム の そ れ ぞ れ に は 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 通 り に 操 作  
す べ き 「 通 常 ボ ー ル 」 （ 通 常 ゲ ー ム の 一 例 ） と 、 何 も 操 作 す べ き で な い 「 動 く な ボ ー ル 」  
（ 第 ２ の 特 別 ゲ ー ム の 一 例 ） と が 含 ま れ る 。 評 価 部 １ ６ ５ は 、 「 通 常 ボ ー ル 」 で は 発 生 し  
得 な い 動 く な ア イ コ ン の 表 示 （ 第 ２ 告 知 の 一 例 ） が 発 生 し た 「 動 く な ボ ー ル 」 に お い て 、  
ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） に 操 作 受 付 部 １ ６ １ が ユ  
ー ザ の 操 作 を 受 付 け な か っ た 場 合 に 高 評 価 と す る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 指 示 方 向 通 り に 操 作 す べ き 「 通 常 ボ ー ル 」 だ け で  
な く 、 ユ ー ザ が 操 作 し な い こ と が 高 評 価 と な る 「 動 く な ボ ー ル 」 が 含 ま れ る た め 、 多 様 性  
の 高 い ゲ ー ム と す る こ と が で き 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 [ 変 形 例 ]
　 以 上 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は 上  
述 の 実 施 形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 こ の 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 等 も 含 ま  
れ る 。 例 え ば 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て 説 明 し た 各 構 成 ま た は 処 理 は 、 任 意 に 組 み 合 わ せ  
る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 〔 第 １ 変 形 例 〕
　 上 記 実 施 形 態 の 案 内 画 像 Ｇ に お い て 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の 中 心 角 の 初 期 値 を 設 定  
す る に あ た り 、 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 に 代 え て 、 ノ ッ ク が 行 わ れ た 回 数 に 応 じ て 倍  
率 が 変 更 さ れ る よ う に し て よ い 。 ノ ッ ク が 行 わ れ る ご と に １ 回 の 移 動 操 作 を 行 う 機 会 が ユ  
ー ザ に 与 え ら れ る こ と か ら 、 ノ ッ ク が 行 わ れ た 回 数 は 、 操 作 に つ い て の 結 果 の 一 例 で あ る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 〔 第 ２ 変 形 例 〕
　 上 記 実 施 形 態 の 案 内 画 像 Ｇ は 、 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の 一 部 の み が 含 ま れ る 構 成 と  
し て も よ い 。 例 え ば 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の み  
、 ま た は 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 及 び 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の み が 含 ま れ る 構 成 と し て も よ い 。 図 １  
６ は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 及 び 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の み が 含 ま れ る 案 内 画 像 Ｇ の 一 例 を 示 す 図  
で あ る 。 案 内 画 像 Ｇ １ １ は 、 表 示 開 始 時 点 で の 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 及 び 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の  
状 態 を 示 す 。 時 間 経 過 に 応 じ て 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ が 最 適 方 向 を 中 心 と し て 徐 々 に 縮 小 す る  
と と も に 、 当 該 縮 小 に 伴 っ て 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 徐 々 に 拡 大 し 、 案 内 画 像 Ｇ １ １ の 状 態 か  
ら 案 内 画 像 Ｇ １ ２ の 状 態 へ 変 化 す る 。 さ ら に 時 間 が 経 過 し て 操 作 制 限 時 間 が 終 了 す る 時 点  
で は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ が 消 滅 し 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の み が 残 る 案 内 画 像 Ｇ １ ３ の 状 態 へ  
変 化 し て も よ い 。 な お 、 こ の 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 及 び 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の み が 含 ま れ る 案 内  
画 像 Ｇ は 、 ジ ャ ン プ ボ ー ル 処 理 に お い て 表 示 さ れ る 案 内 画 像 Ｇ の 一 例 に 相 当 す る 。 ジ ャ ン  
プ ボ ー ル 処 理 の 典 型 例 で は 、 図 ３ に 示 す 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３  
領 域 Ａ Ｒ １ ３ の 全 て を 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ （ 白 色 の 領 域 ） と し て 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 及 び 第  
４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の み が 含 ま れ る 案 内 画 像 Ｇ が 表 示 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 〔 第 ３ 変 形 例 〕
　 案 内 画 像 Ｇ に 含 ま れ る 方 向 領 域 （ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ ） の 数 は 特 に 限 定 さ れ な い 。  
こ の 場 合 に お い て 、 案 内 画 像 Ｇ に 含 ま れ る 方 向 領 域 は 、 １ つ で あ っ て も よ い 。 一 例 と し て  
、 ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ に お い て は 、 最 適 方 向 に 対 応 す る １ つ の 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ の み が 配  
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置 さ れ て よ い 。 図 １ ７ は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ の み を 表 示 す る 案 内 画 像 Ｇ の 一 例 を 示 す 図 で  
あ る 。 案 内 画 像 Ｇ ２ １ は 、 表 示 開 始 時 点 で の 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ の 状 態 を 示 す 。 な お 、 破 線  
部 分 は 、 案 内 画 像 Ｇ の 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 以 外 に 相 当 す る 部 分 を 参 考 と し て 示 し て い る が 、  
実 際 に は 表 示 さ れ る も の で は な い 。 時 間 経 過 に 応 じ て 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ が 最 適 方 向 を 中 心  
と し て 徐 々 に 縮 小 し 、 案 内 画 像 Ｇ ２ １ の 状 態 か ら 案 内 画 像 Ｇ ２ ２ の 状 態 へ 変 化 す る 。 さ ら  
に 時 間 が 経 過 し て 操 作 制 限 時 間 が 終 了 す る 時 点 で は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ が 消 滅 し 、 案 内 画  
像 Ｇ 自 体 が 表 示 さ れ な く な る 。 こ の 場 合 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ が 配 置 さ れ て い な い 領 域 は 、  
例 え ば 最 低 の 所 定 の ポ イ ン ト （ パ ラ メ ー タ の 一 例 ） が 割 り 当 て ら れ て い て も よ い 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 〔 第 ４ 変 形 例 〕
　 図 ２ に 示 す ゲ ー ム 画 面 Ｇ ２ ０ ０ の 例 に お い て 、 案 内 画 像 Ｇ が 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 足 元  
を 中 心 と し た 円 環 状 （ ド ー ナ ッ ツ 状 ） の 形 態 で （ す な わ ち 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ を 収 め る  
よ う に ） 配 置 さ れ て い る が 、 案 内 画 像 Ｇ は 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ を 収 め な い 位 置 に 配 置 さ  
れ て も 良 く 、 目 標 と す る 方 向 を ユ ー ザ が 認 識 で き れ ば よ い 。
　 図 １ ８ 及 び 図 １ ９ は 、 案 内 画 像 Ｇ の 位 置 が 異 な る ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム の ゲ ー ム 画 面 の 例 を  
示 し て い る 。 図 １ ８ に 示 す ゲ ー ム 画 面 Ｇ ３ ０ ０ で は 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ と 重 な ら な い 左  
下 側 の 位 置 （ 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 足 元 で は な い 位 置 ） に 案 内 画 像 Ｇ が 配 置 さ れ て い る 。  
ま た 、 図 １ ９ に 示 す ゲ ー ム 画 面 Ｇ ４ ０ ０ で は 、 図 １ ８ に 示 す 例 と 同 様 に 、 野 手 キ ャ ラ ク タ  
Ｃ １ と 重 な ら な い 左 下 側 の 位 置 に 案 内 画 像 Ｇ が 配 置 さ れ て い る が 、 図 １ ８ に 示 す 楕 円 形 状  
で は な く 、 案 内 画 像 Ｇ が 上 方 向 か ら み た 円 形 状 で 表 示 さ れ る 例 を 示 し て い る 。 こ れ に よ り  
、 案 内 画 像 Ｇ の 表 示 位 置 が 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 位 置 に 制 限 さ れ ず 、 柔 軟 な ゲ ー ム 表 現 が  
可 能 と な る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 ま た 、 案 内 画 像 Ｇ を 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 周 辺 で は な く ゲ ー ム 画 面 の 周 囲 に 表 示 し て も  
よ い 。 図 ２ ０ は 、 案 内 画 像 Ｇ が ゲ ー ム 画 面 の 周 囲 に 表 示 さ れ る 例 を 示 し て い る 。 図 ２ ０ に  
示 す ゲ ー ム 画 面 Ｇ ５ ０ ０ で は 、 画 面 の 周 囲 （ 画 面 内 の 最 も 端 と な る 内 周 ） の ４ 辺 に 沿 っ て  
、 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 画 面 の 周 囲 に 沿 っ て 配 置 さ れ  
て い る た め 、 案 内 画 像 Ｇ は 四 角 形 の 帯 状 と な る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 〔 第 ５ 変 形 例 〕
　 案 内 画 像 Ｇ で 表 示 さ れ る の は 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ の う ち の 少 な く と も 一 つ で あ っ  
て 良 い 。 表 示 さ れ る 一 つ の 方 向 領 域 は 、 最 適 方 向 に 対 応 す る 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ に 限 ら ず 、  
他 の 方 向 領 域 で も よ い 。 こ れ に よ り 、 表 示 さ れ て い る 方 向 領 域 か ら 他 の 方 向 領 域 を 予 想 し  
て 移 動 操 作 を 行 う よ う に し て プ レ イ す る と い う ゲ ー ム 性 を ユ ー ザ に 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 〔 第 ６ 変 形 例 〕
　 案 内 画 像 Ｇ は 円 形 に 限 ら ず 、 円 弧 で も 直 線 で も 多 角 形 で も 良 く 、 帯 状 で 無 く と も 良 い 。
　 円 弧 、 直 線 の 場 合 は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ を  
案 内 画 像 Ｇ と し て 設 定 し 、 案 内 画 像 Ｇ 以 外 の 領 域 を 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ と し て 設 定 し て 良 い  
。 こ の 場 合 、 円 形 の 場 合 と 同 様 に 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ  
Ｒ １ ３ の 少 な く と も 一 部 を 時 間 経 過 と と も に 変 化 さ せ て も 良 い 。
　 図 ２ １ は 、 円 弧 形 状 の 案 内 画 像 Ｇ の 一 例 を 示 す 。 図 示 す る 案 内 画 像 Ｇ ３ １ の 形 状 は 、 第  
１ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の み が 含 ま れ る 円 弧 の 帯 状 で  
あ る 。 案 内 画 像 Ｇ ３ １ の 状 態 か ら 時 間 経 過 と と も に 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２  
、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 漸 減 し 、 案 内 画 像 Ｇ ３ ２ の 状 態 に 変 化 す る 。
　 ま た 、 こ の 場 合 、 時 間 経 過 と と も に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３  
領 域 Ａ Ｒ １ ３ の 外 側 に 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ を 表 示 さ せ て も 良 い 。 図 ２ ２ は 、 円 弧 形 状 の 案 内  
画 像 Ｇ で 時 間 経 過 と と も に 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ を 表 示 さ せ る 例 を 示 す 。 図 示 す る 案 内 画 像 Ｇ  
３ ３ の 形 状 は 、 図 ２ １ の 案 内 画 像 Ｇ ３ １ の 形 状 と 同 様 に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ  
Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の み が 含 ま れ る 円 弧 の 帯 状 で あ る 。 案 内 画 像 Ｇ ３ ３ の 状 態  
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か ら 時 間 経 過 と と も に 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 漸  
減 す る と 、 そ の 漸 減 に 伴 っ て 、 漸 減 し た 部 分 に 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 徐 々 に 表 示 さ れ 、 案 内  
画 像 Ｇ ３ ４ の 状 態 に 変 化 す る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 図 ２ ３ は 、 直 線 形 状 の 案 内 画 像 Ｇ の 一 例 を 示 す 。 図 示 す る 案 内 画 像 Ｇ ４ １ の 形 状 は 、 第  
１ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ 、 及 び 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 直 線 に  
横 に 並 ん だ 帯 状 で あ る 。 案 内 画 像 Ｇ ４ １ の 状 態 か ら 時 間 経 過 と と も に 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、  
第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 漸 減 す る と と も に 、 そ の 漸 減 に 伴 っ て 第 ４ 領  
域 Ａ Ｒ １ ４ が 漸 増 し 、 案 内 画 像 Ｇ ４ ２ の 状 態 に 変 化 す る 。
　 ま た 、 直 線 形 状 の 案 内 画 像 Ｇ に お い て 、 図 ２ １ の 円 弧 形 状 の 例 と 同 様 に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ  
１ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の み が 含 ま れ る 案 内 画 像 Ｇ と し 、 第 ４ 領  
域 Ａ Ｒ １ ４ は 表 示 せ ず に 案 内 画 像 Ｇ 以 外 の 領 域 と し て も 良 い 。 図 ２ ４ は 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １  
４ が 表 示 さ れ な い 直 線 形 状 の 案 内 画 像 Ｇ の 一 例 を 示 す 。 図 示 す る 案 内 画 像 Ｇ ４ ３ の 形 状 は  
、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の み が 含 ま れ る 直 線 の 帯  
状 で あ る 。 案 内 画 像 Ｇ ４ ３ の 状 態 か ら 時 間 経 過 と と も に 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ  
１ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 漸 減 し 、 案 内 画 像 Ｇ ４ ４ の 状 態 に 変 化 す る 。
　 ま た 、 こ の 場 合 、 時 間 経 過 と と も に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３  
領 域 Ａ Ｒ １ ３ の 外 側 に 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ を 表 示 さ せ て も 良 い 。 図 ２ ５ は 、 直 線 形 状 の 案 内  
画 像 Ｇ で 時 間 経 過 と と も に 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ を 表 示 さ せ る 例 を 示 す 。 図 示 す る 案 内 画 像 Ｇ  
４ ５ の 形 状 は 、 図 ２ ４ の 案 内 画 像 Ｇ ４ ３ の 形 状 と 同 様 に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ  
Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の み が 含 ま れ る 直 線 の 帯 状 で あ る 。 案 内 画 像 Ｇ ４ ５ の 状 態  
か ら 時 間 経 過 と と も に 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 漸  
減 す る と 、 そ の 漸 減 に 伴 っ て 、 漸 減 し た 部 分 に 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 徐 々 に 表 示 さ れ 、 案 内  
画 像 Ｇ ４ ６ の 状 態 に 変 化 す る 。
　 図 ２ ６ は 、 図 ２ ３ の 例 と 同 様 に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ  
１ ３ 、 及 び 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 直 線 に 横 に 並 ん だ 帯 状 で あ る が 、 時 間 経 過 と と も に 第 １ 領  
域 Ａ Ｒ １ １ 以 外 の 領 域 の み が 変 化 す る 例 で あ る 。 図 示 す る 案 内 画 像 Ｇ ４ ７ は 、 図 ２ ３ の 案  
内 画 像 Ｇ ４ １ の 形 状 と 同 様 に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３  
、 及 び 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 直 線 に 横 に 並 ん だ 帯 状 で あ る 。 案 内 画 像 Ｇ ４ ７ の 状 態 か ら 時 間  
経 過 と と も に 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 漸 減 す る と と も に 、 そ の 漸 減 に 伴  
っ て 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 漸 増 し 、 案 内 画 像 Ｇ ４ ８ の 状 態 に 変 化 す る 。 こ の よ う に 、 方 向 領  
域 の 一 部 が 時 間 経 過 と と も に 変 化 し な く て も よ い 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 案 内 画 像 Ｇ が 多 角 形 の 場 合 に は 、 多 角 形 の 辺 の 帯 状 の 領 域 に 方 向 領 域 を 設 定 し 、 円 形 の  
場 合 と 同 様 に 方 向 領 域 を 時 間 経 過 と と も に 変 化 さ せ て も 良 い 。
　 図 ２ ７ は 、 多 角 形 の 案 内 画 像 Ｇ の 一 例 を 示 す 。 図 示 す る 案 内 画 像 Ｇ ５ １ は 、 三 角 形 の 案  
内 画 像 Ｇ の 例 で あ る 。 案 内 画 像 Ｇ ５ １ に お い て 、 ３ 辺 の 帯 状 の 領 域 に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １  
、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ 、 及 び 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 設 定 さ れ て い る 。 案 内  
画 像 Ｇ ５ １ の 状 態 か ら 時 間 経 過 と と も に 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３  
領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 漸 減 す る と と も に 、 そ の 漸 減 に 伴 っ て 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 漸 増 し 、 案 内 画  
像 Ｇ ５ ２ の 状 態 に 変 化 す る 。
　 な お 、 案 内 画 像 Ｇ は 、 三 角 形 に 限 定 さ れ ず 、 四 角 形 、 五 角 形 、 六 角 形 等 と し て も よ い 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 〔 第 ７ 変 形 例 〕
　 案 内 画 像 Ｇ に お け る 中 心 角 θ ４ の 領 域 変 化 速 度 は 、 時 間 経 過 と と も に 変 化 し て も 良 い 。
　 図 ２ ８ は 、 案 内 画 像 Ｇ に お け る 領 域 変 化 速 度 の 変 化 の 一 例 を 示 す 。 案 内 画 像 Ｇ ６ １ ～ Ｇ  
６ ５ は 、 領 域 変 化 速 度 が 一 定 の 場 合 の 時 間 経 過 に 応 じ た 案 内 画 像 Ｇ の 変 化 の 一 例 を 示 す 。  
案 内 画 像 Ｇ ６ １ ～ Ｇ ６ ５ は 、 操 作 制 限 時 間 が 開 始 さ れ た 時 刻 ｔ ０ か ら 操 作 制 限 時 間 が 終 了  
す る 時 刻 ｔ ４ へ の 時 間 経 過 に 応 じ て 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領  
域 Ａ Ｒ １ ３ が 一 定 の 領 域 変 化 速 度 で 漸 減 す る と と も に 、 そ の 漸 減 に 伴 っ て 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １  
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４ が 漸 増 す る 。 一 方 、 案 内 画 像 Ｇ ７ １ ～ Ｇ ７ ５ は 、 領 域 変 化 速 度 が 徐 々 に 速 く な る 場 合 の  
時 間 経 過 に 応 じ た 案 内 画 像 Ｇ の 変 化 の 一 例 を 示 す 。 時 刻 ｔ ０ か ら 時 刻 ｔ ４ へ の 時 間 経 過 に  
応 じ て 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 漸 減 す る と と も  
に 、 漸 減 す る 速 度 が 徐 々 に 速 く な る 。 そ の 漸 減 に 伴 っ て 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ の 漸 減 す る 速 度  
が 徐 々 に 速 く な る 。
　 こ れ に よ り 、 時 間 経 過 に よ り 変 化 速 度 を 速 く し た 場 合 、 早 期 の 移 動 操 作 が よ り 有 利 に な  
る と い う ゲ ー ム 性 を ユ ー ザ に 与 え る こ と が で き る 。 ま た 、 時 間 経 過 に よ り 変 化 速 度 を 遅 く  
し た 場 合 、 移 動 操 作 が 遅 れ て も 正 確 な 方 向 を 指 定 す る こ と で 良 い 結 果 が 得 ら れ る と い う ゲ  
ー ム 性 を ユ ー ザ に 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 〔 第 ８ 変 形 例 〕
　 案 内 画 像 Ｇ に お け る 中 心 角 θ ４ は 、 算 出 さ れ た 拡 大 速 度 に 基 づ い て 一 定 時 間 ご と に 段 階  
的 に 角 度 の 変 化 を 反 映 さ せ て も 良 い 。
　 図 ２ ９ は 、 案 内 画 像 Ｇ に お け る 方 向 領 域 が 段 階 的 に 変 化 す る 例 を 示 す 。 案 内 画 像 Ｇ ８ １  
～ Ｇ ８ ５ は 、 時 刻 ｔ ０ か ら 時 刻 ｔ ４ へ の 時 間 経 過 に 応 じ て 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ  
Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 一 定 の 領 域 変 化 速 度 で 漸 減 す る と と も に 、 そ の 漸 減 に 伴  
っ て 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 漸 増 す る 。 一 方 、 案 内 画 像 Ｇ ９ １ ～ Ｇ ９ ５ は 、 時 刻 ｔ ０ で 案 内 画  
像 Ｇ ９ １ の 状 態 で あ っ た も の が 、 時 刻 ｔ １ で 案 内 画 像 Ｇ ９ ２ の 状 態 、 時 刻 ｔ ２ で 案 内 画 像  
Ｇ ９ ３ の 状 態 、 時 刻 ｔ ３ で 案 内 画 像 Ｇ ９ ４ の 状 態 、 時 刻 ｔ ４ で 案 内 画 像 Ｇ ９ ５ の 状 態 へ と  
段 階 的 に 変 化 す る 。 つ ま り 、 案 内 画 像 Ｇ ９ １ ～ Ｇ ９ ５ は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ  
Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 一 定 時 間 ご と に 段 階 的 に 漸 減 す る と と も に 、 そ の 漸 減 に  
伴 っ て 各 時 刻 で 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 一 定 時 間 ご と に 段 階 的 に 漸 増 す る 。
　 こ れ に よ り 、 方 向 領 域 の 変 化 が 段 階 的 と な り 、 有 利 な 段 階 の う ち に 移 動 操 作 を 行 う よ う  
に す る と い う ゲ ー ム 性 を ユ ー ザ に 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 〔 第 ９ 変 形 例 〕
　 ま た 、 上 記 の 第 ８ 変 形 例 の よ う に 方 向 領 域 の 変 化 が 段 階 的 と な る よ う に し た 場 合 に 、 中  
心 角 θ １ 、 θ ２ 、 θ ３ の い ず れ か の 角 度 を 表 す 直 線 を １ 辺 と し た 多 角 形 を 案 内 画 像 Ｇ と し  
、 段 階 に 応 じ て 多 角 形 の 辺 の 数 を 増 加 さ せ て も 良 い 。 こ れ に よ り 、 案 内 画 像 Ｇ の 形 状 が 変  
化 す る の で 、 段 階 的 な 変 化 を よ り 視 覚 的 に ユ ー ザ に 認 識 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 〔 第 １ ０ 変 形 例 〕
　 ま た 、 案 内 画 像 Ｇ に 含 ま れ る 方 向 領 域 の 一 部 の み が 時 間 経 過 と と も に 変 化 し 、 変 化 し な  
い 方 向 領 域 が 含 ま れ て も よ い 。
　 図 ３ ０ は 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ が 時 間 経 過 と と も に 変 化 し な い 案 内 画 像 Ｇ の 一 例 を 示 す 。  
図 示 す る 例 で は 、 時 間 経 過 に 伴 い 、 案 内 画 像 Ｇ １ ０ １ ～ Ｇ １ ０ ４ の 順 に 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １  
２ 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 漸 減 し 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 漸 増 す る 。 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ は 変  
化 し な い 。
　 図 ３ １ は 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ が 時 間 経 過 と と も に 変 化 し な い 案 内 画 像 Ｇ の 一 例 を 示 す 。  
図 示 す る 例 で は 、 時 間 経 過 に 伴 い 、 案 内 画 像 Ｇ １ １ １ ～ Ｇ １ １ ４ の 順 に 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １  
１ 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ が 漸 減 し 、 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ が 漸 増 す る 。 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ は 変  
化 し な い 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 〔 第 １ １ 変 形 例 〕
　 操 作 制 限 時 間 は 方 向 領 域 の 変 化 に 依 存 す る こ と な く 、 別 に 設 定 さ れ て も 良 い 。 例 え ば 、  
案 内 画 像 Ｇ に お け る 方 向 領 域 が 全 て 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ に 変 化 す る 前 ま た は 後 に 操 作 制 限 時  
間 が 終 了 す る よ う に 設 定 し て も 良 い 。 こ れ に よ り 、 方 向 領 域 の 変 化 以 外 で の 操 作 制 限 時 間  
の う ち に 移 動 操 作 を 行 う と い う ゲ ー ム 性 を ユ ー ザ に 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 〔 第 １ ２ 変 形 例 〕
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　 上 記 方 向 領 域 の 変 化 に 依 存 す る こ と な く 操 作 制 限 時 間 が 設 定 さ れ る 場 合 に お い て 、 操 作  
制 限 時 間 は 、 野 手 キ ャ ラ ク タ の 基 本 能 力 及 び 特 殊 能 力 も し く は 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回  
数 の 少 な く と も １ つ に 応 じ て 変 化 し て も 良 い 。 こ れ に よ り 、 方 向 領 域 の 変 化 と は 異 な っ た  
操 作 制 限 時 間 の う ち に 移 動 操 作 を 行 う と い う ゲ ー ム 性 を ユ ー ザ に 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 〔 第 １ ３ 変 形 例 〕
　 案 内 画 像 Ｇ の 方 向 領 域 に は 各 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ １ ４ に 応 じ た ポ イ ン ト （ パ ラ メ ー タ の  
一 例 ） を 割 り 当 て ず 、 移 動 操 作 に よ り 指 定 さ れ た 方 向 の 領 域 に 応 じ た 捕 球 動 作 が キ ャ ラ ク  
タ に よ り 行 わ れ た 結 果 と し て 生 じ た 捕 球 の 状 態 に 応 じ て 、 ポ イ ン ト が 付 与 さ れ る よ う に し  
て も 良 い 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 〔 第 １ ４ 変 形 例 〕
　 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 方 向 領 域 （ 方 向 範 囲 ） が 漸 減 す る 速 度 （ 領 域 変 化 速 度 ） が 、 野  
手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 能 力 パ ラ メ ー タ に 応 じ て 決 定 さ れ る 例 を 説 明 し た が 、 野 手 キ ャ ラ ク タ  
Ｃ １ に 代 え て ま た は 加 え て 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の 能 力 パ ラ メ ー タ に 応 じ て 決 定 さ れ  
て も よ い 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 方 向 領 域 の 初 期 値 も 同 様 に 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ  
１ の 能 力 パ ラ メ ー タ に 応 じ て 決 定 さ れ る 例 を 説 明 し た が 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ に 代 え て ま  
た は 加 え て 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の 能 力 パ ラ メ ー タ に 応 じ て 決 定 さ れ て も よ い 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の 能 力 パ ラ メ ー タ は 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 能 力 パ ラ メ ー タ と  
同 様 に 、 ゲ ー ム 進 行 に 影 響 を 及 ぼ す パ ラ メ ー タ で あ る 。 但 し 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の  
能 力 パ ラ メ ー タ は 、 打 撃 に 関 す る 能 力 パ ラ メ ー タ で あ る 。 打 撃 に 関 す る 能 力 パ ラ メ ー タ に  
は 、 ボ ー ル に バ ッ ト を 当 て る 際 の 打 力 を 示 す 「 パ ワ ー 」 、 ボ ー ル に バ ッ ト を 当 て る 際 の 正  
確 性 を 示 す 「 ミ ー ト 」 等 が 含 ま れ る 。 例 え ば 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の 能 力 パ ラ メ ー タ  
は 、 育 成 パ ー ト で 設 定 さ れ る 能 力 パ ラ メ ー タ と 同 じ 値 が 設 定 さ れ る 。 ま た 、 ノ ッ カ ー キ ャ  
ラ ク タ Ｃ ２ の 能 力 パ ラ メ ー タ は 、 予 め 一 律 に 設 定 さ れ て も 良 い し 、 キ ャ ラ ク タ の 種 類 ご と  
に 予 め 設 定 さ れ て も 良 い 。 ま た 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の 能 力 パ ラ メ ー タ は 、 ゲ ー ム の  
度 に 、 ラ ン ダ ム に 決 定 さ れ て も 良 い 。 例 え ば 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の パ ワ ー と ミ ー ト  
の 合 計 値 に 応 じ て 、 方 向 領 域 （ 方 向 範 囲 ） の 漸 減 速 度 （ 領 域 変 化 速 度 ） 、 ま た は 方 向 領 域  
（ 方 向 範 囲 ） の 初 期 値 が 決 定 さ れ て も よ い 。
　 な お 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の 能 力 パ ラ メ ー タ は 、 パ ワ ー と ミ ー ト に 限 定 さ れ る も の  
で は な く 、 他 の 能 力 パ ラ メ ー タ を 用 い て も 良 い 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 こ の よ う に 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ と 対 峙 す る ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ （ 相 手 ゲ ー ム オ ブ  
ジ ェ ク ト の 一 例 ） が 存 在 し 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ に は 、 ゲ ー ム 進 行 に 影 響 を 及 ぼ す 能  
力 パ ラ メ ー タ （ 第 ２ パ ラ メ ー タ の 一 例 ） が 設 定 さ れ て い る 。 変 化 部 １ ６ ６ は 、 こ の ノ ッ カ  
ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の 能 力 パ ラ メ ー タ に 応 じ て 、 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ  
２ 、 及 び 中 心 角 θ ３ の 少 な く と も 一 部 ） を 漸 減 さ せ る 際 の 漸 減 速 度 を 決 定 し て も よ い 。 例  
え ば 、 変 化 部 １ ６ ６ は 、 こ の ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の 能 力 パ ラ メ ー タ に 応 じ て 、 第 １ 領  
域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領 域 Ａ Ｒ １ ２ 、 及 び 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ の 少 な く と も 一 部 を 漸 減 さ せ る 際  
の 領 域 変 化 速 度 を 決 定 し て も よ い 。
【 ０ １ ８ ０ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の 能 力 が 方 向 範 囲 （ 例 え ば  
、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 及 び 中 心 角 θ ３ の 少 な く と も 一 部 ） を 漸 減 さ せ る 際 の 漸 減 速  
度 に 影 響 す る 。 こ れ に よ り 、 相 手 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２  
） の 育 成 結 果 に よ っ て も ゲ ー ム の 難 易 度 が 変 わ る た め 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可  
能 に な る 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 ま た 、 前 述 し た よ う に 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ （ ユ ー ザ の 操 作 に 関 連 す る ゲ ー ム オ ブ ジ ェ  
ク ト の 一 例 ） に は 、 ゲ ー ム の 進 行 に 影 響 を 及 ぼ す 能 力 パ ラ メ ー タ （ 第 １ パ ラ メ ー タ の 一 例  
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） が 設 定 さ れ て い る 。 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ と 対 峙 す る ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ （ 相 手 ゲ ー  
ム オ ブ ジ ェ ク ト の 一 例 ） が 存 在 し 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ に は 、 ゲ ー ム 進 行 に 影 響 を 及  
ぼ す 能 力 パ ラ メ ー タ （ 第 ２ パ ラ メ ー タ の 一 例 ） が 設 定 さ れ て い る 。 初 期 設 定 部 １ ６ ２ は 、  
野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 能 力 パ ラ メ ー タ ま た は ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の 能 力 パ ラ メ ー タ の  
少 な く と も ど ち ら か 一 方 に 基 づ い て 、 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 及 び  
中 心 角 θ ３ の 少 な く と も 一 部 ） の 初 期 値 を 決 定 す る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 端 末 装 置 １ ０ は 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 能 力 と 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ  
Ｃ ２ の 能 力 と の い ず れ か 一 方 ま た は 両 方 が 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、  
及 び 中 心 角 θ ３ の 少 な く と も 一 部 ） の 初 期 値 に 影 響 す る 。 こ れ に よ り 、 端 末 装 置 １ ０ は 、  
野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 育 成 結 果 と ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の 育 成 結 果 と の い ず れ か 一 方 ま  
た は 両 方 に よ っ て ゲ ー ム の 難 易 度 が 変 わ る た め 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な  
る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 〔 第 １ ５ 変 形 例 〕
　 評 価 部 １ ６ ５ は 、 ユ ー ザ の 操 作 が 所 定 の 回 数 連 続 し て 所 定 の 評 価 （ 例 え ば 、 第 １ レ ベ ル  
の 評 価 ） を し た こ と に 応 じ て ボ ー ナ ス 評 価 を 付 与 し て も よ い 。 ボ ー ナ ス 評 価 と は 、 通 常 の  
１ 回 の 操 作 に よ る 第 １ レ ベ ル の 評 価 よ り も 高 い 評 価 で あ る 。 評 価 部 １ ６ ５ は 、 ボ ー ナ ス 評  
価 と し て 、 第 １ レ ベ ル の 評 価 の と き よ り も 高 い ポ イ ン ト （ ボ ー ナ ス ポ イ ン ト ） を 付 与 し て  
も 良 い 。 ま た 、 こ の と き 、 変 化 部 １ ６ ６ は 、 次 回 ま た は 次 回 以 降 の 一 部 若 し く は 全 部 の ノ  
ッ ク に 関 し て 、 方 向 領 域 （ 方 向 範 囲 ） の 漸 減 速 度 （ 領 域 変 化 速 度 ） を 速 く し て も よ い 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 つ ま り 、 １ 回 分 の ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可  
能 な 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） を 含 む 単 位 ゲ ー ム （ 例 え ば 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に  
お け る １ 回 の ノ ッ ク ） が 繰 り 返 し 複 数 回 行 わ れ る 端 末 装 置 １ ０ に お い て 、 評 価 部 １ ６ ５ は  
、 複 数 回 の 単 位 ゲ ー ム に お い て 、 所 定 の 回 数 連 続 し て 所 定 の 評 価 を し た こ と に 応 じ て ボ ー  
ナ ス 評 価 を 付 与 す る 。 ま た 、 変 化 部 １ ６ ６ は 、 「 次 の 単 位 ゲ ー ム 」 ま た は 「 次 以 降 の 一 部  
若 し く は 全 部 の 単 位 ゲ ー ム 」 に お い て 、 方 向 範 囲 （ 方 向 領 域 ） を 漸 減 さ せ る 際 の 漸 減 速 度  
（ 領 域 変 化 速 度 ） を 速 め る 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 端 末 装 置 １ ０ は 、 高 評 価 が 得 ら れ る 操 作 を ユ ー ザ が 連 続 し て 行 う こ  
と で よ り 高 い 評 価 が 得 ら れ る と と も に ゲ ー ム の 難 易 度 が 上 が る た め 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高  
め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 〔 第 １ ６ 変 形 例 〕
　 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 を 野 球 ゲ ー ム に 適 用 し た 例 に つ い て 主 に 説 明 し た が 、 本  
実 施 形 態 の 構 成 は 野 球 ゲ ー ム 以 外 の ゲ ー ム に も 本 発 明 を 適 用 で き る 。
　 例 え ば 、 楽 曲 の リ ズ ム に 合 わ せ て 指 定 さ れ る タ イ ミ ン グ に 合 わ せ る よ う に し て 操 作 （ タ  
イ ミ ン グ 操 作 ） が 行 わ れ る 音 楽 ゲ ー ム に お い て 、 タ イ ミ ン グ 操 作 に 対 し て 上 記 実 施 形 態 の  
移 動 操 作 の よ う に 方 向 指 定 の 要 素 が 組 み 合 わ さ れ て よ い 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 構 成 は サ  
ッ カ ー ゲ ー ム 、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル ゲ ー ム 、 又 は ア イ ス ホ ッ ケ ー ゲ ー ム 等 の 野 球 ゲ ー ム 以 外  
の ス ポ ー ツ ゲ ー ム に も 本 発 明 を 適 用 で き る 。 ま た 、 本 発 明 を 適 用 し た ゲ ー ム は ｅ ｓ ｐ ｏ ｒ  
ｔ ｓ （ ｅ ス ポ ー ツ ） で も 利 用 で き る 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 な お 、 上 述 の 制 御 部 １ ６ ０ の 機 能 を 実 現 す る た め の プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り  
可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録 し て 、 こ の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ た プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ  
ム に 読 み 込 ま せ 、 実 行 す る こ と に よ り 上 述 の 制 御 部 １ ６ ０ と し て の 処 理 を 行 っ て も よ い 。  
こ こ で 、 「 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ た プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に 読 み 込 ま せ 、 実 行  
す る 」 と は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に プ ロ グ ラ ム を イ ン ス ト ー ル す る こ と を 含 む 。 こ こ で  
い う 「 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 」 と は 、 Ｏ Ｓ や 周 辺 機 器 等 の ハ ー ド ウ ェ ア を 含 む も の と す る  
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。 ま た 、 「 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 」 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や Ｗ Ａ Ｎ 、 Ｌ Ａ Ｎ 、 専 用 回 線 等 の  
通 信 回 線 を 含 む ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ た 複 数 の コ ン ピ ュ ー タ 装 置 を 含 ん で も よ い  
。 ま た 、 「 コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 」 と は 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、 光 磁 気  
デ ィ ス ク 、 Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 可 搬 媒 体 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に 内 蔵 さ れ る ハ ー  
ド デ ィ ス ク 等 の 記 憶 装 置 の こ と を い う 。 こ の よ う に 、 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し た 記 録 媒 体 は 、  
Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 非 一 過 性 の 記 録 媒 体 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 記 録 媒 体 に は 、 当 該 プ ロ グ  
ラ ム を 配 信 す る た め に 配 信 サ ー バ か ら ア ク セ ス 可 能 な 内 部 ま た は 外 部 に 設 け ら れ た 記 録 媒  
体 も 含 ま れ る 。 配 信 サ ー バ の 記 録 媒 体 に 記 憶 さ れ る プ ロ グ ラ ム の コ ー ド は 、 端 末 装 置 で 実  
行 可 能 な 形 式 の プ ロ グ ラ ム の コ ー ド と 異 な る も の で も よ い 。 す な わ ち 、 配 信 サ ー バ か ら ダ  
ウ ン ロ ー ド さ れ て 端 末 装 置 で 実 行 可 能 な 形 で イ ン ス ト ー ル が で き る も の で あ れ ば 、 配 信 サ  
ー バ で 記 憶 さ れ る 形 式 は 問 わ な い 。 な お 、 プ ロ グ ラ ム を 複 数 に 分 割 し 、 そ れ ぞ れ 異 な る タ  
イ ミ ン グ で ダ ウ ン ロ ー ド し た 後 に 端 末 装 置 で 合 体 さ れ る 構 成 や 、 分 割 さ れ た プ ロ グ ラ ム の  
そ れ ぞ れ を 配 信 す る 配 信 サ ー バ が 異 な っ て い て も よ い 。 さ ら に 「 コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可  
能 な 記 録 媒 体 」 と は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て プ ロ グ ラ ム が 送 信 さ れ た 場 合 の サ ー バ や ク ラ  
イ ア ン ト と な る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 内 部 の 揮 発 性 メ モ リ （ Ｒ Ａ Ｍ ） の よ う に 、 一 定 時 間  
プ ロ グ ラ ム を 保 持 し て い る も の も 含 む も の と す る 。 ま た 、 上 記 プ ロ グ ラ ム は 、 上 述 し た 機  
能 の 一 部 を 実 現 す る た め の も の で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 上 述 し た 機 能 を コ ン ピ ュ ー タ シ  
ス テ ム に す で に 記 録 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム と の 組 み 合 わ せ で 実 現 で き る も の 、 い わ ゆ る 差  
分 フ ァ イ ル （ 差 分 プ ロ グ ラ ム ） で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 ま た 、 上 述 の 制 御 部 １ ６ ０ の 一 部 ま た は 全 部 の 機 能 を 、 Ｌ Ｓ Ｉ （ Ｌ ａ ｒ ｇ ｅ   Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ   
Ｉ ｎ ｔ ｅ ｇ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 等 の 集 積 回 路 と し て 実 現 し て も よ い 。 上 述 し た 各 機 能 は 個 別 に  
プ ロ セ ッ サ 化 し て も よ い し 、 一 部 、 ま た は 全 部 を 集 積 し て プ ロ セ ッ サ 化 し て も よ い 。 ま た  
、 集 積 回 路 化 の 手 法 は Ｌ Ｓ Ｉ に 限 ら ず 専 用 回 路 、 ま た は 汎 用 プ ロ セ ッ サ で 実 現 し て も よ い  
。 ま た 、 半 導 体 技 術 の 進 歩 に よ り Ｌ Ｓ Ｉ に 代 替 す る 集 積 回 路 化 の 技 術 が 出 現 し た 場 合 、 当  
該 技 術 に よ る 集 積 回 路 を 用 い て も よ い 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 [ 付 記 ]
　 以 上 の 記 載 か ら 本 発 明 は 例 え ば 以 下 の よ う に 把 握 さ れ る 。 な お 、 本 発 明 の 理 解 を 容 易 に  
す る た め に 添 付 図 面 の 参 照 符 号 を 便 宜 的 に 括 弧 書 き に て 付 記 す る が 、 そ れ に よ り 本 発 明 が  
図 示 の 態 様 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 （ 付 記 Ａ １ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム の 処 理 を 行 う 装 置 に 含  
ま れ る コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ れ る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る 受 付 部  
（ １ ６ １ 、 Ｓ １ ４ １ ） と 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 （ 例 え ば 、 第 １  
領 域 Ａ Ｒ １ １ ） を 有 す る オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 案 内 画 像 Ｇ ） を 表 示 さ せ る 表 示 制 御 部 （  
１ ６ ３ 、 Ｓ １ ２ ９ 、 Ｓ ２ ２ ９ 、 Ｓ ３ ２ ９ 、 Ｓ ４ ２ ９ 、 Ｓ ５ ２ ９ ） と 、 前 記 指 示 方 向 に 対 す  
る ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 、 前 記 指 示 方 向 に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ ）  
に 含 ま れ る か を 判 定 す る 判 定 部 （ １ ６ ４ 、 Ｓ １ ４ ７ 、 Ｓ ２ ４ ７ 、 Ｓ ３ ４ ７ 、 Ｓ ４ ４ ７ ） と  
、 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間 ）  
の 中 で 、 前 記 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ ） を 漸 減 さ せ る 変 化 部 （ １ ６ ６ 、 Ｓ １ ２ ３ 、  
Ｓ １ ２ ９ 、 Ｓ ２ ２ ３ 、 Ｓ ２ ２ ９ 、 Ｓ ３ ２ ３ 、 Ｓ ３ ２ ９ 、 Ｓ ４ ２ ３ 、 Ｓ ４ ２ ９ 、 Ｓ ５ ２ ３ 、  
Ｓ ５ ２ ９ ） 、 と し て 前 記 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ 、 前 記 表 示 制 御 部 は 、 前 記 指 示 子 を 、 前  
記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ） で 表 示 さ せ 、 前 記 方 向 範 囲 の 漸  
減 に 対 応 さ せ て 前 記 指 示 子 の 表 示 態 様 を 変 化 さ せ る プ ロ グ ラ ム で あ る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き  
指 示 方 向 に 対 応 す る 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る と と も に 、 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ せ て 方 向 範  
囲 を 示 す 表 示 態 様 が 変 化 す る た め 、 ユ ー ザ の 移 動 操 作 の 難 度 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 に な  
る 。 こ れ に よ り 、 移 動 操 作 に よ り 操 作 す べ き 操 作 方 向 の 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る こ と で 、 で  
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き る だ け 早 い タ イ ミ ン グ で 移 動 操 作 を 行 う こ と を ユ ー ザ に 要 求 す る ゲ ー ム を 実 現 で き る と  
い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 （ 付 記 Ａ ２ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ａ １ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 前 記 方 向 範 囲  
は 、 前 記 指 示 方 向 か ら 離 れ る に し た が っ て 段 階 的 に 複 数 の 方 向 範 囲 に 区 分 さ れ 、 前 記 判 定  
部 は 、 前 記 操 作 方 向 が 、 前 記 複 数 に 区 分 さ れ た 方 向 範 囲 の い ず れ か に 含 ま れ る か 否 か を 判  
定 し 、 前 記 変 化 部 は 、 前 記 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） 内 に お け る 時 間 経 過 に 応 じ  
て 、 前 記 複 数 に 区 分 さ れ た 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 中 心 角 θ ３ に 基  
づ く 方 向 範 囲 ） の 一 部 ま た は 全 部 を 漸 減 さ せ 、 前 記 表 示 制 御 部 は 、 前 記 指 示 子 を 、 前 記 複  
数 に 区 分 さ れ た 方 向 範 囲 の そ れ ぞ れ を 示 す 表 示 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領  
域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ ） で 表 示 さ せ 、 前 記 複 数 に 区 分 さ れ た 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対  
応 さ せ て 、 前 記 指 示 子 の 前 記 複 数 に 区 分 さ れ た 方 向 範 囲 の そ れ ぞ れ を 示 す 表 示 態 様 の 少 な  
く と も 一 部 を 変 化 さ せ る 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き  
指 示 方 向 か ら 離 れ る に し た が っ て 段 階 的 に 区 分 さ れ た 複 数 の 方 向 範 囲 を 時 間 経 過 に 応 じ て  
漸 減 さ せ る と と も に 、 こ の 漸 減 に 対 応 さ せ て 複 数 の 方 向 範 囲 の そ れ ぞ れ を 示 す 表 示 態 様 が  
時 間 経 過 に 応 じ て 変 化 す る た め 、 ユ ー ザ の 移 動 操 作 の 難 度 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 に な る  
。 こ れ に よ り 、 移 動 操 作 に よ り 操 作 す べ き 操 作 方 向 の 方 向 範 囲 を 時 間 経 過 に 応 じ て 漸 減 さ  
せ る こ と で 、 で き る だ け 早 い タ イ ミ ン グ で 移 動 操 作 を 行 う こ と を ユ ー ザ に 要 求 す る ゲ ー ム  
を 実 現 で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 （ 付 記 Ａ ３ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ａ １ ま た は 付 記 Ａ ２ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム で あ っ て  
、 前 記 判 定 部 の 判 定 結 果 に 基 づ い て 前 記 操 作 方 向 を 評 価 す る 評 価 部 （ １ ６ ５ 、 Ｓ １ ４ ７ 、  
Ｓ ２ ４ ７ 、 Ｓ ３ ４ ７ 、 Ｓ ４ ４ ７ ） 、 と し て 前 記 コ ン ピ ュ ー タ を さ ら に 機 能 さ せ 、 前 記 評 価  
部 は 、 前 記 操 作 方 向 が 前 記 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ） に 含 ま れ  
な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 前 記 方 向 範 囲 に 含 ま れ る と 判 定 さ れ た と き よ り も 低 評 価 と す る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 移 動 操 作 の 操 作 方 向 が 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 （ 最  
適 方 向 ） か ら 離 れ る に し た が っ て 低 評 価 と な る た め 、 な る べ く 最 適 方 向 に 対 応 す る 方 向 範  
囲 が 広 い う ち に 移 動 操 作 を 行 う 方 が 、 高 評 価 が 得 ら れ や す い 。 よ っ て 、 で き る だ け 早 い タ  
イ ミ ン グ で 移 動 操 作 を 行 う こ と を ユ ー ザ に 要 求 す る ゲ ー ム を 実 現 で き る と い う 効 果 が 得 ら  
れ る 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 （ 付 記 Ａ ４ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ａ １ か ら 付 記 Ａ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の プ ロ グ  
ラ ム で あ っ て 、 前 記 変 化 部 は 、 前 記 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） が 終 了 す る ま で に  
前 記 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ） が ゼ ロ に な る よ う に 前 記 方 向 範  
囲 を 漸 減 さ せ る 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 移 動 操 作 が 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） を 超 え た 場  
合 に は 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 （ 最 適 方 向 ） に 対 応 す る 方 向 範 囲 が 無 く な る た め 、  
で き る だ け 早 い タ イ ミ ン グ で 移 動 操 作 を 行 う こ と を ユ ー ザ に 要 求 す る ゲ ー ム を 実 現 で き る  
と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 （ 付 記 Ａ ５ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ａ １ か ら 付 記 Ａ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の プ ロ グ  
ラ ム で あ っ て 、 ユ ー ザ の 操 作 に 関 連 す る ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ  
１ ） に は 、 ゲ ー ム の 進 行 に 影 響 を 及 ぼ す 第 １ パ ラ メ ー タ （ 例 え ば 、 能 力 パ ラ メ ー タ ） が 設  
定 さ れ て お り 、 前 記 変 化 部 は 、 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ に 応 じ て 、 前 記 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中  
心 角 θ １ 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ） を 漸 減 さ せ る 際 の 漸 減 速 度 を 決 定 す る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
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　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 に 関 連 す る ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 野 手 キ ャ ラ  
ク タ Ｃ １ ） の 能 力 が 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ） を 漸 減 さ せ る 際  
の 漸 減 速 度 に 影 響 す る 。 こ れ に よ り 、 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １  
） の 育 成 結 果 に よ っ て ゲ ー ム の 難 易 度 が 変 わ る た め 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能  
に な る 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 （ 付 記 Ａ ６ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ａ ５ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 前 記 ゲ ー ム オ  
ブ ジ ェ ク ト と 対 峙 す る 相 手 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ ） が 存  
在 し 、 前 記 相 手 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト に は 、 ゲ ー ム 進 行 に 影 響 を 及 ぼ す 第 ２ パ ラ メ ー タ （ 例  
え ば 、 能 力 パ ラ メ ー タ ） が 設 定 さ れ て お り 、 前 記 変 化 部 は 、 前 記 第 ２ パ ラ メ ー タ に 応 じ て  
、 前 記 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ） を 漸 減 さ せ る 際 の 漸 減 速 度 （  
領 域 変 化 速 度 ） を 決 定 す る 。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 相 手 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ ） の 能  
力 が 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ） を 漸 減 さ せ る 際 の 漸 減 速 度 に 影  
響 す る 。 こ れ に よ り 、 相 手 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ ） の 育  
成 結 果 に よ っ て も ゲ ー ム の 難 易 度 が 変 わ る た め 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な  
る 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 （ 付 記 Ａ ７ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ａ １ か ら 付 記 Ａ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の プ ロ グ  
ラ ム で あ っ て 、 ユ ー ザ の 操 作 に 関 連 す る ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ  
１ ） に は 、 ゲ ー ム の 進 行 に 影 響 を 及 ぼ す 第 １ パ ラ メ ー タ （ 例 え ば 、 能 力 パ ラ メ ー タ ） が 設  
定 さ れ て お り 、 前 記 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト と 対 峙 す る 相 手 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 ノ  
ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ ） が 存 在 し 、 前 記 相 手 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト に は 、 ゲ ー ム 進 行 に 影 響  
を 及 ぼ す 第 ２ パ ラ メ ー タ （ 例 え ば 、 能 力 パ ラ メ ー タ ） が 設 定 さ れ て お り 、 前 記 第 １ パ ラ メ  
ー タ （ 例 え ば 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ の 能 力 パ ラ メ ー タ ） ま た は 前 記 第 ２ パ ラ メ ー タ （ 例 え  
ば 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ の 能 力 パ ラ メ ー タ ） の 少 な く と も ど ち ら か 一 方 に 基 づ い て 、  
前 記 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 中 心 角 θ ３ ） の 初 期 値 を 決 定 す る 初 期  
設 定 部 と し て 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ を さ ら に 機 能 さ せ る 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 に 関 連 す る ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 野 手 キ ャ ラ  
ク タ Ｃ １ ） の 能 力 と 、 相 手 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ ） の 能  
力 と の い ず れ か 一 方 ま た は 両 方 が 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ） の  
初 期 値 に 影 響 す る 。 こ れ に よ り 、 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 野 手 キ ャ ラ ク タ Ｃ １ ） の  
育 成 結 果 と 相 手 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 ノ ッ カ ー キ ャ ラ ク タ Ｃ ２ ） の 育 成 結 果 と の  
い ず れ か 一 方 ま た は 両 方 に よ っ て ゲ ー ム の 難 易 度 が 変 わ る た め 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る  
こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 （ 付 記 Ａ ８ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ａ １ か ら 付 記 Ａ ６ の い ず れ か １ つ に 記 載 の プ ロ グ  
ラ ム で あ っ て 、 １ 回 分 の 前 記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 前 記 受  
付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） を 含 む 単 位 ゲ ー ム （ 例 え ば 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に お け る  
１ 回 の ノ ッ ク ） が 繰 り 返 し 複 数 回 行 わ れ 、 あ る 単 位 ゲ ー ム で の 結 果 に 基 づ い て 、 「 次 の 単  
位 ゲ ー ム 」 ま た は 「 次 以 降 の 一 部 若 し く は 全 部 の 単 位 ゲ ー ム 」 に お い て 、 前 記 方 向 範 囲 （  
例 え ば 、 中 心 角 θ １ 、 中 心 角 θ ２ 、 中 心 角 θ ３ ） の 初 期 値 を 決 定 す る 初 期 設 定 部 と し て 、  
前 記 コ ン ピ ュ ー タ を さ ら に 機 能 さ せ る 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 結 果 （ 例 え ば 、 捕 球 結 果 ） に 応 じ て 次 回 以 降 の 方 向 範  
囲 の 初 期 値 が 変 わ る た め 、 ユ ー ザ の 操 作 結 果 に 応 じ て ゲ ー ム の 難 易 度 を 変 更 す る こ と が 可  
能 と な り 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
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　 （ 付 記 Ａ ９ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ａ １ か ら 付 記 Ａ ８ の い ず れ か １ つ に 記 載 の プ ロ グ  
ラ ム で あ っ て 、 １ 回 分 の 前 記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 前 記 受  
付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） を 含 む 単 位 ゲ ー ム （ 例 え ば 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に お け る  
１ 回 の ノ ッ ク ） が 繰 り 返 し 複 数 回 行 わ れ 、 前 記 変 化 部 は 、 あ る 単 位 ゲ ー ム で の 結 果 に 基 づ  
い て 、 「 次 の 単 位 ゲ ー ム 」 ま た は 「 次 以 降 の 一 部 若 し く は 全 部 の 単 位 ゲ ー ム 」 に お い て 、  
前 記 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る 際 の 漸 減 速 度 （ 領 域 変 化 速 度 ） を 決 定 す る 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 結 果 （ 例 え ば 、 捕 球 結 果 ） に 応 じ て 次 回 以 降 の 方 向 範  
囲 の 漸 減 速 度 が 変 わ る た め 、 ユ ー ザ の 操 作 結 果 に 応 じ て ゲ ー ム の 難 易 度 を 変 更 す る こ と が  
可 能 と な り 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ２ ０ ８ 】
　 （ 付 記 Ａ １ ０ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ａ １ か ら 付 記 Ａ ９ の い ず れ か １ つ に 記 載 の プ ロ  
グ ラ ム で あ っ て 、 １ 回 分 の 前 記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 前 記  
受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） を 含 む 単 位 ゲ ー ム （ 例 え ば 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に お け  
る １ 回 の ノ ッ ク ） が 繰 り 返 し 複 数 回 行 わ れ 、 単 位 ゲ ー ム 毎 に 指 示 さ れ る 前 記 指 示 方 向 は 、  
あ ら か じ め 定 め ら れ た 複 数 の 方 向 か ら 任 意 の 方 向 が 選 択 さ れ る 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 方 向 （ ボ ー ル Ｂ が 到 来 す る 方 向 ） が 毎 回 ラ ン ダ  
ム に 決 定 さ れ る た め 、 そ の 都 度 、 ユ ー ザ は 操 作 す べ き 方 向 を 瞬 時 に 判 断 す る 必 要 が あ る 。  
よ っ て 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ２ １ ０ 】
　 （ 付 記 Ａ １ １ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ａ ３ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 １ 回 分 の 前  
記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 前 記 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限  
時 間 ） を 含 む 単 位 ゲ ー ム （ 例 え ば 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に お け る １ 回 の ノ ッ ク ） が 繰 り 返 し  
複 数 回 行 わ れ 、 前 記 評 価 部 は 、 前 記 複 数 回 の 単 位 ゲ ー ム に お い て 、 所 定 の 回 数 連 続 し て 所  
定 の 評 価 を し た こ と に 応 じ て ボ ー ナ ス 評 価 を 付 与 し 、 前 記 変 化 部 は 、 「 次 の 単 位 ゲ ー ム 」  
ま た は 「 次 以 降 の 一 部 若 し く は 全 部 の 単 位 ゲ ー ム 」 に お い て 、 前 記 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る  
際 の 漸 減 速 度 （ 領 域 変 化 速 度 ） を 速 め る 。
【 ０ ２ １ １ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 高 評 価 が 得 ら れ る 操 作 を 連 続 し て 行 う こ と で よ り 高 い 評 価 が 得 ら れ  
る と と も に ゲ ー ム の 難 易 度 が 上 が る た め 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ２ １ ２ 】
　 （ 付 記 Ａ １ ２ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ａ ３ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 １ 回 分 の 前  
記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 前 記 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限  
時 間 ） を 含 む 単 位 ゲ ー ム （ 例 え ば 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に お け る １ 回 の ノ ッ ク ） が 繰 り 返 し  
複 数 回 行 わ れ 、 前 記 複 数 の 単 位 ゲ ー ム の そ れ ぞ れ に は 、 前 記 指 示 方 向 通 り に 操 作 す べ き 通  
常 ゲ ー ム （ 例 え ば 、 「 通 常 ボ ー ル 」 ） と 、 前 記 指 示 方 向 通 り に 操 作 す べ き で な い 第 １ の 特  
別 ゲ ー ム （ 例 え ば 、 「 ト ゲ ボ ー ル 」 ） と が 含 ま れ 、 前 記 評 価 部 は 、 前 記 通 常 ゲ ー ム で は 発  
生 し 得 な い 第 １ 告 知 （ 例 え ば 、 ト ゲ ボ ー ル ア イ コ ン の 表 示 ） が 発 生 し た 前 記 第 １ の 特 別 ゲ  
ー ム に お い て 、 ユ ー ザ の 操 作 方 向 が 前 記 指 示 方 向 と 反 対 で あ っ た 場 合 に 高 評 価 と す る 。
【 ０ ２ １ ３ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 指 示 方 向 通 り に 操 作 す べ き 通 常 ゲ ー ム だ け で な く 、 ユ ー ザ の 操 作 方  
向 が 指 示 方 向 と 反 対 で あ っ た 場 合 に 高 評 価 と な る 特 別 ゲ ー ム が 含 ま れ る た め 、 多 様 性 の 高  
い ゲ ー ム と す る こ と が で き 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 （ 付 記 Ａ １ ３ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ａ ３ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 １ 回 分 の 前  
記 指 示 方 向 の 指 示 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 前 記 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限  
時 間 ） を 含 む 単 位 ゲ ー ム （ 例 え ば 、 ノ ッ ク 練 習 ゲ ー ム に お け る １ 回 の ノ ッ ク ） が 繰 り 返 し  
複 数 回 行 わ れ 、 前 記 複 数 の 単 位 ゲ ー ム の そ れ ぞ れ に は 、 前 記 指 示 方 向 通 り に 操 作 す べ き 通  
常 ゲ ー ム （ 例 え ば 、 「 通 常 ボ ー ル 」 ） と 、 何 も 操 作 す べ き で な い 第 ２ の 特 別 ゲ ー ム （ 例 え  
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ば 、 「 動 く な ボ ー ル 」 ） と が 含 ま れ 、 前 記 評 価 部 は 、 前 記 通 常 ゲ ー ム で は 発 生 し 得 な い 第  
２ 告 知 （ 例 え ば 、 動 く な ア イ コ ン の 表 示 ） が 発 生 し た 前 記 第 ２ の 特 別 ゲ ー ム に お い て 、 前  
記 受 付 期 間 に 前 記 受 付 部 が ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け な か っ た 場 合 に 高 評 価 と す る 。
【 ０ ２ １ ５ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 指 示 方 向 通 り に 操 作 す べ き 通 常 ゲ ー ム だ け で な く 、 ユ ー ザ が 操 作 し  
な い こ と が 高 評 価 と な る 特 別 ゲ ー ム が 含 ま れ る た め 、 多 様 性 の 高 い ゲ ー ム と す る こ と が で  
き 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ２ １ ６ 】
　 （ 付 記 Ａ １ ４ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ａ １ か ら 付 記 Ａ １ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の プ  
ロ グ ラ ム で あ っ て 、 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 野 手 キ ャ ラ ク  
タ Ｃ １ ） を ゲ ー ム 空 間 （ 例 え ば 、 野 球 場 ） で 移 動 さ せ る ゲ ー ム に お い て 、 前 記 表 示 制 御 部  
は 、 前 記 ゲ ー ム 空 間 上 の 接 地 面 （ 例 え ば 、 グ ラ ウ ン ド ） に 前 記 ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト が 接 地  
し て い る 接 地 位 置 を 中 心 と し て 前 記 オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 案 内 画 像 Ｇ ） を 表 示 さ せ 、 前  
記 受 付 部 は 、 少 な く と も 前 記 接 地 位 置 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ １ ７ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 対 象 と な る ゲ ー ム オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 野 手 キ ャ ラ  
ク タ Ｃ １ ） が 接 地 し て い る 接 地 位 置 を 中 心 と し て 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 示 す オ  
ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 案 内 画 像 Ｇ ） が 表 示 さ れ る た め 、 ユ ー ザ が 直 感 的 に 操 作 す る こ と が  
で き 、 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ １ ８ 】
　 （ 付 記 Ａ １ ５ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム の 処 理 を 行 う 装 置 に  
含 ま れ る コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ れ る ゲ ー ム 処 理 方 法 で あ っ て 、 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る  
ス テ ッ プ （ Ｓ １ ４ １ ） と 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示 方 向 を 指 示 す る 指 示 子 （ 例 え ば 、 第 １  
領 域 Ａ Ｒ １ １ ） を 有 す る オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 案 内 画 像 Ｇ ） を 表 示 さ せ る ス テ ッ プ （ Ｓ  
１ ２ ９ 、 Ｓ ２ ２ ９ 、 Ｓ ３ ２ ９ 、 Ｓ ４ ２ ９ 、 Ｓ ５ ２ ９ ） と 、 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の  
操 作 方 向 が 、 前 記 指 示 方 向 に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ ） に 含 ま れ る  
か を 判 定 す る ス テ ッ プ （ Ｓ １ ４ ７ 、 Ｓ ２ ４ ７ 、 Ｓ ３ ４ ７ 、 Ｓ ４ ４ ７ ） と 、 前 記 指 示 方 向 に  
対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 （ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） の 中 で 、 前 記 方 向  
範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ ） を 漸 減 さ せ る ス テ ッ プ （ Ｓ １ ２ ３ 、 Ｓ １ ２ ９ 、 Ｓ ２ ２ ３ 、 Ｓ  
２ ２ ９ 、 Ｓ ３ ２ ３ 、 Ｓ ３ ２ ９ 、 Ｓ ４ ２ ３ 、 Ｓ ４ ２ ９ 、 Ｓ ５ ２ ３ 、 Ｓ ５ ２ ９ ） と 、 を 有 し 、  
前 記 表 示 さ せ る ス テ ッ プ に お い て 、 前 記 指 示 子 を 、 前 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示 態 様 （ 例 え ば  
、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ） で 表 示 さ せ 、 前 記 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ せ て 前 記 指 示 子 の 表 示 態  
様 を 変 化 さ せ る 、 ゲ ー ム 処 理 方 法 で あ る 。
【 ０ ２ １ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き  
指 示 方 向 に 対 応 す る 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る と と も に 、 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ せ て 方 向 範  
囲 を 示 す 表 示 態 様 が 変 化 す る た め 、 ユ ー ザ の 移 動 操 作 の 難 度 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 に な  
る 。 こ れ に よ り 、 移 動 操 作 に よ り 操 作 す べ き 操 作 方 向 の 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る こ と で 、 で  
き る だ け 早 い タ イ ミ ン グ で 移 動 操 作 を 行 う こ と を ユ ー ザ に 要 求 す る ゲ ー ム を 実 現 で き る と  
い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ２ ２ ０ 】
　 （ 付 記 Ａ １ ６ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ い て ゲ ー ム の 処 理 を 行 う ゲ ー ム  
装 置 で あ っ て 、 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る 受 付 部 （ １ ６ １ ） と 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 指 示  
方 向 を 指 示 す る 指 示 子 （ 例 え ば 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ） を 有 す る オ ブ ジ ェ ク ト （ 例 え ば 、 案  
内 画 像 Ｇ ） を 表 示 さ せ る 表 示 制 御 部 （ １ ６ ３ ） と 、 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 方  
向 が 、 前 記 指 示 方 向 に 対 応 す る 所 定 の 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ ） に 含 ま れ る か を 判  
定 す る 判 定 部 （ １ ６ ４ ） と 、 前 記 指 示 方 向 に 対 す る ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間  
（ 例 え ば 、 操 作 制 限 時 間 ） の 中 で 、 前 記 方 向 範 囲 （ 例 え ば 、 中 心 角 θ １ ） を 漸 減 さ せ る 変  
化 部 （ １ ６ ６ ） と 、 を 備 え 、 前 記 表 示 制 御 部 は 、 前 記 指 示 子 を 、 前 記 方 向 範 囲 を 示 す 表 示  
態 様 （ 例 え ば 、 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ） で 表 示 さ せ 、 前 記 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ せ て 前 記 指  
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示 子 の 表 示 態 様 を 変 化 さ せ る 、 ゲ ー ム 装 置 で あ る 。
【 ０ ２ ２ １ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 を 受 付 け 可 能 な 受 付 期 間 の 中 で 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き  
指 示 方 向 に 対 応 す る 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る と と も に 、 方 向 範 囲 の 漸 減 に 対 応 さ せ て 方 向 範  
囲 を 示 す 表 示 態 様 が 変 化 す る た め 、 ユ ー ザ の 移 動 操 作 の 難 度 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 に な  
る 。 こ れ に よ り 、 移 動 操 作 に よ り 操 作 す べ き 操 作 方 向 の 方 向 範 囲 を 漸 減 さ せ る こ と で 、 で  
き る だ け 早 い タ イ ミ ン グ で 移 動 操 作 を 行 う こ と を ユ ー ザ に 要 求 す る ゲ ー ム を 実 現 で き る と  
い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 例 え ば 以 下 の よ う に も 把 握 さ れ る 。
　 （ 付 記 Ｂ １ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 コ ン ピ ュ ー タ に 、 方 向 を 指 定 す る 操 作 を 受 け 付 け る ス  
テ ッ プ （ Ｓ １ ４ １ ） と 、 前 記 操 作 に よ り 指 定 さ れ る 対 象 と な る 領 域 （ 領 域 Ａ Ｒ １ １ ～ Ａ Ｒ  
１ ４ ） を 画 面 内 に 配 置 す る ス テ ッ プ （ Ｓ １ ２ ９ ） と 、 前 記 操 作 が 可 能 な 時 間 の 間 に 前 記 領  
域 を 時 間 経 過 に 応 じ て 変 化 さ せ る ス テ ッ プ （ Ｓ １ ２ ３ 、 Ｓ １ ２ ９ ） を 実 行 さ せ る た め の プ  
ロ グ ラ ム で あ る 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 時 間 経 過 に 応 じ て 領 域 が 変 化 す る こ と に よ り 、 移 動 操 作 の 難 度 を 時  
間 経 過 に 応 じ て 変 化 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 移 動 操 作 に よ り 指 定 さ れ る 対  
象 と な る 領 域 を 時 間 経 過 に 応 じ て 縮 小 さ せ る こ と で 、 で き る だ け 早 い タ イ ミ ン グ で 移 動 操  
作 を 行 う こ と を ユ ー ザ に 要 求 す る ゲ ー ム を 実 現 で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ２ ２ ４ 】
　 （ 付 記 Ｂ ２ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ｂ １ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 前 記 変 化 さ せ  
る ス テ ッ プ は 、 移 動 操 作 に つ い て の 結 果 （ 例 え ば 、 連 続 し て 捕 球 が 成 功 し た 回 数 ） に 基 づ  
き 、 時 間 経 過 に 応 じ て 前 記 領 域 を 変 化 さ せ る 速 度 （ 領 域 変 化 速 度 ） を 変 更 す る （ ス テ ッ プ  
Ｓ １ ２ ３ ） 。
【 ０ ２ ２ ５ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 移 動 操 作 に つ い て の 結 果 に 応 じ て 領 域 を 変 化 さ せ る 速 度 が 変 更 さ れ  
る 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が 移 動 操 作 に つ い て の 結 果 に 応 じ て ゲ ー ム の 難 易 度 を 変 更 す る こ  
と が 可 能 と な り 、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ２ ２ ６ 】
　 （ 付 記 Ｂ ３ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ｂ １ ま た は 付 記 Ｂ ２ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム で あ っ て  
、 前 記 変 化 さ せ る ス テ ッ プ は 、 前 記 移 動 操 作 に 対 応 付 け ら れ た キ ャ ラ ク タ （ 野 手 キ ャ ラ ク  
タ Ｃ １ ） に 設 定 さ れ た 所 定 の パ ラ メ ー タ （ 例 え ば 、 基 本 情 報 に お け る 守 備 力 、 走 力 、 肩 力  
等 、 特 殊 能 力 ） に 基 づ き 、 時 間 経 過 に 応 じ て 前 記 領 域 を 変 化 さ せ る 速 度 を 変 更 す る （ ス テ  
ッ プ Ｓ １ ２ ３ ） 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 キ ャ ラ ク タ の パ ラ メ ー タ に 応 じ て 領 域 を 変 化 さ せ る 速 度 が 変 更 さ れ  
る 。 こ れ に よ り 、 キ ャ ラ ク タ の パ ラ メ ー タ に ゲ ー ム の 難 易 度 を 変 更 す る こ と が 可 能 と な り  
、 ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 例 え ば 、 ユ ー ザ が キ ャ ラ ク タ を 熱 心  
に 育 成 す る こ と に も つ な が る た め 、 ユ ー ザ が ゲ ー ム を プ レ イ す る 機 会 も 多 く す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ２ ２ ８ 】
　 （ 付 記 Ｂ ４ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ｂ １ か ら Ｂ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム  
で あ っ て 、 コ ン ピ ュ ー タ に 、 パ ラ メ ー タ （ 例 え ば 、 ポ イ ン ト ） を 前 記 領 域 の 各 々 に 割 り 当  
て る ス テ ッ プ と 、 前 記 操 作 に よ り 指 定 さ れ た 方 向 に 応 じ た 領 域 に 割 り 当 て ら れ た パ ラ メ ー  
タ に 基 づ い て ユ ー ザ の パ ラ メ ー タ （ 例 え ば 、 ポ イ ン ト 累 積 値 ） を 変 化 さ せ る ス テ ッ プ （ Ｓ  
１ ５ ３ 、 Ｓ １ ７ １ ） を さ ら に 実 行 さ せ る 。
【 ０ ２ ２ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 に よ っ て 指 定 さ れ た 領 域 に 割 り 当 て ら れ た パ ラ メ ー タ  
に 基 づ い て 、 ユ ー ザ の パ ラ メ ー タ が 変 更 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 で き る だ け 有 利  
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な パ ラ メ ー タ の 変 更 が 行 わ れ る こ と を 目 標 に 領 域 を 指 定 す る 操 作 を 行 う よ う に さ れ 、 ゲ ー  
ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
　 （ 付 記 Ｂ ５ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ｂ １ か ら Ｂ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム  
で あ っ て 、 前 記 変 化 さ せ る ス テ ッ プ は 少 な く と も 一 つ の 領 域 （ 第 １ 領 域 Ａ Ｒ １ １ 、 第 ２ 領  
域 Ａ Ｒ １ ２ 、 第 ３ 領 域 Ａ Ｒ １ ３ ） を 時 間 の 経 過 と と も に 縮 小 さ せ 、 縮 小 さ れ る 領 域 以 外 の  
領 域 （ 第 ４ 領 域 Ａ Ｒ １ ４ ） を 時 間 の 経 過 と と も に 拡 大 さ せ る （ Ｓ １ ２ ９ ） 。
【 ０ ２ ３ １ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 領 域 の う ち で 、 操 作 に よ り 指 定 す る と ユ ー ザ に と っ て 有 利 と  
な る 結 果 を 生 じ る 領 域 に つ い て は 時 間 経 過 と と も に 縮 小 さ せ る 一 方 で 、 操 作 に よ り 指 定 す  
る と ユ ー ザ に と っ て 不 利 と な る 結 果 を 生 じ る 領 域 を 時 間 経 過 と と も に 拡 大 さ せ る よ う に す  
る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 時 間 経 過 に 応 じ て ユ ー ザ が 不 利 と な る 可 能 性 が 高 ま る こ と か  
ら 、 早 い タ イ ミ ン グ で 移 動 操 作 を 行 っ て も ら う こ と を さ ら に 強 く ユ ー ザ に 促 す こ と が で き  
る 。
【 ０ ２ ３ ２ 】
　 （ 付 記 Ｂ ６ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 付 記 Ｂ １ か ら Ｂ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム  
で あ っ て 、 前 記 変 化 さ せ る ス テ ッ プ は 、 前 記 操 作 に つ い て の 結 果 に 基 づ き 、 前 記 領 域 の 初  
期 状 態 を 変 更 す る （ Ｓ １ ２ １ ） 。
【 ０ ２ ３ ３ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 移 動 操 作 に つ い て の 結 果 に 応 じ て 領 域 の 初 期 状 態 が 変 更 さ れ る 。 領  
域 の 初 期 状 態 が 変 更 さ れ る こ と に よ っ て 、 ゲ ー ム の 難 易 度 を 変 更 す る こ と が 可 能 と な り 、  
ゲ ー ム の 興 趣 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ２ ３ ４ 】
　 （ 付 記 Ｂ ７ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 方 向 を 指 定 す る 操 作 を 受 け 付 け る ス テ ッ プ （ Ｓ １ ４ １  
） と 、 前 記 操 作 に よ り 指 定 さ れ る 対 象 と な る 領 域 を 画 面 内 に 配 置 す る ス テ ッ プ （ Ｓ １ ２ ９  
） と 、 前 記 操 作 が 可 能 な 時 間 の 間 に 前 記 領 域 を 時 間 経 過 に 応 じ て 変 化 さ せ る ス テ ッ プ （ Ｓ  
１ ２ ３ 、 Ｓ １ ２ ９ ） と を 含 む ゲ ー ム 処 理 方 法 で あ る 。
【 ０ ２ ３ ５ 】
　 （ 付 記 Ｂ ８ ） 本 発 明 の 一 態 様 は 、 方 向 を 指 定 す る 操 作 を 受 け 付 け る 操 作 受 付 部 （ １ ６ １  
） と 、 前 記 操 作 に よ り 指 定 さ れ る 対 象 と な る 領 域 を 画 面 内 に 配 置 す る 配 置 部 （ １ ６ ３ ） と  
、 前 記 操 作 が 可 能 な 時 間 の 間 に 前 記 領 域 を 時 間 経 過 に 応 じ て 変 化 さ せ る 変 化 部 （ １ ６ ６ ）  
と を 備 え る ゲ ー ム 装 置 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ２ ３ ６ 】
１   ゲ ー ム シ ス テ ム 、 １ ０ （ １ ０ － １ ， １ ０ － ２ ）   端 末 装 置 、 １ １   通 信 部 、 １ ２   入 力  
部 、 １ ３   表 示 部 、 １ ４   音 声 出 力 部 、 １ ５   記 憶 部 、 １ ６   Ｃ Ｐ Ｕ 、 ３ ０   サ ー バ 装 置 、  
１ ５ ０   デ ー タ 記 憶 部 、 １ ５ １   キ ャ ラ ク タ 情 報 記 憶 部 、 １ ５ ２   領 域 情 報 記 憶 部 、 １ ６ ０   
制 御 部 、 １ ６ １   操 作 受 付 部 、 １ ６ ２   初 期 設 定 部 、 １ ６ ３   表 示 制 御 部 、 １ ６ ４   判 定 部  
、 １ ６ ５   評 価 部 、 １ ６ ６   変 化 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】
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【 図 ３ １ 】



10

JP 7138951 B2 2022.9.20(53)

フロントページの続き
(51)国際特許分類
　   Ａ６３Ｆ 13/45 (2014.01)

ＦＩ
　Ａ６３Ｆ 13/45 　　　　 　　　

  （ロ）Ｇｏｏｇｌｅ社が運営するアプリケーションのダウンロードサービス（Ｇｏｏｇｌｅ  Ｐｌａｙ）  ＵＲ 
Ｌ：ｈｔｔｐｓ：／／ｐｌａｙ．ｇｏｏｇｌｅ．ｃｏｍ／ｓｔｏｒｅ／ａｐｐｓ／ｄｅｔａｉｌｓ？ｉｄ＝ｊｐ 
．ｋｏｎａｍｉ．ｐａｗａｐｕｒｏａｐｐ  ２．行為２  アプリケーション内の掲載日  令和１年８月２２日  掲載 
アプリケーション  行為１で提供が開始されたアプリケーション「実況パワフルプロ野球」  ３．行為３  ウェブ 
サイトの掲載日  令和１年８月２２日  ウェブサイトのＵＲＬ  ｈｔｔｐｓ：／／ａｓｃ．ｓ．ｋｏｎａｍｉｎｅ 
ｔ．ｊｐ／ａｓｃ／ｐａｗａｓｍａ／ｗｅｂｐａｇｅ／ｎｅｗｓ／ｅｖｅｎｔ＿ｃｈａｍｐｉｏｎｒｏａｄ／２ 
０１９＿ｓｕｍｍｅｒ／ｒｕｌｅ＿ＳｐｅｅｄＫｎｏｃｋ＿Ｗ８３ＲＹｔＪｕ．ｐｈｐ？ｓｅｔ＿ｕｓｅｒ＿ｉ 
ｄ＝０  ４．行為４  公開日  令和１年９月１日  公開場所  ファンフェスタ  ｉｎ  東京  ５．行為５  公開日  令和 
１年９月１日  公開場所  パワチャン  ２０１９  東京大会  ６．行為６  ウェブサイトの掲載日  令和１年９月１日  
ウェブサイトのＵＲＬ  ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｙｏｕｔｕｂｅ．ｃｏｍ／ｗａｔｃｈ？ｖ＝０ＤｔＶＡｊＭ 
Ｂａｔｏ  ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｏｐｅｎｒｅｃ．ｔｖ／ｌｉｖｅ／ｍｌｒｌｌｍｗｗｍｒｇ  ７．行為７  
アプリケーション内の掲載日  令和１年９月２９日  掲載アプリケーション  行為１で提供が開始されたアプリケ 
ーション「実況パワフルプロ野球」  ８．行為８  ▲１▼ウェブサイトの掲載日  令和１年９月２９日  ▲２▼ウェ 
ブサイトのＵＲＬ  ｈｔｔｐｓ：／／ａｓｃ．ｓ．ｋｏｎａｍｉｎｅｔ．ｊｐ／ａｓｃ／ｐａｗａｓｍａ／ｗｅ 
ｂｐａｇｅ／ｎｅｗｓ／ｅｖｅｎｔ＿ｃｈａｍｐｉｏｎｒｏａｄ／２０１９＿ｂａｓｅｂａｌｌ／ｒｕｌｅ＿Ｓ 
ｐｅｅｄＫｎｏｃｋ＿ＩｕｔｖｒｅｑＰ．ｐｈｐ？ｓｅｔ＿ｕｓｅｒ＿ｉｄ＝０  ９．行為９  公開日  令和１年 
１１月４日  公開場所  ファンフェスタ  ｉｎ  大阪
　特許法第３０条第２項適用  １０．行為１０  アプリケーション内の掲載日  令和１年１２月２４日  掲載アプリ 
ケーション  行為１で提供が開始されたアプリケーション「実況パワフルプロ野球」  １１．行為１１  ウェブサ 
イトの掲載日  令和１年１２月２４日  ウェブサイトのＵＲＬ  ｈｔｔｐｓ：／／ａｓｃ．ｓ．ｋｏｎａｍｉｎｅ 
ｔ．ｊｐ／ａｓｃ／ｐａｗａｓｍａ／ｗｅｂｐａｇｅ／ｎｅｗｓ／ｅｖｅｎｔ＿ｃｈａｍｐｉｏｎｒｏａｄ／２ 
０１９＿ｆｉｎａｌ／ｒｕｌｅ＿ＳｐｅｅｄＫｎｏｃｋ＿ｏｉｙｑｆｖ４Ｌ．ｐｈｐ？ｓｅｔ＿ｕｓｅｒ＿ｉｄ 
＝０  １２．行為１２  ウェブサイトの掲載日  令和２年１月１０日  ウェブサイトのＵＲＬ  ｈｔｔｐｓ：／／ｗ 
ｗｗ．ｏｐｅｎｒｅｃ．ｔｖ／ｌｉｖｅ／ｗｅｚ９ｙｌ４ｐｊ８ｌ  １３．行為１３  公開日  令和２年１月１１日  
公開場所  ファンフェスタＦＩＮＡＬ  １４．行為１４  公開日  令和２年１月１１日  公開場所  パワチャン  ２０ 
１９  決勝大会  １５．行為１５  ウェブサイトの掲載日  令和２年１月１１日  ウェブサイトのＵＲＬ  ｈｔｔｐｓ 
：／／ｗｗｗ．ｙｏｕｔｕｂｅ．ｃｏｍ／ｗａｔｃｈ？ｖ＝ＱＲｖＬｃｘＢＹＣ２Ｑ＆ｆｅａｔｕｒｅ＝ｅｍｂ 
＿ｌｏｇｏ  ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｏｐｅｎｒｅｃ．ｔｖ／ｌｉｖｅ／ｄ１ｒｎ５ｏ２ｍｋｒｖ  １６．行為 
１６  ストア公開日  令和２年１月１４日  公開場所  （イ）Ａｐｐｌｅ社が運営するアプリケーションのダウンロ 
ードサービス（Ａｐｐ  Ｓｔｏｒｅ）  ＵＲＬ：ｈｔｔｐｓ：／／ａｐｐｓ．ａｐｐｌｅ．ｃｏｍ／ｊｐ／ａｐｐ 
／ｉｄ９３８５０６９５８  （ロ）Ｇｏｏｇｌｅ社が運営するアプリケーションのダウンロードサービス（Ｇｏ 
ｏｇｌｅ  Ｐｌａｙ）  ＵＲＬ：ｈｔｔｐｓ：／／ｐｌａｙ．ｇｏｏｇｌｅ．ｃｏｍ／ｓｔｏｒｅ／ａｐｐｓ／ｄ 
ｅｔａｉｌｓ？ｉｄ＝ｊｐ．ｋｏｎａｍｉ．ｐａｗａｐｕｒｏａｐｐ
　特許法第３０条第２項適用  １７．行為１７  アプリケーション内の掲載日  令和２年１月１４日  掲載アプリケ 
ーション  行為１６で提供が開始されたアプリケーション「実況パワフルプロ野球」  １８．行為１８  ウェブサ 
イトの掲載日  令和２年１月１４日  ウェブサイトのＵＲＬ  ｈｔｔｐｓ：／／ａｓｃ．ｓ．ｋｏｎａｍｉｎｅｔ 
．ｊｐ／ａｓｃ／ｐａｗａｓｍａ／ｗｅｂｐａｇｅ／ｎｅｗｓ／ｅｖｅｎｔ＿ｍｉｎｉｂａｔｔｌｅ／０１／ｒ 
ｕｌｅ＿ＳｐｅｅｄＫｎｏｃｋ＿ｐＨＷ０ＵｍｃＸ．ｐｈｐ？ｓｅｔ＿ｕｓｅｒ＿ｉｄ＝０

東京都中央区銀座一丁目１１番１号
(72)発明者　 野本  哲也

東京都中央区銀座一丁目１１番１号
(72)発明者　 齊藤  亮太

東京都中央区銀座一丁目１１番１号
審査官　 赤坂  祐樹

(56)参考文献 特開２０１５－２２３３９３（ＪＰ，Ａ）
特開２０１６－１４６９００（ＪＰ，Ａ）
特開２０１８－０２３４４９（ＪＰ，Ａ）



10

JP 7138951 B2 2022.9.20(54)

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ａ６３Ｆ    １３／００－１３／９８、９／２４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

